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磐田の教育

「磐田の教育」発行に当たって
　「磐田の教育」とは何か、と問われたら、あなたならどのようにお答えになるでしょうか。例えば、
歴史と伝統をもった教育、子ども一人ひとりを大切にした教育、教育支援体制が充実した教育などを
挙げられるでしょうか。歴史を振り返りつつ、どのような教育であるのか、未来の磐田市の教育はど
のようなものを目指しているのか、考えてみたいと思います。
　磐田の教育は、磐周地区の中心的存在として、戦後、静岡の教育をリードしてきました。磐周地区
は、県内各市町の中で、学校数も多く、静岡、浜松に次ぐ大きな組織でありました。磐周地区として
スタートしたのは、昭和４３年で、北遠まで含め小・中学校が１０２校あり、「磐周は遠望すれば一
枚岩、近寄れば個性的な岩石ががっちりと組み合わさった石垣である」と言われていました。教育の
軸をしっかりともち、チームワークがよく、協力し、子どもの成長を第一に考え、情熱をもって学校
づくりに専念してきた歴史があり、その歴史は、まとまりのある安定した地区であります。
　かつて磐周地区には１３市町村があり、平成１７年に、５つの市町が合併して新たな磐田市が誕生
しました。学校協議会の設置など旧市では平成１１年から進め、合併を契機に全市に広がりました。
また、小中一貫教育、コミュニティスクールの導入などは、近年の大きな変化の一つです。磐田市は
史跡の整備なども含め大きな転換期にきています。転換期といっても、これまでの機能していない部
分を変えていくという機械的なアプローチではなく、現在の磐田市で行われている文化的活動、教育
活動などの実績を受けつつ、子育て、教育にかかわるスキームの変革が大切で、国や県に依存するこ
となく、新しいものを生み出し、転換していくことが求められています。
　これまでの実績は、一つは、ふるさと先生制度を導入し、何よりも個に応じたきめ細やかな指導を
求め、子どもたちに確かな学力を身に付けることができたことです。全国学力調査の結果もそのこと
を明確に示しています。もう一つは、安定した教育活動を展開することで、生徒指導の力がどの学校
も高まったことです。磐田市の教職員の皆さんの子どもを見る力が確かに養われてきていると感じま
す。また、約１０年間をかけて行ってきた国分寺跡の発掘調査をもとに、一冊の貴重な報告書「特別
史跡　遠江国分寺跡　本編」としてまとめることができました。いにしえの遠江の人々の営みを感じ、
改めて国分寺の重要性を再認識しています。これまで文化・伝統の創造にかかわった方々、教育活動
にかかわった方々に深く感謝申し上げたいと思います。
　これから未来に向けて、スキームの転換を行い、磐田市は大きく変わるときであると考えています。
５０年に一度の転換期であると自覚すべきでしょう。具体的柱は、新時代の新たな学校づくりです。
新たな学校づくり研究会が発足して約１０ヶ月が経ちます。目指す子ども像は、変動の激しい社会の
中で、歴史や伝統を重んじ、たくましく、生きていく子どもを育成すること等、カリキュラムを９年
間で一体ととらえ、多様な機能をもつ学校の未来の在り方などが検討されています。学府一体校の在
り方を検討し、子どもたちのために最も良い道を探っていきたいと考えています。国分寺跡は約１０
年の発掘調査を受けて、再整備に入ります。日本でも珍しい出土品が多く、楽しみにしていただきた
いと思います。「( 仮称 ) 子ども図書館」が磐田市にできます。子育て支援の機能ももつ図書館であり、
県内には同様のものはありません。
　「磐田の教育」本書は、５０年に一度の転換期の指針です。皆様方の御支援、御協力をお願い申し
上げます。
　平成２８年８月
� 磐田市教育長　村松啓至



磐田の教育

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  12
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  25
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  28

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  29
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  30

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  31
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  35

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  36
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  38

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  40
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  41

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  42
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  43

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  44
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  49

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  51
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  53

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  55
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  56

目　次
磐田市教育委員会の目標と主な教育施策
　１　磐田市の教育の目指すもの
　　　　磐田市教育委員会の目標
　　　　磐田市教育大綱
　　　　磐田市教育大綱と「磐田の教育」道しるべ、磐田市こども憲章との関連
　　      磐田市の教育について
　２　磐田市の主な教育施策
　　方針１　子どもの「生きる力」を育みます。
　　方針２　子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。
　　方針３　市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

教育委員会評価
　１　平成 27 年度　磐田市教育委員会の自己点検・評価シート
　２　磐田市教育委員会の自己点検評価に関する意見

方針別主要事業
【方針１】子どもの「生きる力」を育みます。
　施策１　魅力ある園・学校づくりの推進
　　　ふるさと礎プラン
　　　幼稚園教諭等の資質向上
　　　学校給食
　　　小中一貫教育の推進
　　　英語を使ってのコミュニケーション能力の育成
　　　教育 ･ 保育施設小中連携指導
　　　学校（園）防災
　　　コミュニティ ･ スクール（学校運営協議会）の推進
　施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の推進
　　　ふるさと先生制度（少人数学級制度）
　　　市費負担教員（ふるさと先生）研修計画
　　　磐田市特別支援教育体制推進事業
　　　いじめや不登校に対応する教育相談体制推進事業
　　　外国人児童生徒に対する支援事業
　方針別主要事業一覧＜方針１＞

【方針２】子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。
　施策１　地域の学習資源を活かした教育活動の推進
　　　学校教育への支援（歴史教室《出前講座》・施設見学の受け入れ）
　　　ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  57
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  59

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  60
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  61

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  62

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  63
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  63

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  64
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  65

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  66
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  74

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  75
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  89
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  91
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  93

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  97

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  101
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  102

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  103
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  104

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  105

　施策２　子どもを健やかに育む地域づくり
　　　放課後子ども総合プラン
　　　磐田市ＰＴＡ連絡協議会
　　　家庭教育推進事業
　　　中学生イベントボランティア講座
　　　青少年健全育成会団体への支援
　施策３　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進
　　　児童サービス
　　　おはなし会
　　　ブックスタート事業
　　　茶の間ひととき読書運動
　方針別主要事業一覧＜方針２＞

【方針３】市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。
　施策１　学校施設などの安全・充実
　　　学校施設整備事業
　施策２　就学・就園のための経済的支援
　　　小中学校就学援助
　　　幼稚園就園補助
　施策３　図書館サービスの向上
　　　図書館サービスの向上
　施策４　歴史遺産の整備・充実
　　　文化財の保存・活用
　施策５　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備
　　　生涯学習出前講座の開催
　　　交流センター講座
　　　磐田スポーツ部活の設立
　　　文化芸術活動の推進と支援
　方針別主要事業一覧＜方針３＞

重要な課題への対応
　１　園・学校の台風・地震・津波等の防災対応基準
　（台風）台風等による暴風警報等発表時及び解除時等の対応基準
　（地震）東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時
　　　　　及び東海地震を含む大規模地震（震度５弱以上）発生時、その後の対応基準
　（津波）大津波警報・津波警報・津波注意報発表時及び解除時等の対応基準
　２　子どもの安全安心を確保するために
　３　保護者・地域社会から信頼される園・学校を目指して
　４　学力向上に向け「確かな学力」を育成するために
　５　いじめ防止対策の推進
　６　新時代の新たな学校づくり



教育委員会と事務局概要
　１　教育委員会及び教育委員会所管組織
　２　平成 27 年度　教育委員会（定例会・臨時会）議案等一覧
　３　附属機関等の委員
　４　教育予算

学校施設一覧
　１　幼稚園・こども園
　２　小学校
　３　中学校

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  107
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  108

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  112
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  114
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磐田市教育委員会の
目標と主な教育施策

Ⓒ磐田市
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磐田の教育 1　磐田市の教育の目指すもの

１　磐田市の教育の目指すもの

■磐田市教育委員会の目標

　「ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民」

　「
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磐田の教育

■磐田市教育大綱

■磐田市教育大綱と「磐田の教育」道しるべ、磐田市こども憲章との関連

　「子育て、教育なら磐田」と誰もが実感できる
まちづくりを下記のとおり目指します。

　かけがえのない命を精一杯生き、ふるさとの
先人たちが築きあげた磐田の大地に根を張った
人づくりの精神と伝統文化を未来へ継承し、生
涯にわたり社会を生き抜く力を育成します。

　さらに、学校･地域･家庭の連携･融合による学
府を核とした新時代の教育コミュニティを形成
し、次代の社会をつくる学びの場を創造します。

　本市の未来をひらく礎となる基本理念「教育
大綱」へは、“「磐田の教育」道しるべ”と、子ど
もたちの成長を育む“磐田市こども憲章”により
進むべき方向が示されています。学校・地域・
家庭への浸透を目指します。

磐
田
市
教
育
大
綱

　
い
の
ち
を
培
う

　
誇
り
を
培
う

　
礼
節
を
培
う

　
敬
愛
を
培
う

　
感
謝
を
培
う

　
こ
こ
ろ
ざ
し
を
培
う

磐田市教育大綱 ●道しるべ ○こども憲章（行動指針）道 こ

いのちを培う

誇りを培う

礼節を培う

敬愛を培う

感謝を培う

こころざしを培う

●道 かけがえのない命を精一杯いきること 
●道 宇宙・自然への畏敬の念をもつこと 
○こ  かけがえのない命を大切にしよう

●道 自分のよさを誇りとし自信をもって行動すること 
●道 郷土愛をもって伝統文化の継承を行うこと 
○こ  互いを受け入れ、認め合おう 
○こ  積極的に地域行事に参加しよう

●道 敬愛の心をもち家族を大切にすること 
●道 年長者を敬い年少者を慈しむこと 
○こ  ご飯のときはテレビを消そう

●道 感謝の気持ちは「ありがとう」と素直に伝えること 
●道 寛大な心をもって人を愛し許すこと 
○こ  あいさつをしよう、あいさつを返そう 
○こ  「ありがとう」を伝えよう 
○こ  家族に感謝し、助け合おう 

●道 美しい立ち居振る舞いと温かな言葉づかいをすること 
●道 真善美に照らし正しい判断をすること 
○こ  人を敬い、礼儀・礼節を意識して行動しよう 
○こ  携帯・スマホの使い方を考えよう

●道 大志を抱き困難を乗り越えること 
●道 勤労・勤勉を喜びとすること 
○こ  夢をもち、自分の可能性を信じよう 
○こ  挑戦する意欲と勇気をもとう 
○こ  本を読もう、読み聞かそう
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磐田市の教育について
　平成 27 年４月１日からスタートした新教育委員会制度により、これまでの教育委員長と
教育長の両方の役割をもつ教育長が任命され、新たに設けられた「総合教育会議」の中で「磐
田市教育大綱」が策定されました。この大綱は、「子育て、教育なら磐田」を誰もが実感で
きるまちづくりへの基本理念を６つの言葉に集約し、今後の磐田市教育の基本指針となる
ものです。
　この大綱における理念を実現するため、磐田市教育委員会では、教育目標を本年度も引
き続き、「ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民」とし、この教育目標を実現
する方針として、“「磐田の教育」道しるべ ”を拠りどころとしていきます。

　学校教育においては、校長をはじめ学級担任等が子どもたちに、この “道しるべ ”で示さ
れている生き方や礼儀、思いやりなど大切にすべきことを年齢に合わせて分かりやすく伝
えています。こうした各学校での教職員の「語り」が、子どもたちの人生の基本的な生き方、
考え方に繋がっていくと信じています。また、小中一貫教育、コミュニティ・スクールの
成果や課題を踏まえ、これらのさらなる推進やよりよい教育環境の充実を図り、未来をひ
らく子どもを育むために、20 年から 30 年先を見据えた「新時代の新たな学校づくり」に取
り組みます。地域の多くの皆様の御協力をいただきながら、子どもたちのためにより良い
教育環境を整えていきます。

　子育ての指針となるのが、将来を担う子どもたちが健やかに成長していくことを願い制
定された「磐田市こども憲章」です。小・中学生、高校生が中心となってグループワーク
を行い、出し合った意見を基に、多くの市民の皆様の意見を踏まえて策定されたものです。
これは、子どもたち自身だけでなく、子どもたちを支える地域の大人も含めた全磐田市民
の取組の指針となります。地域の人・もの・ことのつながりを生かし、地域総ぐるみでの
子育てを目指します。

　生涯学習においては、より豊かで活力ある地域社会の実現を目指します。市民の自発的、
主体的な学習の支援の立場から、子どもから高齢者まで市民一人一人の生涯学習、スポー
ツへの参加意欲を促し、多様なニーズに応えるよう、自己実現、地域社会の創造のための
生涯学習活動の機会を十分享受できる環境を整えていきます。

　本書が、市民の皆様をはじめ、教育に携わる方々にとって、磐田市の教育行政の現状を
理解していただく一助となれば幸いです。

２　磐田市の主な教育施策
　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、「生きる力」を育むことは、磐田市
教育委員会が平成 22 年度以来掲げてきた『ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田
市民』の目指すところです。「生きる力」を育むことは、平成 20 年に改訂された学習指導
要領にも示されています。そのためには、家庭及び地域、学校の役割分担と連携が重要で
あり、「地域力」の活用、「学びの場や環境」の整備が必要と考えています。そこで、教育
委員会の施策を展開するにあたって、次の３つの基本方針を掲げることにしました。

　【方針１】子どもの「生きる力」を育みます。
　【方針２】子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。
　【方針３】市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

２　磐田市の主な教育施策
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磐田の教育

【基本方針】
　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、「生きる力」を育む、魅力ある園・
学校づくりを推進することを目指します。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

①　教育内容や教育環境を充実させ、子どもの「生きる力」を育成します。
　　知・徳・体のバランスのとれた力を育成するために、幅広い教育内容に取り組む

　　ことで園・学校教育の充実を目指すとともに、教職員の資質向上や教育環境の充実
　　を目指します。

●コミュニケーション能力の育成
ア　知識・技能の定着とそれらを活用する力、他者と協調し他者を思いやる豊かな心な

どを伸ばしていくために欠かせないコミュニケーション能力の育成を図ります。その
ために、学校では各教科等において言語活動の充実を目指します。また、外国語（英語）
を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度と表現力（特に英会話の力）
を育成します。

●心の教育の推進（「あいさつをしよう、あいさつを返そう」、他）
ア　全市的に学校、ＰＴＡ、地域を含めて、あいさつ運動を展開していきます。
イ　道徳性の育成に関しては、道徳の時間を要として、教育活動全体で取り組み、子ど

もたちが自分の生活を振り返り、道徳的価値について考える機会を大切にします。
ウ　確かな人権感覚を身に付け、自他共に大切にできる児童生徒の育成及び教職員の資

質向上を目指し、人権教育研修会を実施します。

方 針
1 子どもの「生きる力」を育みます。

施策１ 魅力ある園・学校づくりの推進

●食育の推進と学校給食の充実
ア　成長期にある児童生徒等が、栄養のバランスがとれたおいしい学校給食を友人と和

やかに食べることで、健康の増進、体位の向上を図り、基本的食習慣の実践の場とな
るよう取り組みます。

イ　児童生徒等に、安全・安心な学校給食を提供するため、関係機関との連携、協力に
より「地産地消」の取組を推進します。また食品検査の充実のため、引き続き給食用
食材の放射性物質検査を実施します。

ウ　学校給食法及び磐田市食育推進計画を踏まえ、児童生徒等が生涯にわたって心身と
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２　磐田市の主な教育施策
方針１　子どもの「生きる力」を育みます。

もに健康で生き生きとした生活を送ることができるように、栄養士を学校等へ派遣し、
食に関する正しい知識と食習慣の向上を目指した指導の充実を図ります。

エ　学校給食の運営に関する重要事項について調査研究する磐田市立学校給食運営委員
会において、学校給食センター及び単独調理場の望ましい学校給食の運営のほか、幼
稚園、小中学校の給食実施回数や給食費の額、給食物資納入業者の指定等について検
討します。

●子どもの体力の向上
ア　関係部局との連携・協力のもと、親子ふれあい体育教室やわくわくスポーツ教室の

実施、学校体育施設の開放などスポーツに触れる機会を引き続き設定していきます。
イ　関係部局と協力をし、磐田市中学校スポーツ部活動外部指導者派遣事業により、中

学校のスポーツ部活動において指導教員が不足している種目に対して、外部指導者を
を派遣し、部活動の充実を図ります。

●教職員資質向上支援（各種研修会、ふるさと礎プラン、他 )
ア　昭和 41 年（1966 年）から継続してきている教科・領域等指導員制度による指導体

制を充実させるため、外部講師による講演会を実施します。
イ　嘱託指導主事による訪問指導、教科・領域等指導員による指導などを軸にした「ふ

るさと礎プラン」を推進することにより、経験３年目までの教員に対して、授業力や
学級経営力の向上を図ります。

ウ　教員の授業力向上を図るため、学力向上委員会を設置し、全国学力・学習状況調査
と校内研修一体化を進め、真の学力向上を目指します。

エ　教職員の職務に対する自覚と使命感を高め、学校運営の活性化が図られるよう、教頭、
主幹教諭、教務主任、研修主任などに対して、研修を実施していきます。

オ　幼稚園・こども園、小中学校のそれぞれの教育目標の具現のため、園長・校長のリー
ダーシップのもと各園・学校の創意と工夫に満ちた特色ある教育活動を推進します。

●教材教具等の整備（電子黒板、デジタル教科書、他）
ア　「わかる楽しい授業の創造」と「児童生徒の情報活用能力の育成」のため、電子黒板

やデジタル教科書を活用した教育の推進に努めます。
イ　小中学校に整備した電子黒板の活用を推進します。
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②　小中一貫教育の「学府」を充実させるとともに、教育 ･ 保育施設と学校の連携指導
　をさらに推進します。
　　　各学府において小中共通の目標、カリキュラム、指導方法等を９年間を貫いて設
　　定し、小中協働で実施する教育を推進します。
　　　学校と園との連携を推進し、発達段階を踏まえた健やかな成長を目指します。

◆学府の特徴を生かした小中一貫教育の推進　
ア　これまで行われてきた小中連携の経緯や、学府の地域性を十分に考慮し、学府の特

徴を最大限に生かした小中一貫教育を推進します。
イ　新時代の新たな学校づくり、地域づくりを目指して、学府一体校の整備を推進します。

●導入・推進計画（グランドデザイン・ロードマップ）の作成
ア　各学府が主体となって、目指す子ども像、推進体制及び方法、保護者や地域との連

携方法等を構想します。
イ　各学府で作成したグランドデザインやロードマップをもとに、先を見通した学府運

営を行います。

◆英語を使ってのコミュニケーション能力の育成
ア　小学校１年生から少しずつ外国語活動の授業が実施できるようにするために、「磐田

市版英語モデルカリキュラム」を作成し、活用を推進します。
イ　外国語担当教員と外国語指導助手（ALT）のティームティーチングやコミュニケー

ション活動の充実を図るために、外国語指導助手（ALT）の研修を毎月行ったり、指
導主事が授業を参観したりして、ALT の資質向上を目指します。

◆教育 ･ 保育施設、小、中の子ども同士の交流や教職員の交流
ア　教育内容の相互理解を図り、連続性のある指導を推進します。（保幼小合同研修会、

保幼小連絡会、幼小中合同研修会）
イ　子ども同士・教職員の交流を活性化するために、学府交流スクールバスを導入します。
　（ながふじ学府１台・とよおか学府２台運行。他の学府も利用することができます。）

③　地域とともにある園・学校づくりを推進します。( コミュニティ ･ スクールの推進 )
　　　子どもが「園・学校が楽しい」と感じ、家庭や地域に信頼される園・学校を目指します。

●地域に開かれた園・学校づくりの推進（学校運営協議会の設置、学校評価・学校関係者
　評価の実施と公表、地域人材の活用、コミュニティ ･ スクールディレクターの配置）

ア　全園・全校において、学校評価を公表するとともに、共通指標に関する評価結果に
ついては教育委員会が取りまとめます。
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イ　学校評価からあがった現状や課題について、保護者や地域住民と共通認識をもち、
解決策を協議し、それぞれの教育の改善につなげるために、全小中学校に学校運営協
議会を設置し、「地域とともにある園・学校づくり」を推進します。

ウ　市内統一した学校評価書などの活用を通して地域人材を活かした学校関係者評価を
実施し、学校評価をより効率的で意義あるものにします。

●園・学校防災体制の継続的な見直し及び整備　
ア　安全で、安心な園・学校生活を送ることを目指し、各園・学校は防災教育や防災管理、

防災に関する組織など、防災体制の見直し及び整備を継続的に行います。

【基本方針】
　「生きる力」を育むため、一人一人の個性を生かし、「個」に応じたきめ細かな教育指
導ができるような環境づくりを目指します。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

　①　確かな子ども理解のもとに、小中学校９年間の継続した指導を行います。
　　　子ども個々の育ちを、学府内において継続して共有し、指導に生かします。

●小中一貫教育推進
ア　小中一貫教育を通して、児童生徒の育ちを学府内で共有し、一人一人のより良い成

長につなげます。
イ　小中合同研修会や教職員交流の活動等を通して、９年間の発達段階の理解を深め、

教員としての資質を高め指導に生かします。

②　35 人学級によるきめ細かな教育を行います。
　　　小中学校の全学年において磐田式 35 人学級（少人数学級）を実施します。

◆市費負担教員（ふるさと先生）の配置
ア　磐田市費負担教員（ふるさと先生）制度により、全学年において磐田式 35 人学級（少

人数学級）を実施し、一人一人にきめ細やかな教育を推進します。

　③　特別な支援を要する児童生徒への支援、教育支援体制の充実を図ります。
　　　特別支援学級や通常学級における特別な支援を要する児童生徒にきめ細かな支

援・指導を進めていきます。教育支援員を適正に配置し、巡回相談を実施するなど
して教育支援体制を充実させていきます。さらに、ＬＤ等の児童生徒に生活の自立
と学習や集団生活への適応を促すための支援体制を整えていきます。

２　磐田市の主な教育施策
方針１　子どもの「生きる力」を育みます。

施策 2 「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実
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磐田の教育

●巡回相談、教育支援員・介助員、ことばの教室指導員他の配置
ア　こども部との連携を図り、巡回相談員（臨床心理士）を適正に配置することにより、

教職員の子ども理解の促進や、指導力向上に取り組みます。
イ　教育支援員や介助員、ことばの教室指導員他を特別支援学級や通常学級に配置し、学

級担任や教科担任とともに児童生徒を支援します。

●特別支援コーディネーター、特別支援学級担任、通常学級担任、教育支援員に対する研
　修の実施

ア　ＬＤ等通級指導教室・発達支援センターに加え、市内の特別支援学校や関係機関とも
連携を図り、教職員の特別支援教育理解推進や指導力の向上のため、より実践的な研修
を実施します。

●ＬＤ等通級指導教室（すまいる）、言語通級指導教室（ことばの教室）
ア　学習障害等の特別な支援を要する児童のためのＬＤ等通級指導教室（すまいる）を２

校（磐田中部小、豊田北部小）に設置します。
イ　「言葉の発達」「発音の誤り」「吃音」など、言葉に関する支援を必要とする園児・児

童のための言語通級指導教室（ことばの教室）を２校（磐田中部小、豊田南小）に設置
します。

④　いじめや不登校に対応する教育相談体制の充実を図ります。
　　　いじめや不登校等の児童生徒の悩みや不安に対応するため、「個」に応じたきめ

細かな支援・指導を推進するとともに、教育相談体制の充実を図ります。

●磐田市教育支援センターの設置
ア　不登校児童生徒の指導、助言、相談等を行います。心の安定や生活意欲の向上、学

習への意欲化を図り、学校復帰を目指します。
イ　教育支援センターは、学校や関係機関と連携を図り引きこもり傾向のある児童生徒が

一人でも多く学校や教育支援センターに通うことができるよう支援を進めていきます。
●心の教室相談員の配置

ア　児童生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげることができるような心の教室
相談員を児童生徒の身近に配置し、心の支援を進めていきます。

●不登校児童生徒等対策研修会の実施
ア　いじめ問題や不登校等の課題に適切に対応できる実践力と指導力の向上を図るため、

関係機関と連携し、より実践的な研修を行います。
●スクールソーシャルワーカーの配置

ア　スクールソーシャルワーカーが全小中学校を巡回し、ケース会議に出席したり、関
係機関と連携を図ったりしながら、いじめ問題や不登校等の課題に対応します。
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●いじめ防止対策の推進
ア　いじめ防止等対策推進条例に基づき、いじめの未然防止、早期発見、早期解決に向

けて対応します。
イ　いじめＳＯＳメールを設置し、いじめ被害にあっている児童生徒、またはその保護

者等からの相談に応じます。必要に応じて、関係機関と連携を図り迅速かつ丁寧に対
応します。

⑤　外国人児童生徒への支援、教育支援体制の充実を図ります。
　　　外国人児童生徒の日本語習得を図るとともに、日本での学校生活への適応を促進

するための支援を行います。また、日本語がほとんど理解できない外国人児童生徒
のための初期支援施設などの充実と活用促進を進めます。

●外国人児童生徒支援員・相談員の配置
ア　外国人児童生徒の日本語習得を図るとともに、日本での学校生活への適応を促進し、

児童生徒一人一人の自己実現を支援するため支援員、相談員、JSL サポーターを配置
します。また、学校からの要請に応じて進路や入学準備ガイダンスなどを開催し、児
童生徒や保護者に対し、日本の教育制度等への理解を深める取組を行います。

●外国人児童生徒初期支援教室（NIJI）の設置
ア　日本語がほとんど理解できない外国人児童生徒のための初期支援教室（NIJI）を設

置し、児童生徒がスムーズに日本の学校生活に入っていくことができるようにします。

⑥　関係機関との連携体制の整備を進めます。
　　　個々の子どもがもつ現状や課題が複雑化してきていることから、乳幼児期からの

組織的で一貫した支援体制の強化を図るため、市関係各課との連携を進めます。さ
らに、必要に応じて、自治会・企業・医療機関・社会福祉協議会・磐田市発達支援
センター（はあと）・民生児童委員・児童相談所・警察など、関係者・関係機関と
の連携を密にしながら早期に適切な対応を取ることができるようにします。

●要保護児童等対策協議会（子育て支援課所管）、関係機関（医療機関、他）との連携
ア　乳幼児から切れ目なく総合的に必要な支援を受けられるようにするため、市が個々

の支援に必要な情報を一元化し、関係機関と連携して支援体制づくりを行うことによ
り、個に応じた支援を継続的に行うためのシステムづくりを進めます。

イ　保護者に監護させることが不適当であり、支援を必要とする子どもに関しては要保
護児童等対策協議会（子育て支援課所管）において関係機関との連携を図り、課題の
解決に努めます。

ウ　外国から来た子どもの教育に関しては、市民活動推進課・市多文化交流センター・
磐田国際交流協会との連携体制をとっています。

２　磐田市の主な教育施策
方針１　子どもの「生きる力」を育みます。
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磐田の教育

【平成 25 年度～平成 27 年度の実績と平成 28 年度の指標】
　※ H25 から H27 の数値は目標に対する年度ごとの実績値を示しています。
　※ H28 は、平成 27 年度までの実績をふまえ、平成 28 年度に達成をめざす目標値を示し
　　ています。

施策１　魅力ある園・学校づくりの推進
指　標　名 H25 H26 H27 H28

「幼稚園は子どもが興味をもち、意欲的に遊べる環境を整えている」と答える保護者の割合(★) 幼 99.8% 99.8% 99.3% 99.5%

「我が子は、生活リズム(食事、排泄、睡眠)が身に付いている」と答える保護者の割合(★) 幼 98% 95% 95% 96%

「授業の内容がよく分かる｣と答える児童生徒の割合(★)
小 90% 91% 91% 92%

中 83% 83% 81% 83%

「子どもたちは該当学年の学習内容を理解している」と答える教員の割合
小 85% 85% 83% 86%

中 87% 84% 86% 88%

「我が子は、興味をもつことが増え、自ら進んでやってみようとするよう
になった」と答える保護者の割合(★) 幼 96% 98% 99% 99.5%

「進んで先生に聞いたり自分で調べたりして学習している」と答える児
童生徒の割合(★)

小 74% 75% 77% 80%

中 67% 69% 70% 71%

「子どもは幼稚園に行くことを楽しみにしている」と答える保護者の割合(★) 幼 99.9% 99% 99% 99.5%

「学校が楽しい」と答える児童生徒の割合(★)
小 90% 90% 90% 91%

中 88% 90% 89% 91%

「中学校での学習や生活を楽しみにしている」と答える児童の割合(★) 小 80% 83% 86% 87%

「外国語活動の授業が楽しい」と答える児童の割合(★) 小 88% 88% 86% 89%

「英会話の力が伸びている」と答える生徒の割合(★) 中 69% 70% 71% 72%

「子どもは幼稚園に好きな先生や、好きな友達がいる」と答える保護者の割合（★） 幼 98.9% 99.4% 99.9% 100%

「学校に相談できる人がいる」と答える児童生徒の割合(★)
小 88% 89% 90% 91%

中 86% 88% 88% 89%

「私たちの学級（学校）は互いにルールを守り、協力する雰囲気がある」と
答える児童生徒の割合（★）

小 82% 83% 85% 86%

中 82% 85% 86% 87%

「先生は子どものことを理解して指導にあたっている」と答える保護者
の割合(★)

幼 99.6% 99% 99% 99.6%

小 92% 93% 92% 94%

中 83% 87% 87% 88%

「学校で目指そうとしている子どもの姿や保育･教育内容について知っ
ている」と答える保護者の割合(★)

幼 99% 97% 98% 99%

小 90% 88% 87% 90%

中 80% 79% 80% 81%

（★）は、幼稚園・学校で実施している児童生徒や保護者向けアンケートに共通して含めることとする。
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２　磐田市の主な教育施策
方針１　子どもの「生きる力」を育みます。

施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実
指　標　名 H25 H26 H27 H28

「幼児一人一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導ができている」
と答える教員の割合 幼 97% 89% 98% 99%

「個に応じたきめ細かな支援･指導ができている」と答える教員の割合
小 85% 88% 91% 92%

中 91% 85% 84% 86%

小中学校における教育支援員配置人数（1校あたり） 2.39人 2.4人 2.63人 2.66人

学校からの要請に対する外国人児童生徒相談員、外国人児童生徒支援員の
巡回・配置率 100% 100% 100% 100%

不登校児童生徒（文科省調査定義による）のうち、指導の結果、登校する又は
できるようになった児童生徒の割合（3月末） 13.5% 7.8% 14.9% 20%

外国人児童生徒初期支援教室での支援を受けた児童生徒の学校での適応状
況（学校における3か月間の出席率） 93.1% 94.2% 95% 96%

引きこもりがちな児童生徒（年間160日以上欠席した不登校児童生徒）のう
ち、教育支援センターの通級・訪問支援を受けた児童生徒の割合 17.5% 16.4% 29.7% 35%
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磐田の教育

【基本方針】

磐田市の豊かな自然・歴史・文化やふるさとに伝わる人々の願い等を学習する機会を
取り入れることで、ふるさとへの誇りと愛情をもち、より良い地域づくりに取り組もう
とする心や姿勢が育まれることを目指します。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

①　ふるさとについて学ぶ機会の充実を図ります。
　　　学校は、地域の文化、文化財の学習を推進することにより、子どもが郷土に愛情
　　と誇りをもち、後世に伝えていこうとする意識を高めます。

●社会科副読本「わたしたちの磐田」の配付と活用
ア　社会科副読本「わたしたちの磐田」を小学校３年生に配付します。子どもたちは、

社会科の学習で教科書と併せて活用することで、ふるさとである磐田市についての理
解を深めていきます。

イ　６年生で学習する補助教材として、「磐田市の歴史」「市議会」「子育て支援」「防災」
等についての資料を各学校から自由に閲覧できるようにしています。

●遠江国分寺跡に関する副読本の配付、活用と検証
ア　遠江国分寺跡に関する副読本を中学校１年生に配付することで、地域の宝である遠

江国分寺跡に関する学習を推進していきます。
◆ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦、ジュビロ学校訪問

ア　小学校５・６年生がスタジアムでサッカーを一斉に観戦することにより、磐田市を
ふるさととして誇りに想う気持ちを共有し、将来にわたって磐田市を愛する気持ちを
育むために、ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦を実施しています。

イ　「ジュビロ磐田（サッカー）」、「ヤマハ発動機ジュビロ（ラグビー）」の選手及びチー
ムスタッフと市内の子どもたちが交流できる機会を設け、競技やチームに対する子ど
もたちの興味・関心を高めるとともに磐田市への愛着心を育むことを目的としてジュ
ビロ学校訪問を実施しています。

方 針
2 子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。

施策１ 地域の学習資源を活かした教育活動の推進
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２　磐田市の主な教育施策
方針２　子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。

【基本方針】

子どもを地域全体で育てていくには、地域の大人が言わば「第３の保護者」として子
どもの成長に積極的にかかわっていくことができる環境づくりが必要です。

家庭や学校における限定された人間関係を離れ、地域社会というコミュニティの中で
様々な人や集団とかかわり、自然や文化に触れ、体験することができるなど、子どもを
健やかに育む地域づくりを目指します。

【施策と主な取組】
①　放課後の子どもの安全で健やかな活動場所を確保します。
　 　　放課後における安全安心な活動場所づくり（居場所づくり）を行います。また、
　　地域の教育力を活用するなどして、地域における子どもの安全を図ります。

●放課後子ども総合プラン（放課後児童クラブ、放課後子供教室）
ア　放課後の子どもの安全で健やかな活動場所（居場所）を確保し、総合的な放課後対

策として放課後子ども総合プラン（放課後児童クラブ、放課後子供教室）を計画的に
進めていきます。放課後児童クラブについては、円滑な運営ができるよう施設の拡充
と人材の確保に努めていきます。放課後子供教室は、現在、福田・竜洋・豊田地区及
び磐田南小・長野小・富士見小学校区で開設しており、平成 28 年度は新たに大藤小学
校に開設しました。今後も全ての就学児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な
体験活動を行うことができるよう、両事業の計画的な整備・連携を進めていきます。

●防犯教室の実施
ア　小学校１年生を対象にした防犯教室の実施により、子どもの安全を図っていきます。

●青少年健全育成にかかわる諸団体（PTA 等）との連携
ア　学校及び青少年の育成にかかわる諸団体（ＰＴＡ等）の連携を深める等、活動の活

性化を図るための支援を行うことで、地域で子どもを育てようとする意識を高めてい
きます。

施策 2 子どもを健やかに育む地域づくり

②　地域の文化財を活用した学習の場を整備します。
　　　埋蔵文化財センターや旧見付学校を活用した講座や行事等を継続して実施します。

●ふるさと歴史たんけん隊、訪問歴史教室、昔の授業体験、バス事業（史跡・施設巡り）
ア　小中学校に文化財課職員が訪問して行う訪問歴史教室（埋蔵文化財センター見学含

む）、ふるさと歴史たんけん隊、旧見付学校で行う昔の授業体験などの活動を行います。
イ　各種展示会においてわかりやすい展示や解説に心掛けます。
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磐田の教育

●家庭教育出前講演会の実施、家庭教育学級の開設
ア　保護者等に対して家庭教育の重要性についての認識を促すとともに、子育てについ

ての不安や悩みを解消し、学習機会の提供や家庭教育支援の取組の充実を図ります。
●少年補導センターの運営・少年補導の実施

ア　情報収集・把握及び街頭指導により補導（声掛け）を行い、少年非行の未然防止に
努めるとともに、少年にとって有害な社会環境の改善を図っています。

●中学生ボランティア講座の開催
ア　中学生を対象とし、リーダー養成、地域活動への参加を目的とした講座を開催して

います。参加者は、静岡県青少年指導者初級認定を目指します。
●青少年健全育成会団体への支援

ア　青少年健全育成会連合会に対して、青少年の健全育成に関する諸事業（青少年の非
行・被害防止強調月間におけるキャンペーン、青少年健全育成大会等）への支援を行っ
ています。

●子ども会、青少年活動団体への支援　
ア　子どもの健全な育成事業を推進する磐田市子ども会育成者連合会や青年会議所が主

催する２泊３日の青少年宿泊体験事業等を支援しています。
●成人式の開催

ア　大人の仲間入りを果たした若者の前途を祝福し、励ますとともに、大人としての自
覚を促します。５地区で同時に開催しています。

　　磐田地区：市民文化会館　　　　　　福田地区：福田中央交流センター　
　　竜洋地区：竜洋なぎの木会館　　　　豊田地区：アミューズ豊田
　　豊岡地区：豊岡研修会館

●通学合宿推進事業　
ア　通学合宿とは、学年の異なる小学生が、地域の宿泊可能な施設を拠点として、家庭

から離れ、共同生活しながら通学する体験活動です。通学合宿を継続して実施してい
る団体に対し、支援をしています。

●社会教育委員会の提言
ア　平成 27 年度に教育長から、地域と学校の連携のあり方、未来に向けた地域づくりに

ついて検討依頼があり、協議テーマを、（仮称）「学校運営協議会への取り組みと地域
づくり」（社会教育についての新たな視点）に設定しました。

　　平成 28 年度に協議テーマについて協議し、提言書をまとめていきます。

②　地域全体で青少年が健やかに成長する環境づくりを推進します。
　　　家庭教育支援、青少年健全育成や青少年活動を推進し、地域の大人が子どもの成
　　長に積極的にかかわっていくことができる環境づくりを進めます。
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●人権尊重教育の推進
ア　若年層をはじめ市民一人一人が人権尊重の理念を理解し、人権問題に対する正しい

認識を持つことにより、差別や偏見のない明るい社会を実現するため、広く市民を対
象とした人権教育講演会を開催します。　

イ　子どもたちが自らの命の大切さや尊さに気付き、他人への思いやりの心を育むとと
もに、大人も含めた人権意識を高めるため、人権擁護委員が小中学校等に出向いて講
話等を行う人権教室を開催します。

【基本方針】

子どもの成長過程で、未知の事柄への興味関心を高めるとともに、思考力・判断力・
表現力を養う上で、読書の果たす役割はきわめて重要です。そのため、子どもの読書環
境を充実させ、近年指摘され続けている「読書離れ」を好転させていくことを目指します。

【施策と主な取組】
①　市立図書館と家庭、地域、園・学校が連携を図りながら読書活動を推進します。

　　市立図書館が地域における子どもの読書活動推進の中核的な役割を果たすとと
もに、図書館と地域の公共施設及び学校図書館との連携を図るなど、身近なとこ
ろで読書ができる環境を整備します。あわせて、図書館においては、「子ども読書
活動推進計画（第３次計画）」に沿って、図書資料等の充実を図るとともに講座や
行事等を引き続き実施し、読書環境の充実と読書機会の拡大に取り組みます。

●「磐田市子ども読書活動推進計画（第 3 次計画）」に沿った読書活動の推進
ア　市立図書館が地域における子どもの読書活動推進の中核的な役割を果たすことがで

きるよう、更に図書館と地域の公共施設との連携を図るなど、地域の身近なところに
読書できる環境を整備していきます。

イ　保育園・幼稚園 ･ こども園 ･ 小中学校では、市立図書館や地域の読書活動推進団体
との連携などを通して、『磐田市子ども読書活動推進計画（第 3 次計画）』に沿った、
子どもの発達段階に応じた読書活動計画やきめ細かな体制づくりを進めます。

●子どもの身近な地域での読書環境の整備（園・学校などへの団体貸し出し）
ア　市内の保育園・幼稚園・こども園や小中学校・交流センター・放課後児童クラブ・

子育て支援センターなどに貸出を行うことで、各施設において、親子で本を楽しむ活
動ができるよう支援していきます。

●図書館主催のおはなし会や各種講座、行事の実施
ア　様々な子ども向け講座や行事を継続して実施し、読書機会の拡大に取り組んでいきます。

施策 3 家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

２　磐田市の主な教育施策
方針２　子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。
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磐田の教育

●ブックスタート事業の実施
ア　０歳児とその保護者を対象にしたブックスタート事業を継続して実施し、読書機会

の拡大に取り組んでいきます。
●茶の間ひととき読書運動の実施

ア　保護者 ･ 図書館 ･ 学校の連携による「茶の間ひととき読書運動」を継続して実施し、
読書環境の充実に取り組んでいきます。

●育成支援（読み聞かせボランティアの養成と活用）と学校図書館運営支援
ア　読み聞かせボランティアの養成と活用を進めたり、児童・生徒や保護者に読み聞か

せや読書推進に関わる講話を行ったりするなど、育成支援を図ります。
●学校や園、その他関連施設の連携によるおはなし会、図書館利用ガイダンス等の実施推進
●子育て相談機能を備えた「（仮称）子ども図書館」の検討・整備

ア　親子が楽しみながら気軽に相談もできる子育て支援と図書館機能を兼ね備えた「（仮
称）子ども図書館」の設置に向けた基本構想を策定します。

【平成 25 年度～平成 27 年度の実績と平成 28 年度の指標】
※ H25 から H27 の数値は目標に対する年度ごとの実績値を示しています。
※ H28 は、平成 27 年度までの実績をふまえ、平成 28 年度にめざす目標値を示しています。

施策１　地域の学習資源を活かした教育活動の推進
指　標　名 H25 H26 H27 H28

「園は、地域の自然や人を活かした保育を行っている」と答える保
護者の割合(★) 幼 99.5% 99.9% 99.4% 99.6%

地域素材を活かした教育活動の結果として「今住んでいる地域の
歴史や自然について関心がある」と答える児童生徒の割合(★)

小 75% 72% 77% 78%
中 56% 57% 58% 59%

訪問歴史教室（埋蔵文化財センター見学含む）を開催する市内小
中学校延べ数

小 29校 43校 39校 40校
中 4校 2校 3校 3校

( ★ ) は、園・学校で実施している保護者や児童生徒向けアンケートに共通して含めることとする。

施策２　子どもを健やかに育む地域づくり
指　標　名 H25 H26 H27 H28

未就園児への園開放を年間 6回以上行うよう教育課程に位置付
けている幼稚園 ･こども園数（割合）

23園
(100%)

22 園
(100%)

20 園
(100%)

20 園
(100%)

施策３　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進
指　標　名 H25 H26 H27 H28

ブックスタートの参加率 84％ 80.29％ 79.1％ 80％

子ども向け講座・行事等の参加者数 6,598 人 6,913 人 6,179 人 6,800 人

児童図書の蔵書冊数（12 歳以下の子ども一人当たり） 12.9 冊 13.3 冊 13.6 冊 13 冊

図書館の児童図書の年間貸出冊数（12 歳以下の子ども一人当たり） 25.7 冊 25.9 冊 27.8 冊 27冊
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【基本方針】
子どもが喜んで通い、保護者が安心して子どもを通わせることができるよう、学校施

設などの安全を保つとともに、その充実を目指します。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

①　安全安心で快適な学校施設の充実を推進します。
老朽化が著しい施設の改築や修繕を進め、安全安心で快適な学校環境の整備を目

的に外壁等の落下防止や夏場の暑さ対策を行います。また、学校施設の老朽化に対
応した施設更新計画にも取り組みます。

●施設整備事業
ア　磐田北小学校プール改築（磐田北幼稚園改築と一体的な発注を行い、平成 29 年度の

プール使用時期までに完成）
イ　南部中学校駐輪場増設（自転車通学生徒の増加に対応）
ウ　向陽中学校合併浄化槽改修（保守点検の指摘と処理機能の低下に伴う設備更新）
エ　豊岡中学校下水道接続（公共下水道供用に伴う接続）

●緑のカーテン設置事業　
ア　幼稚園・こども園・小学校・中学校の 52 施設で緑のカーテンを設置します。

●防災機能強化事業
ア　東部小学校北棟、豊岡南小学校南棟、竜洋中学校南棟の外壁や教室照明灯などの落

下防止対策を実施します。

②　校庭芝生既設校の適正な維持管理と園庭芝生化の推進に努めます。
子どもの体力向上やスポーツの振興、安全にスポーツを楽しめる環境づくりを目

指し、校庭芝生既設校における適正な維持管理と園庭芝生化の推進を支援します。

◆既設校における維持管理、芝生化した校庭の活用推進
ア　子どもの体力向上、安全に楽しくスポーツができる環境づくり、学校と地域との交

流の推進、砂じんの飛散防止による学校周辺の環境整備などを目的に校庭芝生化を推
進してきました。平成 15 年度から校庭芝生化に着手し、現在、市内小中学校 32 校中
19 校の芝生化が実現しています。

イ　芝生の適正な維持管理を、これまでのシルバー人材センターの活用に民間委託を加
え、新たな支援体制を図ることで学校負担の軽減に努めます。

方 針
3 市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

２　磐田市の主な教育施策
方針３　市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

施策１ 学校施設などの安全・充実
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磐田の教育

【基本方針】
全ての児童生徒が円滑に義務教育を受けることができるよう、経済的な理由から就学

が困難となっている児童生徒の保護者に対する援助を行います。また、特別に支援が必
要な児童生徒の保護者への経済的負担の軽減を図ります。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　

①　就学援助費等による経済的な支援を行います。
経済的な理由のために就学困難な児童生徒や、特別支援学級等に在籍している児

童生徒の保護者に対して、学用品費、給食費等を援助します。また、私立幼稚園が
入園料や保育料を減免した場合に幼稚園の設置者に幼稚園就園奨励費補助金を交
付します。

●就学援助費による支援
ア　経済的な理由のために就学困難な児童生徒の保護者に対して、学用品や通学用品費、

新入学児童生徒学用品費等就学費用を就学援助費により支援します。
イ　保護者の負担軽減と教育の機会均等を図るため、本事業を継続して実施するととも

に、就学援助費制度のさらなる充実を図ります。
●特別支援教育就学奨励費による支援

ア　特別支援学級等に在籍している児童生徒がいる保護者に対して、経済的負担を軽減
するため、学用品費や給食費などを特別支援教育就学奨励費により支援します。

●私立幼稚園への補助
ア　私立幼稚園の設置者が徴収する入園料、保育料を園児の属する世帯の所得の状況に

応じて減免した場合に、市が幼稚園の設置者に補助します。

ウ　これまでも、芝生化した校庭を活かしたタグラグビーへの取組を積極的に行ってい
る学校があります。今後も、地元企業や関係部局と連携 ･ 協力し、子どもの体力向上
施策やスポーツの振興などを推進していきます。

◆公立園園庭芝生化事業
ア　平成 28 年度は、幼稚園、保育園、こども園の各 1 園で園庭を芝生化することで、教

育保育環境の充実を図ります。

施策 2 就学・就園のための経済的支援
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【基本方針】
読書活動や市民の主体的な学習を支援するため、資料の収集・提供・保存の充実に努め、

関係機関と連携した図書館サービスの向上を目指します。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　

①　資料の充実を図るとともに、関係施設との連携を図ります。
図書資料の充実をはじめ、情報紙やホームページなどの情報提供媒体の充実、市

立図書館のネットワーク運営や県内市町図書館との連携など各関連施設間のネッ
トワーク化などをさらに推進します。また、平成 28 年 10 月から稼働予定の電子
図書館システムの中で、電子化した地域資料の検索と貸出サービスを実施するとと
もに、引き続き地域資料の電子化を進めます。

●市民の課題解決支援のための情報提供とレファレンス（参考調査）サービスの充実
ア　参考調査業務を広く周知し、医療、福祉、法律、行政、郷土史関係等あらゆる分野

の図書資料等を収集・整理し、その情報や資料の提供及び相談を行い、地域や市民の
課題解決を支援していきます。

●静岡産業大学図書館との円滑な連携協力
ア　静岡産業大学図書館との円滑な連携協力を積極的に進め、地域に密着した図書館づ

くりを推進していきます。
●中東遠地域間の図書館運営の連携

ア　中東遠地域間の図書館運営の連携を積極的にすすめ、広域的な図書館ネットワーク
を推進していきます。

●地域資料の電子化の推進と「いわたデジタルアーカイブ」の充実
ア　図書館システム更新時にシステムと連携して平成 28 年 10 月（予定）から電子図書

館システムを導入し、電子化した地域資料の検索と貸出を実施します。また、電子化
した地域資料の一部を図書館ＨＰ上で「いわたデジタルアーカイブ」として、また、
その一部を静岡県立中央図書館ＨＰ上で「ふじのくにアーカイブ」として公開してい
きます。これからも引き続き「赤松文庫」を中心とした図書館所蔵の地域資料や、文
化財課所蔵の地域資料、文化財案内冊子の電子化を行い、資料の充実・蓄積を図ります。

２　磐田市の主な教育施策
方針３　市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

施策 3 図書館サービスの向上
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磐田の教育

【基本方針】
歴史遺産の整備・活用の計画的な推進、地域史料の調査・収集、歴史文書館における

公文書の適切な管理を目指します。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　

①　文化財の調査・保存・整備・活用、伝統行事の継承支援を推進します。
豊富な文化財を市民共有の財産として、調査・保存・整備・活用に取り組みます。

また、地域の伝統行事の継承支援を図るとともに、文化財を地域の宝として保存継
承する意識を高めます。

●遠江国分寺跡をはじめとした文化財の調査・保存・整備・活用
ア　遠江国分寺跡をはじめとした史跡や天然記念物などの豊富な文化財を市民共有の財

産として、調査・保存・整備・活用に継続的に取り組みます。
イ　埋蔵文化財の発掘調査や民俗文化財の整理・集約を進め、歴史遺産の保存などを推

進していきます。
ウ　遠江国分寺跡の再整備について、整備基本計画を基に事業を進めます。

●公文書・地域史料の収集・管理
ア　歴史文書館の使命である公文書の保存を適正に行い、移管と選別を進めていきます。
イ　地域史料の発掘に努め、その調査・保存・公開を行っていきます。

●旧見付学校や旧赤松家記念館などの資料館の展示内容の充実
ア　旧見付学校や旧赤松家記念館などの資料館の展示内容を充実させることにより、子

どもたちの学習を更に支援していきます。

【基本方針】
市民がより充実した生活を送ることができるように、学習機会の充実やスポーツ・文

化芸術活動の環境を整備し、地域の活性化を図ります。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　

①　生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習の推進に努めます。
生涯学習情報の提供・啓発、交流センターを活用した講座、講演会などの開催を

通して、市民の学習機会の充実を図ります。

●生涯学習イベント情報誌「学びの庭」
ア　交流センターで開催されるさまざまな講座・イベント・申し込み方法等を掲載した

情報誌を作成し、配付しています。（年６回）

施策 4 歴史遺産の整備・活用

施策 5 生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備
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２　磐田市の主な教育施策
方針３　市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

●生涯学習指導者情報誌「学びの師」
ア　市民の多様な学習に対応するため、指導者を掲載した冊子による情報提供を行って

います。
●自主学習グループ・サークル情報誌「学びの友」

ア　市内のスポーツ・文化・芸術などのグループやサークルを掲載した冊子による情報
提供を行っています。

●インターネットによる情報提供
ア　磐田市ホームページに、生涯学習情報や交流センターイベント情報等を掲載してい

ます。
●生涯大学いきいき学園

ア　一般教養としての合同学習を年 2 回、クラブ毎の活動を年 10 回行って、教養を高め、
技能をみがきながら親睦を図り、仲間づくりを進めています。

●おもと大学　
ア　豊岡地区 60 歳以上を対象に、講演会を中心に学習会を行っています。

●はつらつ学級　
ア　高齢者に自己啓発を図る場や趣味を広げる場を提供し、生きがいづくりに貢献して

います。また、健康づくりの場を設け、自己の健康の保持増進を支援しています。
●「いわたゆきまつり」開催への支援

ア　市民同士のふれあいイベントを行ういわたゆきまつり実行委員会に対して、支援し
ています。約 7,600 人の参加があります。

● 30 歳の大同窓会「三十会 in 磐田」開催への支援
ア　磐田市の将来を担い、地域活性化のために中心となる若者たちを集める「三十会 in

磐田」に対して支援をしています。
●生涯学習出前講座の開催

ア　市が行っている仕事の中で、市民の皆さんが「知りたい」「聞きたい」内容について
市職員等が講師となり、地域へ出向いてお話するものです。16 ジャンル、約 60 講座あ
ります。

●学習交流センター施設管理事業
ア　天平のまち３階公共フロアにて、市民の憩い、ふれあい、学びの場を提供する学習

交流センターの維持管理・運営を行っています。
●交流センター講座等の開催

ア　市民に多様な学習機会の場を提供するため、市内交流センターにおいて各種講座を
開催しています。
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【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

②　スポーツ振興により、市民の心身の健全な発達や健康増進を図ります。
サッカーをはじめとする様々なスポーツを振興し、子どもからお年寄りまでが多

様なレベルで生涯を通じてスポーツを楽しむことによって、心身の健全な発達や健
康増進を図ります。

●スポーツ教室の開催及び大会開催支援
ア　生涯スポーツの推進を図るため、親子ふれあい体育教室をはじめとしたスポーツ教室

等を開催しています。
イ　市民の健康増進及びスポーツ振興を図るため、ジュビロ磐田メモリアルマラソン、静

岡県市町村対抗駅伝競走大会等の開催を支援しています。
●学校体育施設の市民開放、社会体育施設の管理運営　

ア　学校教育に支障のない範囲で学校体育施設を市民に開放し、地域住民の体育的活動の
振興を図ります。

イ　社会体育施設を指定管理者等へ管理運営委託し、施設の設置目的が達成されるよう努
めるとともに、利用者の利便性の向上を図ります。

◆磐田スポーツ部活の設立
ア　磐田スポーツ部活を設立し、中学生のスポーツ活動の機会充実及び教職員の負担軽減

を図ります。
●総合型地域スポーツクラブへの支援

ア　総合型地域スポーツクラブ設立を希望するクラブに対して、立ち上げに関する助言や
申請を行っています。また、設立後のクラブからの相談に対して、助言や事業協力等を
行っています。

【施策と主な取組】　　　　　　　　　　　　　　　

③　文化芸術活動の振興により「感動と育成の文化芸術のまち」を目指します。
様々な文化芸術活動を一つ一つ積み重ね、市民の豊かな心を育み、普段は暮らし

やすく、時には心躍るまちへと変化し、文化的な雰囲気が街中にあふれ、住んでい
ることに誇りを感じる「感動と育成の文化芸術のまち」を目指します。

●ほんものを鑑賞・体験する機会の充実
ア　ダンスや音楽など、市民がほんものの文化芸術作品の鑑賞ができるよう、磐田文化振

興会が行うホール事業等への支援を実施します。
●地域における文化芸術活動への支援

ア　市内の文化芸術団体の連携促進のため、文化協会が開催する芸術祭など市内の様々な
文化芸術関係者が協力して取り組む活動を支援します。

イ　文芸磐田など市民の創作意欲を高める作品発表の場の創出に努めます。
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２　磐田市の主な教育施策
方針３　市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

●次代の文化芸術を担う青少年等の育成
ア　子どもが優れた文化芸術活動に触れることができるよう、子どもや親子を対象とし

た公演を行います。
イ　青少年の文化芸術活動を支援するために芸術家や専門家から指導を受ける機会を設

けます。
●香りの文化を発信

ア　磐田市香りの博物館において、香りに関する企画展示や体験などを実施し、香りに
関する文化振興を図ります。

※「磐田市文化芸術振興計画」の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。
　  （http://www.city.iwata.shizuoka.jp/keikaku/）

【平成 25 年度～平成 27 度の実績と平成 28 年度の指標】
　　※ H25 から H27 の数値は目標に対する年度ごとの実績値を示しています。
　　※ H28 は、平成 27 年度までの実績をふまえ、平成 28 年度にめざす目標値を示してい
　　　ます。

施策３　図書館サービスの向上
指　標　名 H25 H26 H27 H28

磐田市立図書館の 1,000 人あたりの貸出点数 7,850 点 7,660 点 7,778 点 7,800 点

図書資料の整備　　　　　　　　　
※寄贈を含む受入点数 26,266 点 24,815 点 25,880 点 24,000 点

施策４　歴史遺産の整備・活用
指　標　名 H25 H26 H27 H28

旧見付学校などの資料館の入館者数
（旧見付学校・旧赤松家記念館・竜洋郷土資料館・豊岡農村民俗
資料館・歴史文書館・埋蔵文化財センター）

40,686 人 43,204 人 47,172 人 47,500 人

施策 5　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備
指　標　名 H25 H26 H27 H28

市民文化会館の利用者数 107,935人 104,233人 116,335人 105,000人
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１　平成27年度　磐田市教育委員会の自己点検・評価シート

１　平成 27 年度　磐田市教育委員会の自己点検・評価シート

【項目１】教育委員会の活動

評価の指標 自己点検・評価の考え方

達成度
Ａ・・・達成している
Ｂ・・・ほぼ達成している
Ｃ・・・あまり達成していない
Ｄ・・・達成していない

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定により、平成 20 年度から教育委員会の権限に属する事務の
管理及び執行の状況について、自己点検・評価を行うこととなった。
　自己点検・評価の内容等については、各自治体の裁量に委ねられていることから、磐田市教育委員会では、「教育委員
会の活動」及び「教育委員会が管理・執行する事務」について自己点検・評価を行い、「教育委員会が管理・執行を教育
長に委任する事務」については、本冊子の教育行政の目標の中で、各方針の重点項目ごとに現状に関する点検・評価を行う。

※目標のうち、★は 27 年度新規項目である

項目 目標 達成度 点　検　・　評　価

【1－1】
教育委員会の会議の
運営改善

★教育委員懇談会の設置
　定例会とは別に、教育委員による論議の活性
化の観点から、教育委員同士のフリートークによ
る懇談会を設け、教育委員からのアイディアの生
み出しや相互の意見交換の場とする。
★教育委員による提案
　懇談会を次回の定例会での教育委員側から
の提案内容について相談する場としても位置付
け、事務局側からの報告・提案を受けるに留まら
ず、教育委員側からも提案を行うなど教育委員会
会議の活性化を図る。

A

■教育委員会会議は、月１回の定例会及び、臨時会として中学校用教科用図書採択・人事案
件など３回開催しました（平成27年度：計15回）。会議は原則17時30分からの開始とし、教育
委員が出席しやすく、かつ傍聴しやすい時間設定としました。

■年度当初目標として、「教育委員懇談会の設置」「教育委員による提案」の２項目を設定しまし
た。教育委員懇談会は、定例会とは別に、教育委員同士のフリートークの場として新たに設定
したものです。これにより、教育委員会内での今後の教育施策に関する課題共有の場として
の位置づけができていると評価しました。　

■教育委員による提案では、タイムリーな協議内容の設定や、「教育の本質」に関する自由な議
論に資するなど、事務局からの議案や報告への承認に留まらない、教育委員会会議の活性化
が図られていると評価しました。

【1－2】
教育委員会の会議の
公開、保護者や地域
住民への情報発信

○教育委員による情報発信
　教育委員による各種会議への参加の機会の
際に、教育委員会活動の情報発信に努める。
★ＨＰ内に「教育委員の活動」のページを設置
　新たな内容として、新教育委員会制度における
教育委員の活動を周知する観点から、市教委ＨＰ
内に「教育委員の活動」を紹介するページを設け
る。

B

■教育委員会会議は、人事案件等により非公開とした場合を除き、公開しています。教育委員会
会議の詳細な議事録を市教委ホームページに掲載しており、会議における議論を公開すると
ともに、地域住民への説明責任を果たしています。特に、平成27年度はコミュニティ・スクール
市内全校指定をスタートした年であり、 本市の教育施策の特色であるコミュニティ・スクールの
ページを充実しました。

■年度当初目標は、「教育委員による情報発信」「教育委員の活動のページ」の２項目を設定し
ました。教育委員による情報発信では、各種研修会・会議に出席した際の発表の機会や、定
例会内での研修参加報告などを通して、水平展開を図ることができました。

■平成27年度から教育委員の活動のページを新設し、年間の活動記録一覧、トピックを載せて
います。ホームページについては、閲覧しやすく一般市民目線で掲載されています。しかし、アク
セス数はまだまだ少なく、今後のＰＲ方法が課題であると考えています。

■ホームページは意識的にアクセスしないと情報が得られないデメリットや、閲覧する機会のあま
りない市民に対しての情報発信が不十分との課題を提示しました。この点で、市民の誰もが目
につきやすい媒体の活用の取組として、「磐田市教育大綱」を特集した「広報いわた２月号」の
中で、教育委員からのメッセージとして掲載し、委員それぞれの思いを伝える機会になりました。

【1－3】
教育委員会と事務局
との関係

○教育委員によるチェック機能の充実
定例会などで教育委員会が教育長の実務執行
のチェックを行うとともに、教育長・事務局ですくい
取れない市民ニーズなどを踏まえ、教育委員側か
ら提案していく。

B
■教育委員会と事務局との連携としては、重要な案件のみならず、子どもに関する情報など細部

にわたる内容まで事務局から連絡を受けており、コミュニケーションが大変良く取れています。
課題として、補助執行を担う市長部局との一層の連携強化が必要であると思います。

■年度当初目標としては、「教育委員によるチェック機能の充実」を設定しました。教育長・事務
局ではすくい取れない市民ニーズによる教育委員からの提案に対し、事務局はきちんと取り上
げ対応しています。課題として、補助執行を担当する市長部局は事後報告が中心となるため、
調整が必要と考えています。

【1－4】
教育委員会と市長部
局の連携

★総合教育会議の活用
　新教育委員会制度における総合教育会議の
場を活用し、市長との定期的な協議の場として位
置づけ、相互に意見交換を行い、市長部局との
連携を一層密にしていく。

A
■平成27年度からスタートした新教育委員会制度において、新たに総合教育会議を設置するこ

ととなりました。本市では、教育大綱策定を中心に計５回開催し、平成27年８月に「磐田市教
育大綱」を制定しました。

■総合教育会議は、教育大綱の策定プロセスの中で、市長と教育委員会の間で教育施策の方
向性の共有化などができました。

■「磐田市教育大綱」を制定し、本市の教育施策の方向性の大枠が固まったことから、今後は市
長部局との連携の下、具体的な教育施策を創出していく必要があると考えています。

【1－5】
教育委員の研修活動

○教育委員研修の充実
　教育委員研修を教育委員活動の基盤として位
置づけ、小中一貫校の視察研修の実施とともに、
コミュニティ・スクールなどの研修会に参加するな
ど、本市の重点となる教育施策を学ぶ機会とし、
教育委員会会議の審議の質向上を図る。

A

■教育委員研修を教育委員会活動の基盤として位置づけています。本市の教育施策の重点で
ある小中一貫教育、コミュニティ・スクールなどの研修会を中心に参加しました。特に、教育委
員会視察研修では、大阪府箕面市・京都府京都市の施設一体型小中一貫校を訪問し、学府
一体校を進めていくうえでの参考としました。今後も、教育課題に沿った視察研修が必要と考え
ます。

■学府一体校を進めるにあたっては、ハードに留まらず、ソフトの「未知なる領域、未踏なる世界」
へ挑むことによって、ソフト・ハード両面での「磐田らしさ」を創り上げていく必要性を確認しまし
た。

【１－６】
学校及び教育施設に
対する支援・条件整
備
①学校、給食センター、
図書館及び文化財施
設訪問
②幼稚園等補助執行
所管施設の訪問

★所管施設訪問の取組の拡充
　教育委員会会議の審議や総合教育会議での
議論の活性化のため、従前のとおり市内の幼稚
園・小中学校への園・学校訪問を計画的に行うこ
とに加え、これまで教育委員会として計画的に訪
問できなかった教育施設についても、教育委員会
事務局所管施設を優先的に計画していく。

B

■教育委員会の学校・教育施設訪問は、現場の生の声を聴くとともに、教育委員会と教育現場
が互いに共通認識を持つことなどによって、より良い教育行政を推進することを目的として実施
しています。

※市内小・中学校、幼稚園、こども園の訪問を行いました。（平成27年度実績：10小学校、５中学
校、８幼稚園、２こども園）

■年度当初目標とした「所管施設訪問の取組充実」については、教育委員会訪問としては実施
していなかった中央図書館、埋蔵文化財センターへの現地視察を行い、図書館・文化財行政
に関する理解をより深めることができました。

■今後は、教育委員会所管の補助執行部署の関連施設（社会教育・生涯学習・スポーツ・文化）
を訪問していきたいと考えています。
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【項目 2】教育委員会が管理・執行する事務
中項目

議案・協議件数 平成27年度　定例･臨時教育委員会の実施回数15回
H25年度 H26年度 H27年度 議　　案　　・　　協　　議　　事　　項

（1） 学校教育及び社会教育に関する
一般方針を定めること。 14件 11件 7件

■「平成27年度磐田の教育」
■磐田市学府一体校整備構想
■磐田市スポーツ推進計画の策定

【協議事項】
■全国学力・学習状況調査の結果公表
■文部科学省問題行動調査結果〔2014年度〕
■「平成28年度磐田市の教育の概要」
■教育委員会視察研修の総括と今後の学府一体校
への示唆

（2）
教育委員会の所管に属する法第
30条に規定する学校その他の教育
機関の設置及び廃止を決定するこ
と。

2件 0件 0件

（3） 人事の一般方針を定め及び懲戒を
行うこと。 2件 4件 4件

■平成27年10月１日付け人事異動（教育委員会関係）
■平成28年１月１日付け人事異動（教育委員会関係）
■平成28年３月１日付け人事異動（教育委員会関係）
■平成27年度末県費負担教職員人事異動の内申について

（4） 県費負担教職員以外の課長、館長そ
の他教育機関の長の任免を行うこと。 1件 0件 1件 ■平成28年４月１日付け人事異動（教育委員会関係）

（5） 県費負担教職員たる校長の任免そ
の他の進退について内申すること。 1件 2件 1件 ■平成27年度末県費負担教職員人事異動の内申について

（６） 県費負担教職員の勤務評定を行う
こと。 0件 0件 0件

（7） 県費負担教職員の服務の監督の
一般方針を定めること。 0件 0件 0件

（8） 学校その他の教育機関の敷地を
選定すること。 0件 0件 0件

（9）
教育委員会規則その他教育委員
会の定める規程等の制定又は改廃
を行うこと。

10件 16件 11件

■磐田市教育委員会事務局処務規則及び磐
　田市スポーツ推進委員規則の一部改正
■磐田市スクールバスの運行に関する規則の制定
■磐田市立幼稚園管理規則の一部改正
■磐田市学習等供用施設竜洋会館条例施行
　規則の一部改正
■磐田市立学校の施設開放に関する条例施行
　規則の一部改正

■磐田市少人数学級編制の実施及び小中一貫教育
　の推進に係る市費負担教員の任用等に関する条例
　施行規則の一部改正
■磐田市スクールバスの運行に関する規則の一部改正
■磐田市教育委員会事務局処務規則の一部改正
■行政不服審査法改正に伴う教育委員会規則の一部改正
■磐田市立小・中学校管理規則の一部改正
■磐田市語学指導を行う外国青年就業規則の一部改正

（10）
教育予算その他議会の議決を要
する議案について意見を申し出るこ
と。

20件 34件 23件

■磐田市竜洋体育センター条例の制定
■磐田市竜洋体育センター条例施行規則の制定
■平成26年度磐田市一般会計歳入歳出決算
（教育費関係）の認定

■平成27年度磐田市一般会計補正予算（教育
費関係）の要求（３）

■磐田市学習等供用施設竜洋会館条例の一部
を改正する条例

■磐田市体育施設に関する条例の一部改正
■磐田市アミューズ豊田条例の一部改正
■磐田市豊岡総合センター条例の一部改正
■磐田市立学校の施設開放に関する条例の一

部改正
■指定管理者（磐田市スポーツ交流の里ゆめり

あ球技場外５施設）の指定
■指定管理者（磐田市竜洋昆虫自然観察公園

外８施設）の指定
■磐田市民文化会館条例の一部改正
■磐田市文化振興センター条例の一部改正

■磐田市熊野伝統芸能館条例の一部改正
■磐田市竜洋なぎの木会館条例の一部改正
■平成28年度磐田市立小学校及び中学校の給食費
■平成28年度磐田市立幼稚園及び認定こども園の

給食費
■平成28年度磐田市一般会計予算（教育費関係）の

要求
■磐田市子どものための教育・保育給付に係る利用者

負担額を定める条例の一部改正
■磐田市放課後児童クラブ条例施行規則の一部改

正
■磐田市少人数学級編制の実施及び小中一貫教育

の推進に係る市費負担教員の任用等に関する条例
の一部改正

（11） 条例又は規則による委員等の任命
又は委嘱を行うこと。 21件 23件 18件

■学校体育施設利用運営協議会委員の委嘱
■学校体育施設利用管理指導員の委嘱
■磐田市スポーツ推進委員の委嘱
■磐田市公立幼稚園等防火管理者の辞令発令
■教務主任等の辞令発令
■産業医の委嘱
■学校運営協議会委員の任命
■磐田市結核対策委員会委員の委嘱又は任命
■磐田市社会教育委員の委嘱
■磐田市立学校給食運営委員会委員の委嘱又は任命
■平成27年度中学校スポーツ部活動外部指導者の委嘱
■磐田市立図書館協議会委員の委嘱
■磐田市文化財保護審議会委員の委嘱
■磐田市旧見付学校協議会委員の委嘱

■磐田市歴史文書館運営審議会委員の委嘱
■学校薬剤師の解職及び委嘱（２）
■磐田市文化財保護審議会臨時委員の委嘱

（12） 校長、教頭、教員その他の教育職
員の研修の一般方針を定めること。 0件 0件 0件

（13） 教科書の採択に関すること。 0件 1件 1件 ■中学校用教科用図書の採択

（14） 通学区域の設定又は変更を行うこと。 1件 0件 0件

（15）
磐田市文化財保護条例(平成17
年磐田市条例第108号)の規定に
基づく文化財の指定及び解除に関
すること。

3件 0件 3件
■磐田市指定有形文化財の解除（淡海国玉神社社殿）
■磐田市指定有形文化財の指定（淡海国玉神社幣殿・拝殿）
■磐田市指定有形文化財の指定（遠江秋鹿家関係資料）

（16） 重要な請願、陳情及び争訟に関す
ること。 0件 0件 0件

（17）
教育に関する事務の管理及び執
行の状況に関する点検及び評価
に関すること。	

2件 1件 2件 ■平成26年度磐田市教育委員会の点検及び
　評価

【協議事項】
■平成27年度磐田市教育委員会の自己点検評
　価における目標設定
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■教育委員会とコミュニティ・スクールとの関係構築のあり方
　　平成 27 年度から市内全校で指定したＣＳ（コミュニティ・スクール）と教育委員
　会のつながりをどのように今後、構築していくのかが課題と考えます。学府運営協議
　会などを傍聴するなど、各校のコミュニティ・スクールの成熟度を見据えつつ、学校
　運営協議会委員との意見交換の場の設定についての検討が必要と考えています。
■「磐田市教育大綱」、“「磐田の教育」道しるべ ” の啓発・周知
　　「磐田市教育大綱」、“「磐田の教育」道しるべ ” が教育行政の基本方針として策定
　されました。今後はこれら理念・方針をいかに教育現場や市民に浸透させていくかが
　課題であるため、実践研究報告発表会の開催など効果的な方法を検討していきます。
■教育現場、保護者、ＰＴＡなど教育関係団体との意見交換の場の設定

総合評価

トピック：新教育委員会制度・総合教育会議

■総合教育会議については、市長との意見交換ができ、良い場の設定となりました。
■今後は「磐田市教育大綱」、“「磐田の教育」道しるべ ”、「磐田市こども憲章」に照らし、
　教育施策を検証していく必要性を感じました。
■従来の教育長と教育委員長を一本化した「新教育長」設置については、教育行政の第
　一義的な責任体制の明確化が図られ評価できます。

平成 27 年度教育委員会活動の振り返り

■平成 27 年度は、７月の「磐田市学府一体校整備構想」の公表、８月の「磐田市教育大綱」
　の制定など、本市の教育行政にとって、今後の教育施策の方向性を基礎づける大きな
　転換となる１年でした。
■教育委員会の研修活動は、教育委員のスキルアップに役立つなど、今後の磐田市の教
　育施策を議論するうえでの基盤となりました。

次年度に向けての教育委員会活動方針と取組
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磐田市教育委員会の自己点検評価に関する意見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 島田桂吾（静岡大学教育学部講師）

　磐田市教育委員会の権限に属する事務の管理および執行の状況について、平成 28 年３月 17 日に教
育委員会の自己点検・自己評価会に参画し、聞き取りおよび意見交換を行った。それをふまえ、磐田
市教育委員会の自己点検評価に関する意見を以下に述べる。

【教育委員会の活動およびその評価について】
　平成 27 年度の磐田市教育委員会自己点検・評価の方法について、大きく３点の改善が見られた。
第１に、大項目の１つである「教育委員会の活動」で、「年度当初目標と取組」が加えられた点であ
る。これにより、教育長・教育委員が協議して決定する「達成度」の基準がより明確になった。第２
に、もう１つの大項目である「教育委員会事務局が管理・執行する事務」は、「達成度を測るもので
はない」ことから評価を行わないようにした点である。これにより、「教育委員会の活動」について
深く議論する時間を確保することが可能になった。第３に、自己点検・自己評価会が開催される前に
「点検・評価報告書（案）」が冊子として配布された点である。これにより、事前に全体像が把握しや
すくなるとともに、各項目について深く議論することが可能になった。
　さて、磐田市教育委員会の活動について、特に指摘すべき事項として２点あげる。第１に、「広報」
を活用して市民へ周知した点である。教育委員の顔写真とともに「大綱」に込められた思いを記した
ことで、教育委員会の活動を市民に伝える手段として有効だったと思われる。第２に、教育委員の研
修活動を活発に行っている点である。特に、参加できなかった委員へは後日に情報共有を図るなどの
工夫もなされている。今後は、磐田市教育委員の「学び」を他の都道府県・市区町村の教育委員と共
有できる場が設けられるとさらに好ましいと思われる。

【今後の改善に向けた示唆】
　自己点検・自己評価会では、主に「教育委員会の活動」の小項目ごとに評価・改善に向けた意見交
換が行われ、いずれの課題についても積極的に改善の方向性が検討された。今後、さらなる改善を図
る観点からも、以下の２点についてご検討いただきたい。
　第一に、補助執行している業務への関わり方の工夫である。磐田市では幼稚園・社会教育・文化・
スポーツは首長部局へ補助執行させている。ただ、権限自体は教育委員会に残されていることから、
教育委員会会議で審議されているが、関与するタイミングが難しい状況が看取された。磐田市が目指
す「学府」を基本とした教育施策の方向性は、補助執行している業務にも関わることもあると推察さ
れる。そのため、これらの業務について、教育委員会としてより質の高い審議の工夫を検討する段階
に来ていると考えられる。
　第二に、教育施策を学校現場へ浸透させる工夫である。平成 27 年度は「大綱」の公表や「学府一
体校整備構想」など、今後の磐田市の教育施策の方向性を示した重要な施策が次々と打ち出された。
すでに学校訪問や移動教育委員会等で学校現場への浸透を図る努力は感じ取れるが、十分に趣旨等が
浸透しているとは言い難い状況であろう。学校現場が主体的に教育施策の趣旨等を理解できる手立て
を講じていくことが今後の課題であると考えられる。
　今後の磐田市教育委員会の諸活動のさらなる発展に期待したい。



方針別主要事業

【方針1】

子どもの「生きる力」を
育みます。

Ⓒ磐田市
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　ウ　市教委主催の研修会
　　・　年間３回程度（参加範囲は職種や経験年数によって変わる）実施する。
　　・　研修会の内容は、学習指導研修・生徒指導研修・勤務服務研修・教育長講話等

　　を実施する。

指導員

授業公開

対象者F 対象者G

嘱託指導主事
(校長経験者)

ア小学校
　対象者A
　対象者B
　対象者C

イ中学校
　対象者D
　対象者E

参観 参観

参観

ア　嘱託指導主事による訪問指導 イ　教科・領域等指導員による指導

方針別主要事業　方針１
施策１　魅力ある園・学校づくりの推進

施策 1　魅力ある園・学校づくりの推進

　ふるさと礎プラン
１　目的

　磐田市立小中学校に勤務する若手教員（教職経験３年目までの教員）を対象に、教
員としての基本的な職務の円滑な遂行や資質の向上を図ることを目的とする。特に、
学級担任や教科担任として必要な子ども理解力・授業力・学級経営力を育てる。

２　事業内容
　(1)　研修対象者

　常勤講師（欠員・育休代替）及び市費負担教員 ( ふるさと先生 ) のうち教職経験年
数３年目までの教員とする。なお、教職経験年数３年目までの県費負担教諭について
も配慮する。

　(2)　研修方法
ア　嘱託指導主事（校長経験者）による訪問指導を実施する。
イ　教科・領域等指導員制度を活用し、指導員による指導を実施する。
ウ　市教委主催の研修会を実施する。

　(3)　具体的な取組
　ア　嘱託指導主事 ( 校長経験者 ) による訪問指導
　　・　対象者配置校へ原則月平均１～２回程度訪問する。ただし、同一校の研修対象

　　人数や勤務年数により訪問回数に軽重をつける。
　　・　訪問形態は、授業参観を行うとともに、研修時間を設けて、指導・相談をする。
　　・　教職経験年数３年目までの県費負担教諭については嘱託指導主事が、常勤講師

　　　（欠員・育休代替）及び市費負担教員（ふるさと先生）のうち教職経験年数３
　　　年目までの対象者の訪問の際、授業参観等をする。

　イ　教科・領域等指導員による指導
　　・　教科・領域等指導員は、対象者２人１組とペアを組み ( ３人１組 )、それぞれが、

　　年１回授業公開を行うとともに、相互に参観し研修対象者の教科の専門性を高める。
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　幼稚園教諭等の資質向上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　幼稚園保育園課訪問
　(1) 目的

ア　磐田市教育委員会の目標「ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民」
を推進するため、教育の状況を視察し方向性を示す。

イ　園内研修をより充実したものとするため、保育参観をし、研究協議に参加する。
ウ　若手職員の指導力向上のための助言をする。

　(2) 内容
　こども部幼稚園保育園課を中心に担当者他１～２名が、隔年で１回（要請があれば、
随時）訪問する。各園は目的に沿った内容で計画し、担当者を交えた中で課題に沿っ
た協議をする。
　特色ある園経営や、幼稚園教育要領に沿った保育指導、研修に対して指導助言を行う。

２　 平成２８年度版「磐田市保育園・幼稚園・こども園の教育・保育」を目指した研修
　（1）目的

ア　職員一人一人が磐田市の目指す幼児教育について理解し、日々の保育実践を振
り返り改善を図ることを通し、保育者としての資質や能力を高める。

イ　「磐田市保育園・幼稚園・こども園の教育・保育」を視点とした園内研修によって、
子どもの主体性を大切にした保育に心がける。

　(2) 内容　
　質の高い、きめ細かな幼児教育の実現を目指し、教員の資質向上、職員体制の充実
を図るとともに、適正な教育環境の在り方について研究する。
　「磐田市保育園・幼稚園・こども園の教育・保育」を視点とした、各種研修及び園内
研修を実施し、子どもを主体とした環境による保育の充実を図る。また、その過程に
おいて、子どもの表れの記録とそれに基づく幼児理解についての経験を積み、保育の
専門性の向上を果たしていくようにする。



31

	   学校給食

　学校給食は教育活動の一環として、児童生徒等の基本的な生活習慣の形成や社会性を身
に付けさせ、豊かな人間関係の育成を目的に実施している。
　また、近年は食生活を取り巻く社会環境の変化を背景に、食の安全性、偏った栄養摂取等、
食に起因する健康課題等が増加しており、学校給食における「食」に関する教育がますま
す重要になっている。
　磐田市では、児童生徒等が学校給食を通して望ましい食習慣を身に付け、生涯にわたっ
て心身ともに、健康に過ごすことができるよう、食事内容、給食指導の充実を図っている。
　なお、学校給食は、３箇所の学校給食センターと１５箇所の単独調理場、１箇所の幼保
連携型認定こども園調理場で実施している。

１　対象　　
　(1) 学校給食センター　　　　　　　　　　　　　　　（人数は平成 28 年 5 月 1 日現在）

施　　設 所　　　在　　　地 対象園児・児童・生徒数（職員含む）
大原学校給食センター 磐田市大原 2923 － 1 4,068 人
豊田学校給食センター 磐田市中田 238 3,359 人
豊岡学校給食センター 磐田市下神増 962-6 1,257 人

合　計 8,684 人

　（２）単独調理場
施　　設 所　　　在　　　地 対象園児・児童・生徒数（職員含む）

磐田北小学校 磐田市見付 2352 1,186 人
磐田中部小学校 磐田市中泉 1203-2 　780 人
磐田西小学校 磐田市中泉 2522-2 　592 人
磐田南小学校 磐田市千手堂 1356-1 　795 人
東部小学校 磐田市東貝塚 206 1,092 人
大藤小学校 磐田市大久保 282-1 　362 人
向笠小学校 磐田市向笠竹之内 391-6 　245 人
長野小学校 磐田市小島 736 　497 人
岩田小学校 磐田市匂坂中 987 　193 人
田原小学校 磐田市三ケ野 1030-1 　415 人
富士見小学校 磐田市富士見町４丁目 9-5 　689 人
竜洋西小学校 磐田市川袋 1900 　592 人
竜洋北小学校 磐田市堀之内 356 　489 人
竜洋東小学校 磐田市中平松 23 　211 人
竜洋中学校 磐田市豊岡 4473-8 　561 人

合　計 8,699 人
　（3）幼保連携型認定こども園調理場

施　　設 所　　　在　　　地 対象園児数（職員含む）
福田こども園 磐田市福田中島 55 228 人

方針別主要事業　方針１
施策１　魅力ある園・学校づくりの推進

総合計　17,611人
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２　学校給食費及び給食回数
　学校給食法では、学校給食の実施に必要な施設整備に要する経費や人件費等は学校設
置者の負担とし、それ以外の経費は学校給食費として保護者の負担としている。給食の
実施回数は小中学校で年間 180 回となっている。幼稚園・こども園は、平成 27 年度から
給食回数、給食開始時期及び給食費を統一した。

　(1) 学校（園）給食回数

　(2) 学校（園）給食費
　　　　　 区　　分 月　額

磐田地区

幼稚園
こども園

３歳児 2,800 円
４・５歳児 2,700 円

小学校 4,420 円
中学校 4,860 円

福田地区

幼稚園
こども園

３歳児 2,800 円
４・５歳児 2,700 円

小学校 4,110 円
中学校 4,860 円

竜洋地区
幼稚園

３歳児 2,800 円
４・５歳児 2,700 円

小学校 4,420 円
中学校 5,240 円

豊田地区
幼稚園

３歳児 2,800 円
４・５歳児 2,700 円

小学校 4,110 円
中学校 4,860 円

豊岡地区

幼稚園
こども園

３歳児 2,800 円
４・５歳児 2,700 円

小学校 3,880 円
中学校 4,570 円

幼稚園 小学校 中学校

磐田地区
３歳児 140 回（5 月開始）

180 回 180 回
4・5 歳児 150 回

福田地区
３歳児 140 回（5 月開始）

180 回 180 回
4・5 歳児 150 回

竜洋地区
３歳児 140 回（5 月開始）

180 回 180 回
4・5 歳児 150 回

豊田地区
３歳児 140 回（5 月開始）

180 回 180 回
4・5 歳児 150 回

豊岡地区
３歳児 140 回（5 月開始）

180 回 180 回
4・5 歳児 150 回
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３　学校給食の調理洗浄業務等の民間委託
　第二次行財政改革大綱では、「民間にできるものは、民間に」を基本に、民間事業者等
の人材・ノウハウを積極的に活用することが示されている。
　学校給食の運営についても、民間のノウハウや専門性、柔軟性を取り入れて、効果的・
効率的な業務を進めていくことが可能であることから、大原学校給食センター、豊田学
校給食センター、豊岡学校給食センター、竜洋東小学校の調理・洗浄業務と福田こども
園の食材の調達、調理・洗浄業務を民間委託している。また、平成 28 年９月より新たに
富士見小学校と竜洋中学校で調理・洗浄業務を民間委託していく。今後、他の単独調理
場についても、民間委託について検討していく。
　学校給食は、献立作成から食材調達、調理、洗浄、保管、配送等の流れがあるが、そ
の中で民間委託している業務は、調理・洗浄、保管、配送等で、献立作成や安全・安心
な食材購入、調理後の給食の味の確認などは、市が責任をもって行っており、福田こど
も園においても献立作成は市で行っている。

４　学校給食の地産地消
　平成 21 年度から、ＪＡ遠州中央農業協同組合等関係機関と連携して、市内の生産者に
学校給食用の農産物の生産を依頼している。単独調理場 15 校全てに、安全で新鮮な大根、
キャベツ、白菜、たまねぎ等の農産物を納入している。また、積極的に市内産の野菜を
取り入れるとともに、市内産の海老芋を使用したコロッケやイチゴを加工したジャムを
学校給食用に作り、献立に取り入れている。今後も、市内産の白葱、にんじん、シラス
を取り入れた加工品についても積極的に取り入れていく。
　大原・豊田・豊岡の各学校給食センターにおいても、引き続き地産地消を推進していく。

５　食育の取組
　食に関する指導の全体計画や磐田市食育推進計画を基に、各小中学校は学校給食を教
材として活用するなど、教育活動全体の中で計画的に取り組んでいる。学校給食の献立
は「ミ・ニ・や・ご」で象徴される食事バランスを基本とし、「早寝、早起きをし、朝ご
はんをしっかり食べる」「栄養バランスの摂れた食事をする」ことの大切さについても、
キャラクター「ミニやごちゃん」を利用して推進する。
　食育だよりは、月 1 回発行し、月ごとの指導目標を立て、食の大切さを伝えていく。

６　食物アレルギー対応食の実施
　生活習慣病など様々な病気の低年齢化とともに、特定の食物でアレルギー症状を起こ
す子どもたちが増えつつある。このため、大原学校給食センターでアレルギー対応食の
提供を行っているほか、単独調理場では、アレルギー除去食（鶏卵の汁物、煮物の除去）
の対応を行っている。また、豊田・豊岡学校給食センターにおいても、平成 28 年９月から、
新たにアレルギー除去食（鶏卵の汁物、煮物の除去）を行う。今後は、幼稚園における
アレルギー対応について検討していく。

７　学校給食の計画的事業の推進
　施設の老朽化による維持費の増大や給食提供方法の違いなどの課題に対し、学府一体
校整備構想や磐田市幼稚園保育園再編計画との整合を図りながら、将来的な事業につい
て検討を進めていく。
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区　分
ｴﾈﾙｷﾞｰ
(kcal）

蛋白質
（ｇ）

脂質
（％)

ｶﾙｼｳﾑ
(mg)

鉄
(mg)

ビ 　タ 　ミ 　ン 食物繊維
(g)

食塩相当量
(g)A(μgRE) B１(mg) B２(mg) Ｃ(mg)

幼稚園・
こども園 510 18 

摂取エネ
ルギーの

25～30％

280 2 150 0.3 0.3 15 4.0 2未満

小学校 640 24 350 3 170 0.4 0.4 20 5.0 2.5未満

中学校 820 30 450 4 300 0.5 0.6 35 6.5 3未満

８　管理
(1) 栄養管理

　成長期にある児童生徒等の健康の保持増進と体位の向上を図るため、食品構成では、
多様な食品を組み合わせて、栄養面ではバランスのとれた献立となるように努めてい
る。文部科学省の「学校給食摂取基準」に基づき、児童生徒等の体位も考慮し、地域
の食文化の継承につながる献立を作成する。
　( 資料 ) 園児・児童・生徒１人 1 回あたりの学校給食摂取基準

(2) 衛生管理
　学校給食における衛生管理の徹底を図るため､ 文部科学省が示す「学校給食衛生管
理基準」に基づき､ 給食従事職員の保菌検査や健康チェック、施設や作業の日常点検
及び食材や調理終了後の食品の検査を行う。また、保健所や学期ごとに薬剤師及び栄
養士による衛生監視指導を実施する。さらに、衛生管理の意識や知識の向上を図るため、
給食従事職員全員を対象に学校給食関係職員全体研修会を開催し、食中毒防止に万全
を期している。
　また､ 給食用食材料の安全性を高めるため食品検査を強化し、３箇所の学校給食セ
ンター及び 15 箇所の単独調理場、福田こども園において、各施設年６回、食材料の放
射性物質検査を実施する。

９　学校給食運営関連機関等
(1) 学校給食運営委員会 ( 年３回開催 )

　学校給食センター及び単独調理場の適正かつ円滑な運営を図るため、必要な事項に
ついて調査審議する。

(2) 物資委員会
　安全・安心な給食用物資の適正かつ円滑な購入を図るために、物資選定や業者指導
等の充実を図る。

(3) 栄養教諭・学校栄養職員派遣
　栄養教諭・学校栄養職員は､ 学校や関係課と連携を図りながら、給食時のクラス訪
問や家庭科・学級活動・保健体育などの授業時に栄養指導を実施する。また、保護者
に対しては、学校保健委員会、試食会などを通じて健康教育や栄養指導を実施する。
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　小中一貫教育の推進
１　趣旨

　一人一人に応じた教育や地域力を生かした教育など、本市ならではの教育をより充実、
発展させることを目指し、本市における小中一貫教育を推進する。
　本市では小中一貫教育を、地域社会全体で子どもの教育をサポートするという基本理
念のもと、各中学校区において小中共通の目標、カリキュラム、指導方法等が９年間を
貫いて設定され、小中協働で実施する教育と考えている。小中一貫教育を通して、豊か
な学びの創造と社会性や道徳性を備えた心豊かな人づくりを推進する。また、「国際社会
の中をたくましく生きる力」の育成に向け、英語によるコミュニケーション能力を育てる。
　本年度は、すべての学府が本格実施となり、小中一貫教育をさらに推進する。

２　内容
 (1)　すべての学府における本格実施

・　磐田第一中学校区（なかいずみ学府）、豊岡中学校区（とよおか学府）、向陽中学
校区（向陽学府）、南部中学校区（みなみが野学府）、豊田南中学校区（井通・青城
学府）、福田中学校区（はまぼう学府）、豊田中学校区（ながふじ学府）、城山中学校
区（よつば学府）、神明中学校区（みやのもり学府）、竜洋中学校区（竜洋学府）の
10 学府すべてが、小中一貫教育を本格実施する。

・　「学府協議会」を年２回程度開催する。
・　地域に根ざし、各学府の特色を生かした小中一貫教育を推進する。

(2)　９年間を見通したカリキュラムの編成
・　学び、育ちの連続性という視点から、小中学校共通のビジョン、目標を設定し、

カリキュラムを中心に小中一貫教育を構想する。
・　小中学校９年間を見通したカリキュラムを編成し、内容面、指導面でつなぐとと

もに、各学府の特色ある教育活動を構想する。
・　コミュニケーション能力を育てるため、本市で作成した小学校１年生から中学校

３年生までを見通した磐田市版「英語」モデルカリキュラムを活用し、外国語活動・
外国語の授業の充実を図る。

・　各教科・領域等以外の生徒指導面や各種行事、部活動等においても、９年間のつ
ながりを考慮して年間指導計画や指導内容について検討する。

(3)　「小中一貫教育コーディネーター」の配置
・　各学校に１名ずつ「小中一貫教育コーディネーター」を置く。
・　「小中一貫教育コーディネーター」は、管理職等との連携を図りながら、各学府の

小中一貫教育を構想するとともに、推進役として各小中学校間をつなぐ役割を担う。
・　主にコーディネーターの業務を補充する目的で、市費負担教員を各学府に１名配

置する。
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　英語を使ってのコミュニケーション能力の育成

１　趣旨
　グローバル化が叫ばれる中、2020 年（平成 32 年）には東京オリンピック・パラリンピッ
クの開催も決定し、国際共通語である英語でのコミュニケーション能力の重要性はます
ます高くなっている。外国語（英語）の学びを通して、国籍や文化、生活習慣等の違い
を理解した上で、様々な国の人々と関わろうとする意欲や互いを尊重しようとする態度
を育成したい。
　そこで、小学校で育まれた素地の上に、中学校では「聞くこと」「話すこと」「読むこと」

「書くこと」の４技能をバランスよく育成し、コミュニケーション能力の基礎を培い、中
学校卒業時にはゆっくりでよいので英語を使って相手に自分の考えを伝えたり、相手の
意向の大体を理解したりする力を付け、国際社会の中をたくましく生き抜く力の育成を
目指す。

２　内容
(1) 磐田市版「英語」モデルカリキュラム

・　研修会等で磐田市版「英語」モデルカリキュラムの活用を推進するとともに内
容等について検証し、改善を図る。

(2) 英語教育推進リーダーによる中核教員研修会
ア　目的

・　グローバル化への対応と、指導者の指導力向上を目指す。
イ　研修方法と内容

・　各学校の外国語担当代表教員（中核教員）が、国の研修（中央研修）を受けた
英語教育推進リーダーによる 14 時間の伝達講習を受ける。小学校は平成 26,27 年
度、中学校は平成 28 年度実施予定。

(3) 外国語指導助手（ＡＬＴ）研修の実施（毎月実施）
・　磐田市の外国語（英語）教育方針の周知、および模擬授業を通し指導方法を研

究する。
　・　ALT 全員の TT 授業を指導主事が参観し、現状把握と課題解決の促進を図る。

(4) イングリッシュ１デイキャンプ
ア　目的

・　市内に勤務する 15 名以上の ALT や他校の児童生徒と英語でふれあうことを通
してコミュニケーションへの関心を高め、異文化理解や人と触れ合うことの喜び
を体験する。

イ　活動方法及び内容
・　夏季休業中、各学府内の小学校 5,6 年生と中学 1 年生（午前）を対象に、英語の
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歌やゲーム、英会話などを体験する。
(5) 修学旅行英会話

ア　目的
・　修学旅行先で外国人観光客と英会話をし、磐田市の紹介をすることで、コミュ

ニケーションへの関心を高め、異文化理解や人と触れ合うことの喜びを体験する。
イ　活動方法及び内容

・　ヤマハ発動機などの地元企業に勤める外国人が市 ALT とともに、市内小中学校
を訪問し、修学旅行直前の英会話の練習に加わる。児童生徒は英語の質問をしたり、
学校や地元磐田を紹介したりする活動を通し、英会話へのモチベーションを高め
る。
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　教育 ･ 保育施設※小中連携指導

１　教育 ･ 保育施設同士の連携
　(1) 目的

　幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培うための重要なものであ
り、社会の変化に主体的に対応する資質・能力を育む上で土台となるものである。就
学前の子どもたちを取り巻く環境の変化に伴い、保育士・幼稚園教諭・保育教諭に求
められる専門性も高くなっている。
　そこで、就学前の教育充実のために、職員が一緒に研修をすることで、共通理解を
したり、それぞれのよさを共有したりしながら、専門性を高めていく。

　(2) 連携内容
ア　主任会（年 3 回）

＜目的＞　　保育園・幼稚園・こども園の園運営上の諸課題について研究し、主任 
　　　　　としての自覚と資質の向上を図る。
＜内容＞　　講話・諸課題についての協議
＜参加者＞　主任保育士、主任幼稚園教諭、主任保育教諭

イ　教育課程研究委員会（年 4 回）
＜目的＞　　保育所保育指針・幼稚園教育要領・こども園教育保育要領を理解し、「環
　　　　　境による主体性を大切にした保育について」の理解を深め、実践を通し
　　　　　て保育の質を高めていく。
＜内容＞　　磐田市立保育園保育課程（基準）、磐田市立幼稚園教育課程（基準）に
　　　　　基づいた保育実践の研究・グループでの公開保育
＜参加者＞　副主任保育士、副主任幼稚園教諭、副主任保育教諭

ウ　初任者研修会（年 4 回）
＜目的＞　　保育士・幼稚園教諭・保育教諭とし職務遂行に必要なことについて研
　　　　　　修し、使命感を養い専門職としての知識、技能を高める。
＜内容＞　　講話・演習
＜参加者＞　採用３年目までの正規職員及び嘱託・臨時職員
　　　　　　（ただし、幼稚園における新規採用正規職員は除く）

　　エ　幼児理解支援研修会（年 2 回）、発達支援ほっと研修（年 10 回、各園 1 回）
＜目的＞　　特別な支援を要する子の理解や個に応じた支援の仕方を学び、保育者
　　　　　の資質向上を図る。
＜内容＞　　講話、演習、現状等の話し合い
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方針別主要事業　方針１
施策１　魅力ある園・学校づくりの推進

＜参加者＞　支援員、加配保育士、担任、希望者

　※　教育 ･ 保育施設…「認定こども園法」第 2 条第 6 項に規定する認定こども園、「学校
　　　　　　　　　　　　教育法」第 1 条に規定する幼稚園及び「児童福祉法」第 39 条第
　　　　　　　　　　　　1 項に規定する保育所をいう。	（子ども ･ 子育て支援法第 7 条）

２　教育 ･ 保育施設と小中学校との連携
　(1) 目的

　園児・児童・生徒の発達や学びの連続をふまえ、就学前教育から小学校教育への移
行及び小学校教育から中学校教育への移行を円滑にしていくことを目的とする。

　(2) 連携内容
ア　教師同士の連携・交流

○　保幼小合同研修会（年 2 回）
　　保育園・幼稚園・こども園主任と１年生学年主任等を対象にした保幼小合同

研修会を実施し、小学校入学前後の園児・児童の発達について理解し、教師同
士がお互いの教育内容について相互に理解を深めるよう、情報交換を行い小学
校への円滑な接続について探る。

○　保幼小連絡会
　　　各小学校区の保育園、幼稚園、こども園、小学校の実態に応じて実施する。
○　就学支援担当者連絡会
　　　各園の就学事務手続きを円滑に行うことや情報を共有し、共通理解を図る。

イ　園児と児童の交流
○　園児と児童の交流
　　　　各小学校区の園、小学校の実態に応じて交流を実施する。
　　　例１：小学１・２年生が生活科等で学んだ内容を園児と共に体験
　　　例２：小学生による園児への読み聞かせ
　　　例３：入学後に円滑な学校生活を送ることを配慮した特定学年の児童と年長

　　　　　組園児との計画的な交流
○　小学校入学前の一日体験入学
　　　例：小学１年生と年長組園児がペアになった学校案内

ウ　園児と生徒の交流　
　　　例：中学生の幼稚園での職場体験学習
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磐田の教育

　学校（園）防災

１　趣旨
　磐田市は北部の山間地域、天竜川流域、太田川流域の低平地が多い地域、太平洋に面した地域
と多様な地形をもち、暴風、豪雨、高潮、その他の異常な自然現象による土砂災害や浸水被害が
これまでも発生している。また、地震・津波については、Ｍ８級の南海トラフ地震の発生が指摘
されており、地震とそれに伴う津波は甚大な被害を発生させる心配がある。磐田市では、これま
でも学校（園）防災に力を入れてきたが、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災の教訓から、
これまで以上に学校（園）防災の充実が重要である。

２　目的
　様々な危険から園児・児童・生徒の安全を確保する安全教育の一環として、災害に対し自らの
安全を確保するための行動ができること、自然災害発生のメカニズムや災害の地域的特性、防災
体制などについて理解できるようにすること、等の能力の育成を目指すとともに、学校（園）防
災体制の充実を図る。

３　内容
　(1)　防災教育

　発達段階や学習指導要領等をふまえて、各教科（幼稚園においては各領域）、道徳、特別活動、
総合的な学習の時間等の教育活動全体の中で以下の能力や態度を育成する。
ア　自らの安全を確保するための判断力や行動力
・健康で安全な生活態度
・災害発生時の行動のしかた
・集団生活のきまりの理解や、きまりを守った生活態度　など
イ　自他の生命を尊重する心や社会に貢献する態度
・安全についての心構えや安全に対する態度
・自他の生命や身体、心を大切にしようとする態度
・他人を思いやる心や社会に奉仕する精神、ボランティア活動への参加　など
ウ　防災に対する知識、理解
・地域の特色や学校（園）・地域の防災体制、防災情報などについての理解
・気象現象や災害の種類・特徴、自然災害発生メカニズムなどの理解
・応急手当や救助法の理解　など

　(2)　防災管理
　各学校（園）において、地域の特性に応じて、災害発生時等の避難計画や避難訓練を行う
とともに、その評価と見直しを行う。
ア　地震に関する情報発令時の避難計画や避難訓練
イ　突発地震発生時の避難計画や避難訓練
ウ　火災発生時の避難計画や避難訓練
エ　津波に関する避難計画や避難訓練　など

　(3)　防災に関する組織
　各学校（園）において、教職員の防災組織の充実を図る。
ア　「学校防災マニュアル」の評価と見直しを行う。
イ　教職員の防災訓練（避難誘導、初期消火活動、救出・救護活動など）の充実を図る。

→ P97 ～ 101
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方針別主要事業　方針１
施策１　魅力ある園・学校づくりの推進

　コミュニティ ･ スクール（学校運営協議会）の推進

１　趣旨・目的
　保護者及び地域住民等の学校運営への参画の促進や学校との連携強化を進めることにより、学
校と保護者及び地域住民等と信頼関係を深め、一体となって学校運営の改善や児童生徒の健全育
成に取り組む。　

２　協議会の役割
　(1)	 基本的な方針の承認

　指定学校の校長は、次に掲げる事項について、毎年度基本的な方針を作成し、協議会の承認
を得なければならない。
ア　当該指定学校の教育課程編成に関すること。
イ　当該指定学校の学校経営計画に関すること。
ウ　当該指定学校の組織編成に関すること。
エ　当該指定学校の学校予算の編成及び執行に関すること。
オ　当該指定学校の施設管理及び施設設備等の整備に関すること。

　(2)	 運営に関する評価と情報提供
ア　協議会は、学校の運営状況等について毎年度１回以上の評価を行うものとする。
イ　協議会は、保護者、地域住民に対して、積極的に活動状況を公開するなど情報提供に努め
　なければならない。

３　協議会の現状
　(1) コミュニティ・スクールの指定状況

ア　平成 25 年度　指定校４校
　○国の研究委託：コミュニティ・スクール導入に関する実践研究
　　・豊岡中学区 ( とよおか学府 ) 指定研究：豊岡中、豊岡南小
　　・磐田第一中学校区 ( なかいずみ学府 ) 指定研究：磐田第一中、磐田西小
イ　平成 26 年度　指定校１８校
　○国の研究委託：コミュニティ・スクール導入に関する実践研究
　　・豊岡中学区 ( とよおか学府 ) 指定研究：豊岡中、豊岡南小、豊岡北小
　　・福田中学区 ( はまぼう学府 ) 指定研究：福田中、福田小、豊浜小
　　・磐田第一中学区 ( なかいずみ学府 )：磐田第一中、磐田西小
　　・豊田南中学区 ( 井通・青城学府 )：豊田南中、豊田南小、青城小
　　・南部中学区 ( みなみが野学府 )：南部中、磐田南小、長野小
　　・向陽中学区 ( 向陽学府 )：岩田小、大藤小、向笠小
　　・城山中学区（よつば学府）：城山中
ウ　平成 27・28 年度　全小中学校指定 ( 小学校 22 校、中学校 10 校 )

　(2) 内容
ア　学校運営協議会の実施 ( 各校で３回から４回実施 )
イ　学府協議会
ウ　コミュニティ・スクールディレクターの活用
エ　先進校視察
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磐田の教育

　ふるさと先生制度 ( 少人数学級制度 )

１　目的
　市費負担教員（ふるさと先生）を任用し、原則小中学校全学年で 35 人以下学級とすることによ
り、個の実態に応じたきめ細かな指導を具現化し、磐田市教育委員会が掲げる「ふるさとを愛し、
未来をひらく、心豊かな磐田市民」に向かう児童生徒の育成を目指す。

２　内容
(1) 学級担任が子どもに関わる時間を増やし、質を高めることで、子ども一人一人の心の状態を
把握し、個の実態に応じた目標や指導計画を立て、それに沿った指導を行う。

(2) 日常の授業などを通して、子ども一人一人の学習内容の定着の状態を正確に把握し、個の実
態に応じた目標や指導計画を立て、それに沿った指導を行う。

３　平成 28 年度の取組
　(1) 実施学年について
　平成 17 年度より、本制度を導入した。県による静岡式 35 人学級編制（小学校３・４・５・６年生、
中学校全学年）、国による 35 人学級編制（小学校１・２年生）とあわせて実施し原則小中学校全
学年で 35 人以下学級制度を実施している。本市においては静岡式 35 人学級編制の編制基準をよ
り弾力化する形で基準を設け、その中で、個の実態に応じたよりきめ細かな指導を実施する。

　(2) 優秀な人材確保
・待遇改善
　市費負担教員の待遇改善を計画的に実施してきたことで、現在は県費常勤講師の待遇と遜色
のないものとなっている。また、給与面や諸手当等の待遇だけではなく、ふるさと礎プラン研
修制度を確立していることも教員を目指す熱意ある者にとっては魅力ある制度となっている。

・採用関係
　平成 21 年度から教職経験者を対象とした選考区分を設けた。この区分で受験する者は、所
属長から作成された ｢勤務実績証明書｣ と第２次試験により合否を決定する。

　(3) 35 人基準を適用しない場合の対応
　次の場合は 35 人基準を適用しないこととする。その代わりきめ細かな指導を行うための職員
を配置する。
ア　35 人基準を適用することにより、教室が不足すると教育委員会が認める場合。
イ　校長が、当該学年における児童生徒の実態を考慮し、35 人基準を適用しないことが適当で
あると認める場合。

ウ　ア、イ以外に、35 人基準を適用するために必要とされる市費負担教員の総数を確保するこ
とが難しい場合。

施策２　　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実
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方針別主要事業　方針１
　施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

　市費負担教員（ふるさと先生）研修計画

１　目的
　磐田市教育の特色ある施策として発足した「ふるさと先生制度」を充実させ、保護者や地域住民
からの信頼に応えられることを念頭におき、市費負担教員の資質及び教育者としての指導力向上の
ために実施する。

２　内容
　義務教育諸学校に勤務する教員は、児童生徒に生涯学習の基礎を培うという使命の重要性を自覚
して、「知・徳・体」の調和のとれた発達を促す指導に努める義務を負う。
　市費負担教員（ふるさと先生）においても、磐田市教育委員会が掲げる「ふるさとを愛し、未来
をひらく、心豊かな磐田市民」に向かう児童生徒の育成を目指し、児童生徒一人一人のもつよさや
可能性を引き出し、それを生かすことを指導の根底に据え、日々の教育活動に意欲をもって専念す
ることが期待される。
　以上の趣旨にのっとり、主として
〇　子ども理解を基本に据えた学習指導や生徒指導等、教員としての指導技術の向上
〇　勤務・服務に関する知識の習得とその履行（教育公務員としてのモラル）
　について、具体例を交えながら、年間を通して計画的に研修するものとする。

３　学校別研修対象者数（小中一貫教育事業にともなう市費負担教員を含む。）

No. 学校名 男 女

1 磐田西小 1 0

2 大藤小 1 0

3 長野小 0 1

4 竜洋北小 1 0

5 豊田南小 0 1

6 豊田北部小 1 0

7 豊岡南小 0 1

8 豊岡北小 1 0

9 磐田第一中 0 1

10 城山中 1 0

No. 学校名 男 女

11 向陽中 1 0

12 神明中 0 1

13 南部中 1 0

14 福田中 1 0

15 竜洋中 1 0

16 豊田中 1 0

17 豊田南中 0 1

合計（人） 11 6

（平成28年5月1日現在）
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磐田の教育

　　磐田市特別支援教育体制推進事業

１　趣旨
　特別支援教育は、特別支援学校や特別支援学級等に在籍する子どもたちに加え、通常の学級に
在籍するＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等の子どもたちも含め、特別な教育的ニーズのある子ど
もたちに対して、そのニーズを把握し、子どもたちが、そのもてる力を高め、生活や学習上の困
難を改善又は克服するために、学校教育全体で取り組む支援体制を整えていく必要がある。さらに、
幼児・児童・生徒に対して、ライフステージに応じて教育・福祉・医療・労働等の関係機関が連携し、
サポートする体制づくりが求められている。

２　磐田市教育施策の重点
　(1) 方針を具現化する主な取組
　　【方針１】子どもの「生きる力」を育みます。

○　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実
　磐田市のすべての子どもたちが、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育を受
けられるような施策を展開する。
　そこで、子ども理解に努め、一人一人の教育的ニーズを把握して適切な支援を進めるた
めに教育相談体制の充実を図る。また、不登校児童生徒に対する支援、ＬＤ等も含めて障
害のある児童生徒に対する支援、外国人児童生徒に対する支援も充実させる。

３　平成 28 年度の重点
　(1) ＬＤ等を含めて障害のある児童生徒等の理解推進や教職員の指導力の向上を図ると
　　　ともに、園・校内体制の整備に努める。
　(2) 一人一人の教育的ニーズを把握し、一貫した支援を可能にするために、医療、保健、
　　　福祉、労働等の関係機関との連携を図る。

４　具体的な取組
　(1) 教職員の理解推進や指導力の向上を図るとともに、園・校内体制の整備に努める。
ア　園・学校への相談等の支援
○　巡回相談員配置
　臨床心理士の資格を有する巡回相談員が各園・小中学校を訪問することにより、特別に
支援を要する子どもの実態把握、指導方法、園・学校の支援体制、保護者や関係機関との
連携等について指導や助言を行う。
　あわせて、本市で実施している各種相談業務や、特別に支援を要する子どもたちの情報
を一元化することにより、乳幼児から児童生徒まで一貫した発達支援を行う。

○　専門家チーム会議設置
　大学教授、専門医、巡回相談員等の専門家で組織し、巡回相談によって把握した困難なケー
スについて、児童生徒への望ましい教育的対応等を検討し、専門的な見地から学校へ示す
ための専門家チーム会議を実施する。
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○　個別ケース検討会議実施
　重篤なケースや今後重篤なケースに発展する可能性がある場合において、教育委員会学
校教育課、子育て支援課、西部児童相談所等の関係機関が行動連携について協議し、早期
対応や包括的な支援体制づくりをする。

○　教育支援員の配置
　特別支援学級及び通常学級担任とともに支援を要する児童生徒の補助にあたる支援員を
配置する。なお、医療的ケアを必要とする児童が在籍する学校に対して、養護教諭やヘルパー
等の資格を有する教育介助員を配置する。

○　学校教育課教育支援グル－プによる学校訪問
　学校訪問で参観及び聞き取り調査を実施することにより、不登校等の不安や悩みを抱え
る児童生徒及び特別な支援を要する児童生徒の状況を把握し、より適切な支援のあり方を
探る。

イ　特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制の整備
　各学校の実状に応じた校内委員会を設置し、特別支援教育コーディネーターを中心とし
た校内での支援体制づくりを目指す。また、特別支援教育をテーマにした校内研修会等を
実施し、職員の啓発に努める。

ウ　「個別の教育支援計画・個別の指導計画」の作成
○　個別の教育支援計画
　学校、保護者、医療、健康、福祉等の各機関が連携し、支援を要する児童生徒の教育支
援計画を作成し、一貫した支援を目指す。

○　個別の指導計画
　児童生徒一人一人の教育的ニーズに対応した指導目標・内容・支援等を盛り込んだ計画
を作成し、きめ細かな指導を行う。

エ　教職員の理解推進や指導力の向上のための研修会の実施
○　特別支援教育研修会
　通常学級の担任や特別支援学級担任を対象に特別支援教育研修会を実施する。
　　①　期日　平成 28 年 10 月 13 日（木）
　　　　内容　発達障害の子どもたちへの予防的支援
　　②　期日　平成 28 年７月 11 日 ( 月 )、10 月３日（月）
　　　　内容　特別支援学級児童生徒の対応や支援の手法について

○　特別支援教育コーディネーター研修会 ( 連絡会含む )
　特別支援教育コーディネーターを対象に研修会を実施する。
　　期日　第１回　平成 28 年４月８日（金）
　　内容　コーディネーターの役割及び就学支援の流れと手続きについて

方針別主要事業　方針１
　施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実
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○　教育支援員研修会
　教育支援員を対象に研修会を実施する。
　　期日　第１回　平成 28 年 5 月 11 日（水）
　　内容　教育支援員の役割と障害の理解について学び、支援が必要な子どもたちへの具
　　　　　体的な支援方法について話し合う。
　　期日　第２回　平成 28 年 7 月 1 日（金）
　　内容　特別支援学校において、初任者研修
　　期日　第３回　平成 28 年 12 月 14 日（水）
　　内容　発達のバランスが気になる児童生徒の事例検討を行うことにより、支援員とし
　　　　　ての具体的な対応を学ぶ。

オ　言語通級指導教室（磐田中部小学校・豊田南小学校内）
○　目的
　構音障害や吃音、言語発達遅滞等の軽度の言語障害のある幼児・児童に対して、個々の
程度に応じた相談・指導を行うことにより、障害の除去や改善をするための教室である。

○　対象児
　構音障害、吃音、言語発達遅滞等の言語に障害を有する幼児・児童
　上記の児童のうち、専門調査（入級審査）により通級が相当であると決定がされたもの

○　指導内容
　幼児・児童に対し、正しい発音の仕方や話し方の指導・援助を行う。　　　　　
①　対象児の担当職員と面談を実施する。
②　早期発見、早期療育のために園・学校へ言語相談を実施する。

○　保護者との連携
　実際の指導場面を観察してもらい、日頃の子どもへの接し方を考えてもらうことや、子
どもの成長や頑張りに気付いてもらう機会とする。

○　指導後に保護者と面談を行う。
カ　ＬＤ等通級指導教室「すまいる中部」（磐田中部小学校内）
　　　　　　　　　　　　「すまいる北部」（豊田北部小学校内）
○　目的
　ＬＤ、ＡＤＨＤ、自閉症等の可能性があり、通常の学級での学習におおむね参加できる
ものの、一部特別な支援を必要とする児童に対して、指導をする教室である。

○　対象児
　ＬＤ、ＡＤＨＤ、自閉症等の可能性があり、学習や生活上困難を有する児童
　上記の児童のうち、磐田市就学支援委員会で通級が相当であると決定がされたもの

○　指導内容、形態
①　学習に困難を抱えている児童に対して
　・　主に教科の補充指導を行う。
　　　　実態を把握し、どこでつまずいているのか、なぜつまずいているのか、どんな方
　　　法が有効か等を探り教科の補充を行う。
　・　個別学習を中心に行う。
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方針別主要事業　方針１
　施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

②　行動に困難を抱えている児童に対して
　・　主にソーシャルスキルトレーニングを行う。
　　　　集団ゲームを通して、ルールや約束を守ること、自分の行動を自制することなど
　　　を学ぶ。また、共同制作活動や擬似的な体験を通して社会性を身に付ける。
　・　３名～４名の小集団を編成し、指導を行う。
③　社会性、コミュニケーションに困難を抱えている児童に対して　
　・　「聞く」「話す」という言葉を介しながらの学習を通して、コミュニケーション能力
　　を高め、その中で、対人的・社会的なスキルに関する指導を行う。
　・　個々の実態や課題、学習内容に応じて個別学習・小集団学習を行う。

○　保護者との連携
①　学習参観
　・　実際の指導場面を観察してもらい、日頃の子どもへの接し方を考えてもらうことや、
　　子どもの成長や頑張りに気付いてもらう機会とする。
　・　指導後に保護者と面談を行う。
②　個別面談
　　　学期に１回程度、個別面談の時間を設け、日頃の保護者の悩みや子どもの表れ、指
　　導経過などについて保護者と話し合う。

　(2) 一人一人の教育的ニーズを把握し、一貫した支援を可能にするために、医療、保健、
　　福祉、労働等の関係機関との連携推進を図る。

ア　巡回相談員配置
イ　専門家チーム会議設置
ウ　サポート会議実施
エ　磐田市あったかトータルサポート
　乳幼児から切れ目なく総合的に必要な支援を受けられるようにするため、市が個々の支
援に必要な情報を一元化し、教育、保健、福祉等の関係機関と連携して支援体制づくりを
行うことにより、個に応じた支援を継続的に行うためのシステムづくりを進める。

オ　磐田市要保護児童対策協議会（子育て支援課）との連携
　協議会に実務者会議及び個別ケース検討会を置き、子育て支援課、福祉課、学校教育課が、
全てのケースにおいて情報交換及び主担当機関の確認、援助方針の検討を行う。
　　※要保護児童等：保護者のいない児童、保護者に監護させることが不適当であると認
　　　められる児童又はその他の支援が必要と思われる児童

カ　磐田市発達支援センター「はあと」との連携
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特別に支援を要する園児・
児童生徒の報告

【通級指導教室】　　対象：通常の学級での学習に概ね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童

判断・必要に応じ就学相談

磐田市あったかトータルサポート
乳幼児期からの組織的で一貫した支援体制の強化を図るため、磐田市の
関係各課との連携を図る。

【巡回相談】
　　　　（日程調整は、はあとで実施）
各園・小中学校にて年間4回程度実施
・担任へのコンサルテーション
・行動観察、心理検査等の情報収集、情報提供等

今年度の重点課題
○　特別に支援を要する園児・児
童生徒の実態を的確に把握し、情
報の一元化を図る。

○　通常学級における気になる子
どもの「個別の指導計画」及び「個
別の教育支援計画」について、研修
会等を実施し、定期的な評価を行
う。

【専門家チーム会議】
医師、大学教授、巡回相談員等で構成する専門家
チームが、支援の程度が難しい子どもが在籍する小･
中学校へ年３回程度訪問し、支援についての協議を行
う。
・学級の支援体制についての指導助言
・LD、ADHD、高機能自閉症の判断

障害の有無にかかわらず一人ひとりの子どもの教育的ニーズを的確に把握し、支援・
指導にあたる教職員の意識と専門性を高める。

【個別ケース検討会議】

学校、医療、福祉、保健、児童相談所等
・包括的支援が必要な場合に当該学校(園)で行動連
携について協議・推進

【支援員等の適正配置】

○　教育支援員
子ども一人一人に応じたよりきめ細かな支援の充実を
図ることを目的とする。
学級や心の相談室等で児童生徒の相談や支援等を
行う。

幼稚園保育園課

○　幼稚園支援員

【特別支援教育関係職員の資質向上】

個々の児童生徒のニーズに応じた研修の実施
○　専門研修会（対象：特別支援教育コーディネーター等）
○　特別支援学級担任研修会
○　特別支援学級担任希望研修
○　教育支援員研修会（対象：市費教育支援員）
　　「磐田分校」と連携し、支援員に対して体験研修を実
　　施。

LD等通級指導教室「すまいる」

磐田中部小学校・豊田北部小学校に設置
＜役割＞
学習の一部分に極端なつまずきがある児童、友達との関わりにつまずき
がある児童などに対して、個に応じた指導に努め、適応を図る。

【幼児ことばの教室】
磐田中部小学校、豊田南小学校
に設置

＜役割＞
就学前の子どもの発達や、言葉
の指導・相談を行う。

【母子保健事業】
1歳6か月、3歳児健診、健診事後
教室、乳幼児相談等の実施

【発達支援センター「はあと」】
磐田市総合健康福祉会館内に
設置
＜役割＞
発達に心配のある子どもを対象に
並行通園、親子通園、相談を実
施
（子育て支援課発達支援室）

【障害児保育】（幼稚園保育園課）
豊田みなみ保育園「ぎゅっと」
こうのとり保育園「こひつじほいく」
こうのとり豊田保育園「こひつじほい
く豊田」
【児童発達支援】野楽っこ・おおふじ学
園・あにまぁと・こどもサポ－ト教室「きら
り」磐田校・あいね・こども発達支援ホー
ム「いわしろ」・児童発達支援センタ－
「心愛」「心愛つう」・まめの木・児童発
　　達支援事業所「かるみあ」

言語通級指導教室

磐田中部小学校・豊田南小学校に設置
＜役割＞
構音障害や吃音等の軽度の言語障害のある児童に対して、早期発見・
早期療育に努め、適応を図る。

聴覚に課題がある児童
生徒については、浜松聴
覚特別支援学校へ通級

【就学支援委員会】
○　改善点
・　市内に審議対象者が増加している傾向を受け、年4回とし、審議者の分散を図り一人に
かける時間を確保する。
・　学校が就学支援を必要と判断した児童生徒全て(通級指導教室対象と思われる児童も
含む)を年度当初に事務局に提出する。
・　専門調査に対する保護者の了解が得られている･いないを問わず、市教育委員会に報
告するとともに、保護者の了解が得られているケースから随時専門調査を実施する。
・　専門調査の流れは今年度とほぼ同様であるが、実施時期をより明確にする。

【幼稚園・こども園
　　　小中学校】

担任や保護者の気付き、情報収集

学年会等での実態把握

特別支援教育コーディネーター
「気付き」をつなげるキーパーソン

校(園)内委員会での検討
・実態把握と課題の焦点化　・目標(長期・短期)の決定　
・支援の方向性の決定

個別の指導計画及び個別の
教育支援計画の見直し
（ケース検討会議）

支援の実際

個別の指導計画と個別の
教育支援計画の作成

＜園・校内体制の整備＞

浜松特別支援学校磐田分校や
袋井特別支援学校見付分校との連携

ACTION

CHECK DO

PLAN
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方針別主要事業　方針１
　施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

　　いじめや不登校に対応する教育相談体制推進事業

１　趣旨
　いじめや不登校等に対応するため、教育支援センターの設置や心の教室相談員を学校
に配置するなど、市教育委員会及び学校の教育相談体制の充実を図り、悩みや不安を抱
える児童生徒の「個」に応じたきめ細かな支援・指導を推進する。

２　事業内容
　(1) 教育支援センター設置（磐田市弥藤太島 500 番地１）

ア　目的
　　不登校等で学校生活に適応できない児童生徒の適応能力の育成及び社会的自立支

援を図るため、教育支援センターを設置する。
イ　内容
　①　通級支援
　　　担任制による段階的な通級支援により、生活の自立や集団生活・対人関係の構

　築などの適応を図る。具体的な活動としては、学習、レクリエーション、体育的
　行事、野外活動等や悩みや個別の課題解決に向けた相談やカウンセリングを行う。

　②　訪問支援
　　　訪問支援員が家庭訪問することにより、教室に通級できない児童生徒の心の支

　援を行う。また、通級を目標とした集団活動体験を実施し、集団活動への適応を
　図っていく。

　③　保護者支援
　　　保護者会の運営及び保護者相談を行う。個別のカウンセリングや高等学校等職

　員による学校説明会等により、保護者の不安や悩みの軽減を図る。
ウ　職員構成
　　　所長（学校教育課長）　運営担当職員 1 名　指導員４名　訪問支援員２名　
　　臨床心理士１名（磐田市発達支援センターはあと所属）

　 (2) 心の教室相談員配置
ア　目的
　　児童生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげることができるような第三者

的な存在となりうる者を児童生徒の身近に配置し、児童生徒が心のゆとりをもてる
ような環境づくりを行うとともに、学校における教育相談体制の充実を図る。

イ　内容
　　心の教室相談員による相談活動①児童生徒の悩み（友達関係、家族・家庭、学習

のことなど）相談、②保健室（別室）登校児童生徒の支援（心の支援、学習支援など）、
③児童生徒の相談等に関する情報の収集及び提供を行う。
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　(3) 不登校児童生徒対策研修会等の実施
ア　目的
　　不登校児童生徒対策研修会等の実施により、学校におけるいじめや不登校対応の

充実を図る。
イ　内容
　・心の教室相談員研修会（5月25日、11月8日）
　・生徒指導主任・主事職務研修会（5月19日）、いじめ不登校対策研修会（10月20日）

　(4) スクールソーシャルワーカーの配置
ア　目的
　　いじめ問題や不登校等の課題に対応するため、ケース会議に出席したり、関係機

関と連携を図ったりするとともに、学校における生徒指導のチーム対応の推進を図
る。

イ　内容
　　各小中学校を巡回し、学校が抱える生徒指導上の諸問題に対応する。①児童生徒

の問題行動等に関する情報の収集、②ケース会議への出席、③関係機関との連携。

　(5) いじめＳＯＳメール設置
ア　目的
　　いじめの被害にあっていても、どこに相談してよいか分からない子どもや保護者

に対して、電子メールによる相談を受け付けるなど、教育相談体制の充実を図る。
イ　内容
　　磐田市ホームページに「いじめＳＯＳメール」を設置し、いじめの相談を受け付

けるとともに、相談者が望んでいるところや、一番ふさわしいと考えられる機関に
直接連絡し、具体的な対応を依頼する。
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方針別主要事業　方針１
　施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

　　外国人児童生徒に対する支援事業

１　磐田市における外国人児童生徒等に関する概要
　平成 28 年４月末現在、市内には人口の 3.6％を占める 6,141 人の外国人が生活している。
景気の動向や天災の影響等を反映し、外国人登録者数は、ピーク時の平成20年９月に比べ、
3,000 人以上減少した。しかし、小中学校在籍児童生徒数は、ピーク時から一時は減少し
たものの再び増加に転じ、本年度は 390 名を超えピーク時とほぼ同じ多さとなっている。
これは、外国人家庭の一部で定住化が進行していることの表れである。定住化とともに
福田、竜洋、豊田、市内北部への分散化も進行している。
　外国人児童生徒が在籍する学校は、32 校中 30 校である。そのうち 13 校には、10 人以
上が在籍しており、分散化の傾向が年々顕著となっている。

２　目的
　外国人児童生徒一人一人の自己実現を支援するために、日本語習得、学習及び学校生
活への適応を支援する。また、母国語での情報提供を適切に行うことで保護者と学校と
の意思疎通の手助けをする。

３　課題
　(1) ダブルリミテッド（母国語も日本語も十分に習得できていない状態）
　生活言語としての日本語はある程度身に付いているが、学習言語に対応できずに学
年相当の学力が身に付かない傾向が特に中学校において深刻であり、進路指導等に困
難な状況が生じている。

　(2) 分散化への対応
　外国人児童生徒の分散化に柔軟に対応するために、相談員、支援員の配置や巡回訪
問の工夫が必要である。

　（3) 発達障害をかかえた外国人児童への対応
　磐田市発達支援センター（はあと）や医療機関等と連携をとりながら対応する。

４　事業内容
　(1) 外国人児童生徒支援員配置（５人）
　外国人児童生徒が特に必要な小中学校において、各校の教員と協力して支援にあたる。

　(2) 外国人児童生徒相談員配置（６人）
　外国人児童生徒が在籍する小中学校において、就学相談及び支援、翻訳等を行う。
また、教育委員会窓口において就学相談や手続き等の支援を行う。

　(3) ＪＳＬサポーター配置（磐田国際交流協会への委託）
　小学校からの要請に応じて配置し、支援にあたる。

　(4) 外国人児童生徒初期支援教室（ＮＩＪＩ）
　日本語能力や学校生活適応面において特別な支援を要する者に対して、学校で必要
な初歩的・基礎的な生活指導や日本語指導を一定期間集中的に行う。また、在籍校へ
のスムーズな適応のために、NIJI 通級中に在籍校への体験学習を一日設定する。
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磐田の教育

【対　　象】　磐田市に住民登録をし、磐田市立小・中学校に在籍する児童生徒のうち、以下
　　　　　　のいずれかに該当する者
　　　　　　・日本の学校生活の経験がない、または少ない者
　　　　　　・日本語が全く理解できない者
　　　　　　・その他、入室が適当であると判断される者
【定　　員】　８人程度
【場　　所】　〒 438 － 0078　磐田市中泉 1203 番地２　磐田中部小学校４階
【指導期間】　原則として最長３か月
【指導内容】　・日本の学校に適応するための生活指導
　　　　　　・学校生活上、必要最小限の日本語会話
　　　　　　・ひらがな、かたかなの読み書き
　　　　　　・算数などの教科の基本的な学習用語

５　外国人児童生徒への支援体制

外国人児童生徒　編入・転入

外国人児童生徒初期支援教室

公立小中学校

教育委員会学校教育課
☆外国人児童生徒相談員
☆外国人児童生徒支援員

☆外国人児童生徒相談員　☆外国人児童生徒支援員　☆ＪＳＬサポーター（小学校）

磐田国際交流協会
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方針別主要事業一覧＜方針１＞
【方針 1】　子どもの ｢生きる力」を育みます。

施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

施
策
１　

魅
力
あ
る
園･

学
校
づ
く
り
の
推
進

コンピュータ教育研究委員会
授業改善,情報活用力育成及び情報モラ
ル教育のため、コンピュータ活用を推進す
る。

小中学校教職員 年間 委員会　2回
小委員会　3回 学校教育課

教育委員会訪問 学校・園経営及び授業の参観等を通し、市
教育の充実を期す。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 ５月～10月 園・学校訪問

教育総務課
学校教育課

幼稚園保育園課

学校教育課要請訪問 校内研修の充実及び授業改善を図るた
め、要請のある学校を訪問する。

小学校
中学校 年間 学校訪問 学校教育課

校長会
特色ある学校経営、開かれた学校づくりな
ど、リーダー、経営者としての資質向上に資
する。

校長 7回
市主要事業の具体化（特別支援
教育、小中一貫教育等）、生徒指
導等への対応等

学校教育課

幼稚園・こども園長会 特色ある園教育をめざし、園長の資質向上
を図る。 幼稚園・こども園長 8回 市主要事業の具体化、園諸課題

についての協議等 幼稚園保育園課

人権教育研修会 人権に対する理解を深め、指導力の向上を
図る。

幼稚園・こども園
小中学校教員 ２回 研修会

講演会（希望） 学校教育課

園児・児童生徒の健康診断 園児、児童生徒の健康の保持・増進を図
る。

園児、児童生徒
（就学対象児） 年間 学校医による健診 学校教育課

幼稚園保育園課

教職員の健康診断 教職員の健康の保持・増進を図る。 教職員 年間 生活習慣病検診、指定年齢検診、
結核検診等 学校教育課

学校給食の実施 安全･衛生･栄養に配慮した学校給食を提
供し､心身の健全な発達に資する｡

幼稚園・こども園
小学校・中学校 年間 単独調理場及び学校給食センター

で実施 学校給食管理室

学校給食物資委員会 学校給食用物資の購入を適正・円滑に行
い学校給食の推進を図る。 学校給食物資委員 年間 購入物資の入札等による選定 学校給食管理室

栄養教諭、学校栄養職員派遣

食に関する正しい知識と食習慣の向上を
図る。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 年間 園・学校訪問による栄養指導 学校教育課

学校給食管理室

学校給食調理員の資質の向上を図り、衛
生管理の充実を期す。

小学校
中学校 年間 学校訪問による衛生管理指導 学校給食管理室

食中毒防止 食中毒防止のため施設設備の改善を図
る。

単独調理場
学校給食センター ８月 老朽施設・設備の点検、改善 学校給食管理室

学校給食関係職員全体研修会 学校給食関係職員の衛生意識の高揚や
調理に関する知識の向上を図る。

栄養教諭、学校栄養職員、
調理員 1回 衛生講習会、講演、分科会 学校給食管理室

初任者研修会 教育公務員としての知識・教養を高め、指
導技術の向上を図る。 小中学校新規採用教員 ５日 社会体験研修

学習指導・学級経営研修 学校教育課

生徒指導研修会 生徒指導上の課題を協議するとともに、担
当者としての資質向上を図る。

小中学校
生徒指導主事･主任 ２回 いじめ・不登校・問題行動等への対

応 学校教育課

教科領域等指導員研修会及
び学校訪問

教職経験３年目までの教員を対象に教科
等指導力を目的とした指導を実施する。併
せて自己の指導力向上を図る。

小中学校教員 年間 研修会、学校訪問、講演会 学校教育課

教職員資質向上支援
・ふるさと礎プラン
・今日的課題研修

経験３年目までの教員に対して、授業力や
学級経営力の向上を図る。また、中核となる
立場の職員に対し、職務内容に即した研修
を実施する。

小中学校
・経験年数１～３年目
・教頭、主幹教諭、
教務主任、研修主任等

年間 研修会、学校訪問 学校教育課

外国語指導助手（ALT）派遣 コミュニケーション能力の育成、外国文化
等の理解を図る。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 年間 ALT学校訪問 学校教育課

電子黒板活用
「わかる楽しい授業の創造」と「児童生徒の
情報活用能力の育成」のため、電子黒板
やデジタル教科書を活用した教育の推進
に努める。

小学校
中学校 年間 電子黒板活用授業づくり研修会 学校教育課

デジタル教科書活用 より効果的な教育活動を推進する。 小学校
中学校 年間 電子黒板事業とタイアップしての研

修会 学校教育課

学校（園）防災
・防災教育
・防災管理
・防災に関する組織

暴風、豪雨、高潮その他の異常な自然現象
による土砂災害や浸水災害、地震、津波
あるいは火災等から園児・児童・生徒の安
全を確保する安全教育の一環として、学校

（園）防災の充実を図る。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 年間

防災教育
避難計画や避難訓練
学校防災マニュアルの評価と見直
し
教職員の防災訓練

教育総務課
学校教育課

幼稚園保育園課

学校運営協議会 地域に開かれ、信頼される学校づくりを推
進する。

小学校
中学校 年間

各学校、年間３回開催、必要に応じ
個別に意見聴取
学校評価システムによる学校改善
ＣＳディレクターの活用

学校教育課

小中一貫教育の推進
小中一貫教育を推進するため、すべての学
府の小中学校で、小中一貫教育を実施す
る。

10学府（中学校区）の
小中学校 年間 研修会

実践報告会 学校教育課

保幼小合同研修会 就学前教育と小学校教育との連続性のあ
る指導のあり方について研究する。

保育園・幼稚園・こども園・
小学校教員 2回 研修会 学校教育課

幼稚園保育園課

方針別主要事業　方針１
方針別主要事業一覧
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方針別主要事業　方針１
方針別主要事業一覧

施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

施
策
１　
魅
力
あ
る
園･

学
校
づ
く
り
の
推
進

主任会
幼稚園・保育園・こども園の運営上の諸問
題について研究し、主任としての自覚と資
質の向上を図る。

幼稚園主任
保育園主任
こども園主任

３回 全体会 幼稚園保育園課

教育課程研究委員会
保育所保育指針・幼稚園教育要領・子ども
園教育保育要領を理解し、「環境による主
体性を大切にした保育について」の理解を
深め、実践を通して保育の質を高めていく

副主任幼稚園教諭・
副主任保育士・
副主任保育教諭

4回 全体会　部会 幼稚園保育園課

初任者研修会
幼稚園教諭・保育士・保育教諭として職務
の遂行に必要なことについて研修し、使命
感を養い、専門職としての知識･技能を高め
る。

採用３年目までの幼稚園教
員･保育士・保育教諭

（幼稚園新規採用者を除く）
４回 講話、演習等 幼稚園保育園課

幼児理解支援研修会
特別な支援を要する子の理解や個に応じ
た支援の仕方を学び、保育者の資質向上
を図る。

支援員・加配保育士・担任
希望者 2回 講話、演習等 幼稚園保育園課

施
策
２　

｢

個｣

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援･

指
導
の
充
実

３５人学級（ふるさと先生）制度
一人一人の学力や心の状態を正確に把握
し、個の実態に応じたきめ細かな指導を通
して児童・生徒の豊かな個性を育み、学力
の向上を図る。

小学校・中学校
(小３から中３は原則県事業
で実施）
小１,小2は国の編制基準変
更で対応

年間
該当学校への市費負担の教員配置
少人数指導の充実
市費負担教員研修会

学校教育課

教育支援員配置事業

特別に支援を要する学級（児童･生徒）に
対して教育支援員・介助員を配置し、学級
運営の充実を図る。
外国人児童生徒に生活や日本語の支援を
行い、学校における適応能力を育成する。
３５人学級の基準を適応できない学年にお
いて、少人数指導を行う際の担任の補助を
行う。

小学校
中学校 年間 教育支援員の配置

学級での授業の補助 学校教育課

特別支援員 特別に支援を要する子どもに対して特別支
援員を配置し、園運営の充実を図る。 幼稚園・こども園 年間 保育の補助 幼稚園保育園課

巡回相談 園児の観察を通じて、対応と今後の指導の
方向を検討する。 保育園・幼稚園・こども園 年間 カウンセラー巡回訪問 幼稚園保育園課

教育支援センター
不登校等で学校生活に適応できない児童
生徒の適応能力の育成及び社会的自立
支援を図る。

児童生徒、保護者、教員 年間
・通級支援
・来室支援
・訪問支援

学校教育課

特別支援教育体制推進事業
LD、ADHD、高機能自閉症等の特別な支
援を必要とする幼児・児童・生徒の実態把
握及び支援の方法を探り、関係機関等で
の連携した支援体制を整備する。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 年間

・巡回相談
・専門家チーム会議
・個別ケース検討会議
・研修会

学校教育課

磐田市就学支援委員会 特別に支援を要する子どもに対して適正な
就学支援を行うための判断をする。

医師、校長、教員、園長、
福祉等関係者等

６月
9月

１１月
１月

特別支援学校、学級、ＬＤ等通級
指導教室対象の幼児・児童生徒の
審議

学校教育課

いじめや不登校等に対応する
教育相談体制推進事業

児童生徒のいじめや不登校等に対応する
ため、教育相談体制の充実を図る。

児童生徒、保護者及び
小中学校教員 年間

・教育支援センターによる教育相談
　及び通級、訪問支援
・心の教室相談員による相談活動
　及び生徒支援
・臨床心理士等緊急派遣
・ネットパトロール
・いじめSOSメールの設置
・スクールソーシャルワーカーの配置

学校教育課

外国人児童生徒相談員派遣
外国人児童生徒の日本での学校生活へ
の適応を促進すると共に、就学相談を行
う。

小中学校在籍外国人
帰国児童生徒等 年間 学校訪問

担当教員研修 学校教育課

外国人園児相談員派遣
就学手続、日常生活等の相談に応じ、不安
解消をしたり、集団生活へのスムーズな適
応を図る。

外国人園児及び保護者 年間
就学、生活等の相談
相談員
幼稚園

幼稚園保育園課

ＪＳＬサポーター派遣 外国人児童の学校における適応を支援す
る。 小学校 年間 学校訪問 学校教育課

外国人児童生徒初期支援教室
（ＮＩＪＩ）

外国やブラジル人学校等から編入する児童
生徒や帰国児童生徒に対して、３か月程度
日本語の読み書きを集中して学習させる。

日本語初期支援が必要な
小中学校在籍児童生徒 年間 定員８人程度 学校教育課



方針別主要事業

【方針2】

子どもの成長を支える
「地域力」をさらに活用します。

Ⓒ磐田市
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磐田の教育

施策１　　地域の学習資源を活かした教育活動の推進

　学校教育への支援（歴史教室《出前講座》・施設見学の受け入れ）
　文化財課では、小中学校へ出向いての歴史教室や埋蔵文化財センターへの見学受け入れ、
及び総合的な学習の支援を行っている。

1　平成 27 年度実績
　　・歴史教室：小中学校 28 件 2,040 人
　　・施設見学の受け入れ：小中学校 17 件 776 人
　(1) 文化財課・埋蔵文化財センター　

総入場者数 1,240 人（うち高校生以下 709 人）
ふるさと歴史たんけん隊
　市内小学校 5・6 年生を対象に 25 人で活動。勾玉作り、土器作りなど文化財に関
　する活動を年 5 回行った。
企画展示会　2 回　　会場：中央図書館（夏）、豊田図書館（冬 )
　夏：合併 10 周年記念企画「大磐田展－古墳からのメッセージ－」
　　　 7 月 25 日～ 8 月 30 日　5,377 人
　冬：「くらしの中の楽しみ～明治・大正・昭和～」
　　　 2 月 6 日～ 2 月 21 日　1,793 人

　(2) 旧見付学校
総入場者数 20,363 人（うち高校生以下 5,899 人）
模擬授業
・『小学生対象　昔の授業体験』
　国語、工作 (8 月７日　40 人参加）
・勉強会「旧見付学校を知ろう」Vol １～ Vol ３
　旧見付学校の概要等に関する講義 
　　　　　　　　　　　(5 月 15 日、7 月 17 日、9 月 17 日 3 回延べ 34 人参加 )
・旧見付学校校舎落成 140 周年記念特別企画展
　「磐田の小学校～今むかし」平成 27 年 6 月 2 日～平成 28 年 3 月 31 日　16,765 人
　平成 17 年 4 月 1 日の合併当時、市内にあった 23 校の小学校のあゆみをパネルにて展示

　(3) 旧赤松家記念館
総入場者数 24,975 人（うち高校生以下 2,932 人）
　『夏のイベント』
お茶講座「星あそび・六茶の味くらべ」、クイズラリー、工作教室外（290 人参加）

　(4) 竜洋郷土資料館
総入場者 338 人（うち高校生以下 91 人）

　(5) 豊岡農村民俗資料館
総入場数 256 人 ( うち高校生以下 108 人 )

方針別主要事業　方針２
　施策１　地域の学習資源を活かした教育活動の推進

訪問歴史教室（歴史講義） 訪問歴史教室（昔の道具）
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　ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦
　
１　目的

　磐田市は、ジュビロ磐田の「ホームタウン」であり、このホームタウンとは、「Ｊクラ
ブと地域社会が一体となって実現する、スポーツが生活にとけ込み、人々が心身の健康
と生活の楽しみを享受することができる町」を意味している。
　ホームタウンに住む子どもたちが、地域のプロスポーツチームであるジュビロ磐田の
試合を観戦することで、様々なスポーツに関心を持つきっかけ作りとすると共に、地元
チームへの愛着や、磐田市をふるさととして誇りに想い、将来にわたって磐田市を愛す
る気持ちを育むことを目的としている。

２　平成 27 年度実績
　（１）日時・対象試合・会場

ア　日　時　平成 27 年６月６日（土）　
イ　試　合　Ｊ２リーグ　ジュビロ磐田 ｖｓ ツエーゲン金沢（14 時試合開始）
ウ　会　場　ヤマハスタジアム（磐田）

　（２）観戦対象学年・人数
・市内小学校５・６年生　計 3,071 人
・引率教員、市職員　　　計  310 人　

　（３）交通手段
貸切バス 70 台使用。（一部の小学校は徒歩）

　（４）費用負担
バス代、入場料等事業にかかる経費は、磐田市が負担

　（５）事後アンケート結果より
　参加児童に対してアンケート調査を行った結果、「磐田市のことを以前より好きに
なったか」の質問に対して、８割近い児童から「好きになった」若しくは「どちらか
といえば好きになった」との回答を得られており、事業目的に対して大きな成果を挙
げている。

磐田市のことを以前よりも好きになったか

〈5年生〉

好きになった
どちらかといえば好きになった
以前と変わらない
どちらかといえば嫌いになった
嫌いになった

磐田市のことを以前よりも好きになったか

〈6年生〉

好きになった
どちらかといえば好きになった
以前と変わらない
どちらかといえば嫌いになった
嫌いになった

53%
27%

20%

0%
0%

41%

32%

27%

0%
0%
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施策２　　子どもを健やかに育む地域づくり

　放課後子ども総合プラン

１　趣旨
　地域社会の中で、子どもたちが安全で安心して、健やかに育まれるよう、子どもたち
が地域の中で様々な人とかかわりながら活動できる環境づくりを推進したり、保護者が
就労等により昼間家庭にいない小学校児童に適切な遊びや生活の場を提供したりする。

２　放課後子ども総合プラン
　(1) 運営委員会

　放課後子供教室及び放課後児童クラブの運営方法と両事業の連携について検討する。
　(2) 放課後子供教室

　放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所を設け、地域の方々の参画を得て、子
どもたちが地域社会の中で育まれる環境づくりを推進することを目的に、福田、竜洋、豊
田地区、磐田南小学校区、長野小学校区、富士見小学校区、大藤小学校区で開催する。

福田地区 竜洋地区 豊田地区 磐田南地区 長野地区 富士見地区 大藤地区

福田小・豊浜小遊びの宝島 竜洋東小
放課後子供教室

竜洋西小
放課後子供教室

竜洋北小
放課後子供教室

青城小
クレヨンクラブ

豊田東小
放課後子供

教室
磐田南小

放課後子供教室
長野小

放課後子供教室
富士見小

放課後子供教室
大藤小

放課後子供教室

実績
場所

福田中央交流セ
ンター

豊浜小
(学習室)

竜洋東小
(1階図書室)

竜洋西小
(2階図工室)

竜洋北小
(2階図書室)

青城小
(運動場､体育館

､畑)
豊田東小

（図工室）
磐田南小
(音楽室)

長野小
(図工室)

富士見小
(2階図書室)

大藤小
(2階学習室)

活動
期間

6月～12月
（全体で年48回）

5月～1月
年17回

5月～1月
年15回

5月～1月
年17回

5月～1月
(年19回)

5月～1月
（年13回）

5月～1月
年17回

5月～1月
年8回

5月～1月
夏休み2日
年10回

6月～1月
年7回

日時

水曜日
15:00～16：30

土･日曜日
9:00～12：00

水曜日
15:00～16：30 水曜日

15:15～16:15

水曜日
15:15～16:45
（11月以降
16:30まで）

水曜日
15:15～17:00

月曜日
15:15～16:00

水曜日
15:15～16:15

水曜日
14:30～15:25

水曜日
15:00～16：00

講座によって曜日、時間帯が異なる

参加
対象 福田小･豊浜小1～6年生 竜洋東小

2～6年生
竜洋西小
3～6年生

竜洋北小
3～6年生

青城小
2～4年生

豊田東小
4年～6年生

磐田南小
5～6年生

長野小
5～6年生

富士見小
2～3年生

大藤小
3～5年生

参加
人数

実48人 
児童クラブ在籍者3人

実7人  児童クラ
ブ在籍者2人

実22人  児童クラ
ブ在籍者1人

実15人  児童ク
ラブ在籍者3人

実46人  児童ク
ラブ在籍者７人

実12人  児童ク
ラブ在籍者5人 実19人 実13人 実20人  児童ク

ラブ在籍者6人
実15人  児童ク
ラブ在籍者2人

活動
内容

生け花・昔遊び・茶道・英語・スナッグ・
囲碁・将棋・手話 国語・算数の学習活動の支援

英語等・ライフス
キル教育に基づ

いた活動
算数の学習活動

の支援
算数の学習活動

の支援
国語・算数の学
習活動の支援

国語・算数の学
習活動の支援

講座方式(１講座6回)全8講座 教室方式 教室方式(選択) 教室方式 教室方式 教室方式 教室方式 教室方式

指導員

コーディネーター　1人
教育活動サポーター16人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
 6人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
5人

コーディネーター 
1人

教育活動推進員 
6人

コーディネーター
　1人

教育活動サポー
ター　 12人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
2人

教育活動サポー
ター　　5人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
18人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
9人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
4人

コーディネーター
　1人

教育活動推進員
6人

計17人 計7人 計6人 計7人 計13人 計8人 計19人 計10人 計5人 計7人

（平成28年５月18日現在）

方針別主要事業　方針２
　施策2　子どもを健やかに育む地域づくり
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　(2) 放課後児童クラブ
　保護者が労働等により昼間家庭にいない市内小学校に就学している子どもに、授業
の終了後（以下「放課後」という。）や春・夏・冬休み・土曜日等の学校休業日におい
て、適切な遊びや生活の場を提供し、子どもの状況や発達段階を踏まえ、その健全な
育成とその家庭の子育て支援を図ることを目的に実施する。
　市内 22 小学校区で 43 クラブを開設するが、41 クラブは市が直営で運営し、2 クラ
ブ ( 田原小第１・第２児童クラブ ) は地区社協に委託する。

（平成28年５月１日現在）

№ クラブ名 開催場所 在籍児童数（人） 備　　　考
1 磐田北小第１児童クラブ 見付交流センター２階 30
2 磐田北小第２児童クラブ 磐田北小北校舎１階 31
3 磐田北小第３児童クラブ 磐田北小北校舎２階 29
4 磐田北小第４児童クラブ 磐田北小南校舎１階 28
5 磐田中部小第１児童クラブ 中部小分教室 20
6 磐田中部小第２児童クラブ 中部小南校舎１階 27
7 磐田中部小第３児童クラブ 中部小分教室 22
8 磐田西小第１児童クラブ 中泉交流センター２階 39
9 磐田西小第２児童クラブ 中部小分教室 36
10 東部小第１児童クラブ 御厨交流センター１階 24
11 東部小第２児童クラブ 東部小南校舎１階 31
12 東部小第３児童クラブ 林宝院　住居部分 30
13 富士見小第１児童クラブ 富士見小敷地内専用施設 46
14 富士見小第２児童クラブ 富士見小敷地内専用施設 45
15 磐田南小第１児童クラブ 磐田南小北校舎１階 37
16 磐田南小第２児童クラブ 旧農協天竜支店 41
17 向笠小児童クラブ 向笠小体育館２階 15
18 長野小第1児童クラブ 長野小北校舎１階 20
19 長野小第２児童クラブ 長野小北校舎１階 18
20 大藤小児童クラブ 大藤小南校舎１階 26
21 岩田小児童クラブ 岩田小特別棟１階 16
22 福田小第１児童クラブ 福田小南校舎１階 28
23 福田小第２児童クラブ 福田小南校舎２階 25
24 福田小第３児童クラブ 福田小北校舎１階 26
25 豊浜小児童クラブ 豊浜小南校舎１階 17
26 竜洋東小児童クラブ 竜洋東小北校舎１階 22
27 竜洋西小第１児童クラブ 竜洋西小南校舎１階 24
28 竜洋西小第２児童クラブ 竜洋西小敷地内専用施設 19
29 竜洋西小第３児童クラブ 竜洋西小北校舎１階 27
30 竜洋北小第１児童クラブ 竜洋北小１階 20
31 竜洋北小第２児童クラブ 竜洋北小１階 16 　　　　　　　
32 豊田北部小第１児童クラブ 豊田北部小北校舎１階 38
33 豊田北部小第２児童クラブ 豊田北部小北校舎１階 35 　　　　　　　
34 豊田東小児童クラブ 豊田東小南校舎2階ほか 65
35 豊田南小第１児童クラブ 豊田南小南校舎専用室 31
36 豊田南小第２児童クラブ 豊田南小体育館２階 23
37 青城小第1児童クラブ 青城小北校舎１階 31
38 青城小第２児童クラブ 青城小北校舎１階 19
39 豊岡南小第１児童クラブ 豊岡南小北校舎１階 21
40 豊岡南小第２児童クラブ 豊岡南小北校舎１階 23
41 豊岡北小児童クラブ 豊岡北小敷地内専用施設 33
42 田原小第１児童クラブ 旧農協田原支店 25 田原地区社協に委託
43 田原小第２児童クラブ 田原小北校舎１階 22 田原地区社協に委託

計 1201　 
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方針別主要事業　方針２
　施策２　子どもを健やかに育む地域づくり

　　磐田市ＰＴＡ連絡協議会

１　目的
　ＰＴＡの健全な発展を推進し、児童生徒の健やかな育成を図ることを目的に、小中学
校の各単位ＰＴＡの連携やＰＴＡのあり方等についての研修のほか、本会の目的達成に
必要な事業を実施し、学校及び家庭における教育の振興に努める。

２　磐田市ＰＴＡ連絡協議会テーマ
　活力あるＰＴＡ活動を推進しよう

３　事業
　(1) 理事会、会長会、総会、ＰＴＡ研修会

　理事会、会長会、総会では、磐田市ＰＴＡ連絡協議会の組織、事業計画、会計等に
ついて協議し、各地区や各専門委員会での活動内容を報告する。また、ＰＴＡ研修会
を年１回開催し、市長・教育長から磐田市の教育についての講話を聴く全体会や、代
表小中学校のＰＴＡ活動を紹介する分散会を実施している。

　(2) 専門委員会
　次の専門委員会をおき、委員会ごとに講師を招聘しての研修や情報交換等を行う。
ア　成人教育委員会・・・・・父親の役割等について。コミュ ニティづくりに向けて
　　　　　　　　　　　　　　のＰＴＡの関わり方
イ　広報委員会・・・・・・・ＰＴＡ新聞等広報について。
ウ　校外生活指導委員会・・・児童生徒の安全確保等について。
エ　母親委員会・・・・・・・家庭内のしつけや母親のあり方等について。

４　主な内容（平成 28 年度の予定）
事　業　名 年間回数 主　な　内　容

理事会 ５回
(4､6､8､12､3月)

組織、事業計画、会計
市ＰＴＡ研修会計画　市Ｐ連総会準備
まとめ誌「あしあと」編集、次年度事業計画　　他

会長会 ２回
(4､7月)

組織、事業計画、会計　他
市ＰＴＡ研修会計画

総会 １回(5月) 組織・事業計画・予算・規約の承認

磐田市ＰＴＡ研修会 １回(8月) ５分散会に分かれての実践発表、全体会

成人教育委員会 ２回
(6､10月)

講話「ＰＴＡとして磐田版コミュニティ・スクールにどうかかわるか」
協議 講話を受けてのグループ討議

広報委員会 ２回
(5､11月)

講話「楽しんで読んでもらえる広報誌づくり」
講話「学校新聞づくりに携わって」

校外生活指導委員会 ２回
(6､11月)

講話「有害情報環境対策　スマホ･携帯電話･インターネット等について」
協議「スマホルール（市Ｐ連アピール）」各校の取組について

母親委員会 2回
(7､10月)

グループ討議・発表
　「心をつなげて、子どもの成長を支えよう」
講話「人生における食の作法」

県ＰＴＡ熱海大会 2月18日 実践発表・記念講演・表彰
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実施回数 参加者

公立幼稚園家庭教育学級 １1学級　１1回 延べ758人

公立幼稚園家庭教育学級（父親参加型） １3学級　１3回 延べ2,267人

私立幼稚園 ３園　３回 延べ188人

保育園 ２１園　２１回 延べ1,067人

小学校 15校　１5回 延べ 1,209人

中学校 ６校　６回 延べ784人

　　家庭教育推進事業

１　家庭教育出前講演会
　（１）目的

　家庭教育の重要性について、一人でも多くの保護者に認識を深めてもらうことや、
子育てについての不安や悩みを解消するための学習機会の提供を目的として、家庭教
育出前講演会を開催している。

　（２）平成 27 年度の主な実施演題内容
　○子どもの幸せな自立のために親ができること
　○思春期の子どもとの接し方
　○子どものインターネット利用状況と対策
　○子どもの主体性を育む「褒め方・叱り方・しつけ方」
　○親子で絵本を楽しもう

　（3）平成 27 年度実績

2　家庭教育講座
　（１）家庭教育講座・妊娠期編

　妊娠期の親とその家族の方を対象に、親子のふれあいやしつけ、コミュニケーショ
ンの取り方等、家庭教育について基本的な理解を深めてもらうため、開催した。
　　　　　開催日　　６月 14 日（日）、11 月 18 日（水）、２月 28 日（日）
　　　　　参加者　　87 人

　（２）家庭教育講座・中学生編
　中学生を対象に、未来の親となるため、健全な父性・母性の育成を図ることを目的
に開催した。
　　　　　開催日　　８月５日（水）
　　　　　参加者　　中学生　50 人、赤ちゃんボランティア　18 組 38 人
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方針別主要事業　方針２
　施策２　子どもを健やかに育む地域づくり

　　中学生イベントボランティア講座

１　趣旨・目的
　市内の中学生が、様々な地域活動への参加をとおして、社会性や思いやりの心を育み、
自らの意思で行動できる青少年を育成するとともに、リーダーとしての活動や社会的役
割の重要性を広く啓発をすること。また、学級単位や学校単位を超えた同世代の仲間と
の交流の場をつくることにより、広域的な仲間づくりをすることを目的とする。

２　認定
　当講座を受講し、年間 20 時間以上の活動をした生徒は、静岡県青少年指導者級別認定
事業の初級認定を受けることができる。当市の平成 27 年度初級認定者数 273 人は、静岡
県全体での認定者数の約１割にのぼり、多くの認定者が毎年生まれている。

受講者数（人） 初級認定者数（人） 初級認定率（％）

平成 26年度 252 247 98.0

平成 27年度 286 273 95.5

３　活動内容
　各種イベント主催者にご協力をいただき、年間約 50 回の活動を設定。
　海岸の清掃活動や福祉イベント、スポーツイベント、成人式などの運営補助を行い、
青少年指導者に必要な基本的知識や技能を習得し、リーダーとしての資質や能力を高め
ることや、同世代の仲間との交流を行っている。

４　課題
（１）講座へ参加を希望する生徒全員の受け入れ

　平成 27 年度は 286 人が受講したが、参加希望者は 480 人であった。意欲がある生
徒全員を受け入れることができる実施方法の検討が必要である。

（２）初級認定者の活用
　講座受講により初級認定者数は多く生まれているが、認定された後、地域や市の各
種活動で活躍する場を提供することができていない。情報提供や継続して活動するた
めの支援が求められる。
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　　青少年健全育成会団体への支援
　市民活動推進課では、青少年健全育成会連合会に対して、青少年の健全育成に関する諸
事業への支援を行っている。

事業紹介
１　ネット・スマホ依存による心と体の弊害を防ぐ活動
（１）青少年育成３団体が定める携帯・スマホ等の使用に関する共通「磐田ルール」の啓発
・７月キャンペーン「磐田ルール」入りうちわ配布
・磐田市青少年健全育成大会において、
  「磐田ルール」クリアファイル配布
・広報「いわた」７月号「磐田．ナウ」に「磐田ルール」掲載
・交流センターへのポスター掲示による周知活動

２　家庭の教育力が向上するための活動
（１）青少年健全育成大会講演会の開催
期　　日　　　平成 27 年 11 月 14 日（土）
場　　所　　　竜洋なぎの木会館　いさだホール
参  加 者　　　約 480 名（うち健全育成会 193 名）
内　　容　　　(演題 )　「子どもたちを取り巻くネット環境　～最新事例とその対応法～」　
　　　　　　　( 講師)　全国web カウンセリング協議会　理事長　安川　雅史　氏

３　青少年がその誇りと責任についての自覚を高める運動（青少年健全育成大会の中で実施）
（１）優良青少年等表彰　
　青少年個人の部　１名、青少年団体の部　３団体、青少年指導者個人の部　６名

（２）中学生の主張（市内中学校より代表者　１名）
（３）広島平和記念式典参加報告（市内中学校より代表者　１名）
　　　

４  青少年の非行及び事故防止のための活動
（１）青少年の非行・被害防止強調月間（７月）におけるキャンペーンの実施
　磐田駅、マックスバリュ福田店、遠鉄ストア竜洋店、マックスバリュ豊田店、ベイ
シア磐田豊岡店他において、ちらしやうちわを配布し、青少年の非行・被害防止強調
月間の周知及び青少年の健全育成について啓発した。

（２）青少年を取り巻く有害な社会環境改善のための啓発活動
　携帯・スマホ等の使用に関する共通「磐田ルール」及び地域の青少年声掛け運動に
ついて知らせるちらしを作成し、７月１日付け自治会回覧にて周知した。
　　　

５　青少年健全育成啓発活動への参加と連携
（１）子ども・若者育成支援強調月間（11 月）に小・中学校及び交流センター等へ啓発用横断幕を
　　　設置　　　　　横断幕：「広げよう！子どもを守る　地域の輪」

（２）子ども・若者育成支援強調月間静岡県大会への参加
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前
年
度

回　　　数 220 121 146 109 60 656

参加
人数

大人 　2,171 282 377 620 273 3,723

子供 3,326 808 1,227 1,180 372 6,913

計 5,497 1,090 1,604 1,800 645 10,636

比　

較

回　　　数 −21 −6 −4 38 19 25

参加
人数

大人 −238 −52 23 413 −19 127

子供 −905 −233 1 363 40 −734
計 −1,143 −285 24 776 21 −607

方針別主要事業　方針２
　施策３　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

館　　　名 中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館 計

自
主
事
業

回　　　数 176 99 102 120 66 563

参加
人数

大人 1,790 214 290 821 146 3,261

子供 1,777 336 438 1,130 225 3,906

計 3,567 550 728 1,951 371 7,167

連
携
事
業

回　　　数 23 16 40 27 13 118

参加
人数

大人 143 16 110 212 108 589

子供 644 239 790 413 187 2,273

計 787 255 900 625 295 2,862

総　

計

回　　　数 199 115 142 147 79 681

参加
人数

大人 1,933 230 400 1,033 254 3,850

子供 2,421 575 1,228 1,543 412 6,179

計 4,354 805 1,628 2,576 666 10,029

施策３　　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

　児童サービス
　乳児から子どもに関わる大人まで、他機関との連携を含め、子どもの読書推進に関わる
事業を全館で実施しています。
　自主事業：おはなし会、ブックスタート、読書講演会、講座、夏休み図書館クラブ　等
　連携事業：幼稚園・保育園児へのおはなし会、ガイダンス、職場体験、講話　等

平成 27 年度 実績

　おはなし会　
　すぐれた絵本の読み聞かせやストーリーテリングを通して、おはなしの楽しさを伝え、
家庭における読み聞かせのきっかけを作ることを目的に ｢おはなし会｣ を実施しています。
毎週定例のおはなし会や、幼稚園・保育園児への随時のおはなし会など、様々な形で実施
しています。
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平成 27 年度 実績（自主事業・定例のみ）
館　　　名 中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館 計

平
成
27
年
度

開催曜日
対　　象

水曜2回・
第2・3・4土曜
0～12歳位

水・土曜
2～6歳位

第1金曜・
木・土曜

0～6歳位
金・土曜

2～6歳位
金曜２回
2～6歳位

回　　　数 132 89 91 105 59 476

参加
人数

大人 589 131 173 271 81 1,245

子供 752 202 241 482 132 1,809

計 1,341 333 414 753 213 3,054

館　　　名 中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館 計

平
成
27
年
度

実施回数 24 6 6 12 6 54
配布人員 560 66 87 242 65 1,020

ブックスタートの会　5月・9月・1月　計3回開催　　　　　　　　　　　　　配布人数74人
対象者　1,383人　　　　　　　　　　　 　　合計57回　  　　　　　計1,094人

平
成
26
年
度

実施回数 24 6 6 12 6 54
配布人員 601 87 88 237 63 1,076

ブックスタートの会　5月・9月・1月　計3回開催　　　　　　　　　　　　　　配布人数73人
対象者　1,431人　　　　　　　　　　　 　　合計57回　  　　　　　計1,149人

比　

較

実施回数 0 0 0 0 0 0
配布人員 －41 －21 －1 5 2 －55

ブックスタートの会　5月・9月・1月　計3回開催　　　　　　　　　　　　　　配布人数1人
対象者　−48人　　　　　　　　　　　 　　合計０回　  　　　　　計　　－55人

平
成
26
年
度

回　　　数 134 88 94 77 40 433

参加
人数

大人 689 153 194 238 56 1,330

子供 866 295 266 484 83 1,994

計 1,555 448 460 722 139 3,324

比　

較

回　　　数 −2 1 −3 28 19 43

参加
人数

大人 −100 −22 −21 33 25 −85

子供 −114 −93 −25 −2 49 −185

計 −214 −115 −46 31 74 −270

　ブックスタート事業　
　０歳児 ( ３～５か月児 ) と保護者に、メッセージを伝えながら、乳児向け絵本が入ったブッ
クスタート・パックを渡しています。

平成 27 年度 実績
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平成 27 年度 実績
　(1) 参加数　( 平成 27 年４月１日現在 )
　　　　市内全 22 小学校　３年生対象　　学級数　53 クラス　　児童数 1,533 人
　(2) 茶の間ひととき読書連絡推進協議会
　　○　委員構成
　　　　会長１人・副会長２人・顧問１人・理事６6 人
　　　　( 小学３年生担任教員・小学３年生 PTA・校長会代表・磐田市教育委員会学校教育課長・図書館職員 )
　　○　理事会

方針別主要事業　方針２
　施策３　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

活動内容及び
実践開始時期

・小学校３年生の各学級に、市立図書館の図書約 50 冊ずつを貸出し、家庭に持ち帰って、親子で
読書を楽しむ。

・推進母体である協議会は、理事会、講演会、文集発行などを実施。
・各学校では、読み聞かせ、広報紙の発行など、独自の活動を実施。
・講演会の講師には、県内から子どもの読書活動に関わっている方を招いている。

活動体制
　推進母体である協議会は、保護者代表、教員代表、図書館により組織し、年５回の理事会（保護
者２回、教員２回、合同１回）、保護者対象の読書講演会の開催、作文集を発行する。

活動の効果
　様々な活動を通じ、子どもたちは着実に読書が生活の一部として根付いている。さらに、保護者の多
くがその効果を認め、４学年に進級しても独自の活動を続ける学校が多い状況である。

回 理事会 月日 出席人数
第１回 教員代表理事会① ４月２８日 ２7人
第２回 ＰＴＡ代表理事会① ５月  ８日 ４2人
第３回 教員代表・ＰＴＡ代表 合同理事会② ７月  ２日 59人
第４回 ＰＴＡ代表理事会③ ２月１２日 38人
第５回 教員代表理事会③ ２月１９日 22人

演　題 講　師 対象 月日 参加人数

「親子読書で楽しい子育て」 元静岡大学教育学部
非常勤講師　滝井なみき 理事・一般 ６月12 日 76 人

　茶の間ひととき読書運動　
　茶の間ひととき読書運動は、昭和 41 年６月の磐田市立大藤小学校、同向笠小学校を皮切
りに市内全小学校で実施し、さらに平成 17 年には１市３町１村の合併と同時に全ての小学
校で実施してきたもので、３年生児童全員を対象とする読書運動である。推進母体は、学校・
保護者・図書館の３者により組織する団体であることが最大の特徴で、子どもの読書推進
に携わる多くの大人が関わり、途切れることなく継続され、今年で 51 年目を迎える。
　年度当初、本嫌いだった児童も３学期に入る頃には本好きに成長するなど、その成果が
各方面から高く評価されている。推進母体である磐田市茶の間ひととき読書連絡推進協議
会は、その長年の功績が認められ平成 18 年４月 23 日（子ども読書の日）に、子ども読書
活動優秀実践団体として文部科学省表彰を受賞した。

　　○　新聞・作文集の発行
　　　　　「ちゃのま新聞」を７月上旬に発行（発行部数 1,700 部）
　　　　　作文集「ちゃのま」を３月下旬に発行（発行部数 1,870 部）
(3) 茶の間ひととき読書講演会



66

磐田の教育

方針別主要事業一覧＜方針 2 ＞
【方針 2】　子どもの成長を支える ｢地域力｣ をさらに活用します。

施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

施
策
１　

地
域
の
学
習
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　

教
育
活
動
の
推
進

社会科副読本改訂委員会 郷土学習（社会科）の副読本を改訂する。 小学校教員 年間 教師用指導資料等の作成
最新の情報に改訂する。 学校教育課

ジュビロ磐田ホームゲーム
小学生一斉観戦

磐田市をふるさととして誇りに想う気持ちを
共有し、将来にわたって磐田市を愛する気
持ちを育む。

小学校5･6年生 5月 スタジアムでのサッカー一斉観戦

スポーツ振興室

ジュビロ学校訪問
ジュビロ（サッカー・ラグビー）の選手等が子ど
もと交流し、競技やチームに対する興味関心
を高めるとともに磐田市への愛着心を育む。

小中学生 年１～２回 小中学校へ訪問

訪問歴史教室等の実施 小・中学校の社会科・一般の講座等におい
て地域の歴史文化の学習機会を提供する。 小中学生・一般市民 年間 小中学校及び各公民館等へ訪問

文化財課
旧見付学校事業 特別企画展・模擬授業（昔の授業体験・昔

の遊び体験）を開催する。 小学生 ８月 授業・遊びとも各1回実施

ふるさと歴史たんけん隊 文化財関連施設を利用して歴史を体験学
習する。 小学5・6年生 ７月～ 年４回開催

バス事業（史跡・施設巡り） 文化財の所在地を訪ねて、文化財を理解
するとともに地域の歴史や風土を知る。 小中学生 年間 市内各所

   

施
策
２　

子
ど
も
を
健
や
か
に

　
　
　
　

育
む
地
域
づ
く
り

未就園児への園開放
幼稚園・こども園園庭等の開放をし保護者
に子育てに関する相談助言・情報提供を行
い子育ての不安等に対する支援を行う。

未就園児 ６回 各園で開催日を設定する 幼稚園保育園課

放課後子供教室推進事業
放課後の安全･安心な活動拠点(居場所)
を設け、地域住民の参画を得て各種活動
を通して子どもたちの心豊な成長を促す。

小学生 年間

市内11小学校（福田、豊浜、竜洋
北･西･東,青城,豊田東,磐田南、長
野、富士見、大藤)での放課後子供
教室の開催と運営委員会での放
課後対策の検討

学校教育課

放課後児童クラブ
保護者が就労等により昼間家庭にいない
小学校児童に、適切な遊びや生活の場を
提供する。

小学生 年間
市内43箇所（直営41、委託2）で
の放課後児童クラブの実施と、民
間保育所において実施する放課後
児童クラブの補助

教育総務課

家庭教育出前講演会・
家庭教育学級

保護者に対して家庭教育の重要性を促し、
子育ての不安や悩みを解消する。 保護者 年間 講演会・講座

市民活動推進課

少年補導
情報収集・把握及び街頭指導により、少年
非行の未然防止に努めるとともに、有害な
社会環境の改善を図る。

未成年 年間 情報収集・街頭指導

中学生ボランティア講座 中学生を対象とし、リーダー養成や地域活
動への参加を目的とした講座を開催する。 中学生 年間 講座

青少年健全育成会団体へ
の支援

青少年の健全育成に関する諸事業への支
援を行う。 青少年健全育成会連合会 年間

子ども会・青少年活動団体へ
の支援

子どもの健全な育成事業を推進する団体
への支援を行う。

磐田市子ども会育成者連合会
青年会議所　等 年間

成人式 新成人の前途を祝福し励ますとともに大人
としての自覚を促す。 新成人 １月 ５地区で開催

通学合宿推進事業
通学合宿（小学生が家庭から離れ共同生
活しながら通学する体験活動）を継続して
実施する団体を支援する。

一般市民 年間

人権教育講演会 市民が人権問題に対する正しい認識をもち
差別や偏見のない明るい社会を実現する。 一般市民 ６月 講演会

福祉課
人権教室

人権擁護委員が幼稚園、小中学校などに
出向き、読み聞かせや紙芝居、ビデオの上
映を通じて、子ども・市民の人権意識を高め
る。

小中学生・一般市民 年間 講話

　

施
策
３　

家
庭
、地
域
、幼
稚
園･

学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
　

読
書
活
動
の
推
進

茶の間ひととき読書運動
子どもたちには読書の楽しさを伝え、親には
読書の大切さを再認識してもらい、親子で
本に親しむ運動を展開する。

小学校３年生児童と
その家庭 年間 図書配本、講演会、文集発行

中央図書館

茶の間ひととき読書連絡推
進協議会

茶の間ひととき読書運動の連絡推進機関
として、運動の推進発展を図る。

理事(教員･保護者)
66名 ５回 中央館が事務局

夏休み子ども図書館クラブ
夏休み期間中に図書館の業務をー日体験
することにより、本と図書館に親しみをもた
せる。

小学校4・5・6年生 7月 中央
施設見学と業務体験

移動図書館
図書館から遠方に住む小学生のために、本
を自動車に積み小学校へ出向いて、貸し出
しを実施する。

豊岡南小 月約２回 豊岡

(仮称）子ども図書館の検討・
整備

子育て相談機能を備えた、（仮称）子ども図
書館の設置に向けた基本構想を策定する。 子どもと保護者 年間 中央館が事務局

子育て支援と調べ学
習に対する対応

子育て支援コーナー・育児コーナーの充実
を図るとともに、小・中学校の総合学習の
時間に対応するため、地域資料の充実及
び図書資料の整備を図る。

乳幼児
小中学生
一般

年間 全館
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施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課
　
　
　
　
　
　
　

施
策
３　

家
庭
、地
域
、幼
稚
園･

学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
書
活
動
の
推
進

ブックスタート事業
０歳児と保護者に、メッセージを伝えながら、
おすすめの絵本などが入ったブックスタート・
パックを渡す。

3～5ヶ月児 月２回～
隔月

５館毎
離乳食教室開催時

中央図書館

おはなし会

すぐれた物語のお話やストーリーテリングを
通して、本の楽しみを伝え、家庭での読み聞
かせのきっかけづくりに資する。季節に応じ
て、また幼児を対象としてなど、さまざまな形
で実施する。

幼児と保護者
小学生 通年 各館ごと定例

幼稚園・保育園おはなし会 それぞれの参加者を対象に、読み聞かせや
手遊びで、本の楽しさを伝える。 幼稚園児・保育園児 年間 福田・竜洋・豊田

2歳8ヵ月児フッ素塗布での
おはなし会

市健康増進課の検診・教室時などによみき
かせを実施する。 幼児と保護者 年８回 豊岡

学校及び図書館連絡会
学校と図書館担当者で会合を開き、情報
交換をしたり、お互いのよりより協力体制を
検討する。

小学校
中学校

年間１回
以上 中央

読書講演会 子どもにとって読書がいかに大切であるか、
講演会を通じて、子どもの読書推進を図る。 一般 11月 中央

図書館親子ふれあい広場
おたのしみ会

絵本の物語などをテーマにした人形劇やパ
ネルシアター等により、楽しみながら読書へ
の関心を高めさせる。

子どもと保護者 3回
3回

中央
竜洋

学級文庫（団体貸出）
管内の小学校等に図書館資料から選書・
貸出・定期的な交換等をして学校図書室の
バックアップをし、子どもに読書の楽しさを伝
える。

管内小学校及び幼稚園・
こども園・保育園・中学校等

８回
３回

豊田
福田・竜洋

学校との連携

「学校及び図書館連絡会」を開催し意見
交換の場を設ける。調べ学習等への資料
提供、レファレンス、ガイダンス、図書館見学
の受け入れなどに積極的に応じ、子どもの
読書環境や図書館利用の向上に努める。

管内小学校及び中学校 随時 全館

方針別主要事業　方針２
方針別主要事業一覧
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方針別主要事業

【方針3】

市民が活用しやすい
「学びの場や環境」を整備します。

Ⓒ磐田市
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方針別主要事業　方針３
　施策１　学校施設などの安全・充実

施策１　　学校施設などの安全・充実

　学校施設整備事業
　市内 22 小学校、10 中学校を良好な状態に維持し、安全・安心で快適な環境づくりを進める。

１　学校施設緑のカーテン設置事業
小学校、中学校、幼稚園、こども園の 52 施設で緑のカーテンを設置

２　校庭芝生化事業
　　・維持管理

　既設 19 校の適正な維持管理

３　学校環境整備事業
　学校施設の外観美化による教育環境の改善及び校舎内の施設改善を目的に、汚れや
破損が目立つ施設を主体に実施する。また、平成 27 年度に取り組んだミストシャワー
の改善やトイレ便器の洋式化にも取り組む。

４　小学校施設整備事業
　　・磐田北小学校プール改築

　既設プールを解体後、プール改築を平成 29 年度のプール時期までに完成する。
　新設プール：大プール 25 ｍ（８コース）、小プール（13 ｍ× 9 ｍ）、付属棟

５　中学校施設整備事業
　　・南部中学校駐輪場増設

　自転車通学生徒の増加に対応するため 30 台分の駐輪場を増設する。
　　・向陽中学校合併浄化槽改修

　設備機器の老朽化が著しく、保守点検の指摘や機器の機能低下に伴い設備を更新す
る。

　　・豊岡中学校下水道接続
　平成 27 年度に公共下水道の接続区域となり供用が可能となったため接続する。

６　小学校施設防災機能強化事業
　　・防災機能強化工事

　東部小学校北棟、豊岡南小学校南棟

７　中学校施設防災機能強化事業
　　・防災機能強化工事

　竜洋中学校南棟
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磐田の教育

施策２　　就学・就園のための経済的支援

　小中学校就学援助
１　就学援助費

　就学援助は､ 経済的な理由により就学が困難となっている児童生徒の保護者の方々に、
学用品費・給食費等の経費を補助し、全ての児童生徒が円滑に義務教育を受けることが
できるように援助する制度である。認定は、世帯の生活状況や経済状況及び児童生徒の
就学状況等により判断される。
　磐田市では､ ｢就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励についての国の援助に関する法
律 ( 昭 31.3.30)｣ 及び「就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励についての国の援助に関
する法律施行令 ( 昭 31.4.5)」に基づき､ 磐田市就学援助費支給要綱を定めている。

（1）申請の手続き
　準要保護としての認定を受けたい児童生徒の保護者は、「就学援助費受給申請書」に
必要事項を記入し、指定された期間内に在学校長へ提出する。なお、兄弟で違う学校
に在籍している場合は、一方の学校に就学援助費受給申請書を提出することになる。

（2）就学援助費の種類及び範囲　　　　　　　　　          ※認定日によって支給金額は異なる。

費　　目 支給の対象となる経費 要保護 準要保護 年間支給金額（H28）

学用品費
児童または生徒の所持に係る物品で、各教材及び
特別活動の学習に必要とされる学用品代（ノート・
筆記具・実験学習材料等）

○ 小 1      　12,990 円
小 2 ～ 6　15,220 円

中 1      　24,590 円
中 2 ～ 3　26,820 円

８・１・３月支給

通学用品費
小学校または中学校の第２学年以上の学年に在学
する児童生徒が通常必要とする通学用品代（通学
用靴・雨靴・雨傘・上履き・帽子等）

○

校外活動費
（宿泊を伴わない
もの）

児童または生徒が学校行事としての校外活動のうち
宿泊を伴わないものに参加するために直接必要な交
通費及び見学料

○

校外活動費
（宿泊を伴うもの）

児童または生徒が学校行事としての宿泊を伴う校外
活動に参加するために直接必要な交通費及び見学料

（年一回を限度とする）
○ 実　費

８・１月支給

新入学児童生徒
学用品費

小学校または中学校に入学する者が通常必要とする
学用品及び通学用品代

（ランドセル・通学用服・通学用靴・雨傘等） ○
小 1　　　20,470 円
中 1　　　23,550 円

７月支給

修学旅行費

児童または生徒が小学校または中学校を通じてそれ
ぞれ一回参加する修学旅行に要する経費のうち直接
必要な交通費・宿泊費・見学料及び児童生徒が均
一に負担すべきこととなる記念写真代・医療品代・
旅行傷害保険料等

○ ○ 実　費
８・１月支給

通学費
居住地から学校までの最も経済的な通学距離が児童
にあっては片道４㎞、生徒にあっては片道６㎞以上で
交通機関を利用して通学する者の交通費。特別支
援学級にあっては距離は問わない。

○ 実　費
４・８月支給

学校給食費 児童生徒より徴収する学校給食費の額 ○ 実　費
８・１・３月支給
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方針別主要事業　方針３
　施策2　就学・就園のための経済的支援

（3）平成 27 年度支給金額
小学校

費目 支給該当学年 人数（人） 支給金（円）
学用品費等 １～６年 493 6,599,078
校外活動費（宿泊を伴うもの） ５年 69 119,411
新入学児童学用品費 １年 74 1,514,780
修学旅行費 ６年 96 2,716,910
通学費 １～６年 0 0
学校給食費 １～６年 491 20,686,269
医療費 １～６年 82 492,885
ＰＴＡ会費 １～６年 377 513,117

合　計 32,642,450

中学校
費目 支給該当学年 人数（人） 支給金（円）

学用品費等 １～３年 306 7,488,062
校外活動費（宿泊を伴うもの） ２年 1 4,827
新入学児童学用品費 １年 105 2,472,750
修学旅行費 ３年 92 3,947,432
通学費 １～３年 0 0
学校給食費 １～３年 299 14,700,605
医療費 １～３年 21 111,567
体育実技用具費 １～３年 1 500
生徒会費 １～３年 284 340,330
ＰＴＡ会費 １～３年 280 553,775

計 29,619,848

医療費

学校保健安全法に定める疾病により、学校で治療
の指示を受けた者の医療に要する費用（本人負担
分）
１．トラコーマ及び結膜炎
２．白癬・疥癬及び膿痂疹
３．中耳炎
４．慢性副鼻腔炎及びアデノイド
５．う歯
６．寄生虫病（虫卵保有を含む）

○ ○
実　費

医療券の交付

体育実技用具費

中学校の保健体育の授業の実施に必要な体育実技
用具（柔道の柔道着及び剣道の防具等一式（面、
胴、甲手、垂れ、剣道衣、竹刀及び防具袋）をいう。）
で当該授業を受ける生徒全員が個々に用意すること
となる用具の購入費

○ 中１～３　実費
８・１・３月支給

生徒会費 小学校の児童会費又は中学校の生徒会費として一
律に負担すべきこととなる経費 ○ 実　費

８・１・３月支給

ＰＴＡ会費
小学校又は中学校において、学校、学級、地域等
を単位とするＰＴＡ活動に要する費用として一律に負
担すべきこととなる経費

○ 実　費
８・１・３月支給

日本スポーツ
振興センター
掛金

日本スポーツ振興センター掛金 ○ ○

注）日本スポーツ振興センター掛金については、教育総務課所管となる。
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磐田の教育

２　特別支援教育就学奨励費
　磐田市内小・中学校の特別支援学級等へ就学する児童生徒がいる保護者の経済的負担
を軽減し、特別支援教育の普及奨励を図るため、世帯の所得状況等により、学用品費や
給食費など学校教育にかかる費用の一部を補助する制度である。支給について必要な事
項は、磐田市特別支援教育就学奨励費支給要綱に定めており、市が補助を実施する場合、
国の予算の範囲内で 1/2 の国庫補助金が交付される（要保護児童生徒援助費補助金及び
特別支援教育就学奨励費補助金交付要綱）。

（１）対象者
　磐田市内に住所を有し、磐田市立小・中学校の特別支援学級に就学する児童生徒の
保護者及び通級指導教室に通級する児童の保護者とする。ただし、通級指導教室に通
級する児童の保護者の補助費目は、通学費のみ対象とする。

（２）就学奨励費の種類及び範囲　
　前年の所得等に基づいて世帯の支弁区分（Ⅰ区分、Ⅱ区分、Ⅲ区分）を決定し、支
給額は支弁区分に応じて異なる。

費目 対象経費の範囲 平成 28 年度支給額 支弁区分

学校給食費 「学校給食法」第 11 条第２項に定める学校給食費の額とする。実費額の 1/2 の額 Ⅰ.Ⅱ

通学費 最も経済的な通常の経路及び方法により通学する場合の交通
費の額とする。ただし、交通機関を利用する者に限る。

実費額 Ⅰ.Ⅱ
実費額の 1/2 の額 Ⅲ

修学旅行費
小学校又は中学校を通じ、それぞれ１回参加する修学旅行に要
する経費のうち、修学旅行に直接必要な交通費、宿泊費及び
見学料の額とする。

修学旅行費の 1/2 の額
上限　小　10,590 円
　　　中　28,335 円

Ⅰ.Ⅱ

校外活動費
（宿泊を伴わないもの）

学校行事として実施される校外活動に参加するために要する経
費のうち、校外活動に直接必要な交通費及び見学料の額とす
る。（学校内の芸術鑑賞を含まない）

校外活動費の 1/2 の額
上限　小　　785 円
　　　中　1,135 円

Ⅰ.Ⅱ

校外活動費
（宿泊を伴うもの）

学校行事として実施される宿泊を伴う校外活動に参加するため
に要する経費のうち、校外活動に直接必要な交通費・宿泊費
及び見学料の額とし、補助の対象とする実施回数は、学年を
通じて１回とする。

校外活動費の 1/2 の額
上限　小　1,810 円
　　　中　3,050 円

Ⅰ.Ⅱ

学用品費 通常必要とする学用品の購入費の額とする。（通学のため通常
必要とする通学用品の購入費の額とする。）

実費額の 1/2 の額
上限　小  5,710 円
　　　中 11,160 円

Ⅰ.Ⅱ

体育実技用具費 中学校において保健体育としての時間に柔道、剣道を行うため
に必要な用具の購入費の額とする。

実費額の 1/2 の額
上限　柔道  3,755 円
　　　剣道 25,970 円

拡大教材費
弱視の児童生徒が、校長が必要と認めた授業において、拡大
教科書とは別に副教材として使用する拡大教材の購入費の額
とする。

1 ページ当たり42 円を限度とし
て算定した額の 1/2 の額 (1 冊
当たり5,250 円を限度 )

新入学児童・生徒学用品
費等

新たに入学する児童・生徒が通常必要とする新入学に当たって
の学用品、通学用品の購入費の額とする。

実費額の 1/2 の額
上限　小 10,235 円
　　　中 11,775 円

交流及び共同学習交通費
学校教育の一環として、特別支援教育諸学校又は他の小・中
学校の特別支援学級の児童・生徒等と共に、集団活動を行
う交流及び共同学習に参加する場合に必要な交通費の額とす
る。

実費額 Ⅰ.Ⅱ

実費額の 1/2 の額 Ⅲ

職場実習交通費
生徒が教師の指導のもとに学校以外の事業所等において、職
業教育のための現場（職場）実習に参加する場合の交通費
の額とする。

実費額 Ⅰ.Ⅱ

実費額の 1/2 の額 Ⅲ

※　支給費目については、生活保護・就学援助と重複しない費目のみである。
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（３）平成 27 年度支給金額
小学校

費目 人数（人） 支給金（円）

学用品費 180 903,723

校外活動費（宿泊を伴うもの） 45 78,817

校外活動費（宿泊を伴わないもの） 167 101,151

新入学児童学用品費等 17 159,493

修学旅行費 23 240,120

通学費 1 22,050

学校給食費 180 4,008,880

交流及び共同学習交通費 162 97,048

　合　計 5,611,282

中学校
費目 人数（人） 支給金（円）

学用品費 82 640,006

校外活動費（宿泊を伴うもの） 1 3,005

校外活動費（宿泊を伴わないもの） 32 33,638

新入学生徒学用品費等 26 289,087

修学旅行費 23 505,115

通学費 2 87,770

学校給食費 80 2,003,434

交流及び共同学習交通費 35 45,892

職場実習交通費 8 2,410

体育実技用具費 1 250

　合　計 3,610,607

方針別主要事業　方針３
　施策2　就学・就園のための経済的支援



74

磐田の教育

２　私立幼稚園助成（市単独事業）
　私立幼稚園助成については､ 現在､ 国の制度に基づく就園奨励費補助金に加え､ 次の
市単独補助制度を設け､ 支援に努めている。

　(1) 私立幼稚園運営費補助金
ア　目的 ･ 趣旨
　　　磐田市内の幼稚園に入園している園児の保護者の負担を軽減するとともに、幼
　　稚園教育の深化充実を図るため､ 幼稚園を経営する学校法人に対して予算の範囲
　　内で助成を行う。
イ　内容
　　　１８，０００円×園児数（学校基本調査の在園人数を基礎とする）

　　　　　　※平成２２年度までは在園児１人当たり月額１，５００円×在園月数であった。
ウ　実績

平成２6 年度実績 平成２7 年度実績
人数（人） 決算（円） 人数（人） 決算（円）

磐田聖マリア幼稚園 １９０ ３，４２０，０００ １８３ ３，２９４，０００
富士見幼稚園 １６４ ２，９５２，０００ １５５ ２，７９０，０００
龍の子幼稚園 １８０ ３，２４０，０００ ０ ０

計 ５３４ ９，６１２，０００ ３３８ ６，０８４，０００

階層 人数（人） 補助額（円）
市民税非課税世帯（生活保護含む） 　13 　2,952,000
市民税所得割非課税世帯 　5 　1,190,000
市民税所得割 77,100 円以下世帯 　36 　5,385,200
市民税所得割 211,200 円以下世帯 　175 　18,267,000
市民税所得割 211,201 円以上で小学校 3 年生までの
兄弟姉妹を含み第 2 子以降の園児がいる世帯 　101 　6,004,700

計 　330 　33,798,900

　幼稚園就園補助

１　幼稚園就園奨励費補助金
　(1) 目的 ･ 趣旨

　幼稚園教育の普及に資するため、国の制度に基づき、家庭の所得の状況に応じて幼稚
園児の保護者の経済的負担を軽減するとともに公立・私立幼稚園間の保護者負担の格差
是正を図ることを目的として、幼稚園就園奨励費補助金事業を実施している。
　市町村が補助を実施する場合、国庫補助１/ ３の助成がある ( 平成 10 年文部省幼稚
園就園奨励費補助金交付要綱 )。また、保護者負担の軽減措置の一環として、多子世帯
における所得制限の撤廃等、保護者負担が軽くなる優遇措置を講じている。

　(2) 補助の方法
○　私立幼稚園…　私立幼稚園の設置者が徴収する入園料、保育料を園児の属する世帯
　　　　　　　　 の所得の状況に応じて減免した場合に、市が幼稚園の設置者に補助
　　　　　　　　 する。

　(3) 平成 27 年度実績
○　私立幼稚園
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施策３　　図書館サービスの向上

　図書館サービスの向上
　図書館資料の充実をはじめ、情報紙やホームページなどの情報提供媒体の充実、市立図
書館５館のネットワーク運営や県内他市町図書館との連携など各関連施設間のネットワー
ク化などを推進している。

１　磐田市立図書館の概要
　（1）施設

図書館名 〠 住　所 電　話
中央図書館 438-0086 磐田市見付 3599 番地 5 0538-32-5254
福田図書館 437-1203 磐田市福田 1552 番地 1 0538-58-3300
竜洋図書館 438-0231 磐田市豊岡 6605 番地 3 0538-66-7788
豊田図書館 438-0831 磐田市上新屋 304 番地 0538-36-1711
豊岡図書館 438-0112 磐田市下野部４８番地 0539-62-3210

　（2）設備
図書館名 延床面積 主な設備等

中央図書館 3,559.59㎡ 展示室、対面朗読室、おはなしのへや、会議室、視聴覚ホール、視聴覚
ライブラリー、赤松文庫

福田図書館 1,021.14㎡ 学習室、授乳室

竜洋図書館 967.40㎡ 学習室　 ※竜洋公民館（なぎの木会館）との複合施設

豊田図書館 2,712.22㎡ 展示室、幼児閲覧室、ＡＶホール、和研修室、研修室、学習室、対面朗読室、
天体観測室

豊岡図書館 509.58㎡ 松下大三郎文庫

　（3）開館時間

図書館名 時　間

中央図書館 午前９時から午後７時まで
（土曜・日曜・祝日は午後５時まで）

福田図書館、竜洋図書館、豊田図書館、豊岡図書館 午前９時３０分から午後６時まで

　（4）休館日
図書館名 休館日

中央図書館 月曜日、年末年始、第４金曜日、蔵書点検期間
福田図書館 月曜日、祝日、年末年始、第４木曜日、蔵書点検期間
竜洋図書館 月曜日、祝日、年末年始、第４水曜日、蔵書点検期間　ただし、日曜日が祝日の場合は開館

豊田図書館 月曜日、年末年始、第４木曜日、蔵書点検期間
豊岡図書館 月曜日、祝日、年末年始、第４水曜日、蔵書点検期間
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資料別 一般書 児童書 郷土資料 参考書 雑誌 ＡＶ 資料 計
中央図書館 232,443 112,607 35,415 9,607 13,690 8,242 412,004
福田図書館 62,145 34,940 5,242 1,532 1,586 4,267 109,712
竜洋図書館 69,937 45,431 6,029 2,372 2,060 7,454 133,283
豊田図書館 77,415 56,004 10,081 3,241 6,357 5,030 158,128
豊岡図書館 34,688 24,334 1,856 208 2,714 1,376 65,176

計 476,628 273,316 58,623 16,960 26,407 26,369 878,303

　（5）所蔵状況

2　平成 27 年度 利用状況
　（1）開館状況

（平成 28 年 3月31日現在）

中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館
26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度

開館日数 292 292 285 284 288 286 286 294 285 284
入館者数
（実数） 256,253 255,370 97,923 94,971 110,633 104,758 97,550 123,844 37,102 36,645

入館者数
(１日平均 ) 878 875 344 334 384 366 341 421 130 129

※「年間登録者」には利用者カードの再発行等も含む。

　（2）登録者数
中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館

26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度
年間登録者(※) 1,956 2,028 357 329 375 354 599 711 156 168
登録者累計 39,655 41,647 9,727 10,049 11,975 12,323 14,049 14,736 3,574 3,740

　（3）利用者数
中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館

26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度
利用者数（実数）182,762 184,949 48,583 47,416 55,234 52,080 40,707 50,974 11,285 12,274

利用者数
(１日平均 ) 626 633 170 167 192 182 142 173 40 43

　（4）貸出点数
中央図書館 福田図書館 竜洋図書館 豊田図書館 豊岡図書館

26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度
貸出点数 
( 実数 ) 642,081 628,551 201,383 200,032 252,462 235,081 166,727 215,079 43,721 45,938

貸出点数 
(１日平均 ) 2,199 2,153 　　

707 704 877 822 583 732 153 162

資料別
貸出点数

[５館合計 ]

一般書 児童書 郷土資料・参考書 雑誌 ＡＶ 他
26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 27年度
640,741 625,405 523,093 555,204 4,555 4,005 67,621 70,685 70,364 69,382
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３　視覚障害者へのサービス
　目の不自由な人への図書館サービスとして、点訳ボランティアの協力を得てパソコン
及び点字プリンターを使用し点字図書を作成している。また、音訳ボランティアの協力
を得て図書館内で対面朗読と、録音図書の製作も行っている。さらには、録音図書、点
字図書等の郵送サービスも行っている。

資料名
所蔵数

録音図書
1,059タイトル

録音雑誌
18タイトル

DAISY
録音図書

314タイトル

DAISY
録音雑誌

118タイトル
点字図書

301タイトル
点字雑誌
12タイトル

点字データ
37タイトル

点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数
26 年度 1 1 8 14 159 179 70 151 2 2 20 20 1 1
27 年度 16 16 12 12 187 222 97 154 0 0 12 12 0 0

資料名
録音図書 録音雑誌 DAISY

録音図書
DAISY

録音雑誌 点字図書 点字雑誌 点字データ

点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数
26 年度 206 307 0 0 1,452 1,462 134 172 10 8 5 5 0 0
27 年度 142 241 0 0 587 1,127 126 164 12 12 10 10 1 1

借用資料の貸出

所蔵資料の貸出

4　平成 27 年度 各館の主催行事
　(1)　中央図書館

事業名 説　明 対象 時期・回数 等 人数

法律セミナー
テーマ：遺産相続を考える
講師：毛涯梨恵法律事務所　毛涯梨恵氏
　　　　第一法規株式会社　岡直人氏

一般
9月19日
第１部
第２部

58
40

いわたデジタル・アーカ
イブ公開記念講演会

テーマ：　「郷土資料と赤松文庫の魅力を探る」
講師 :磐田市立中央図書館　木村弘之 一般 6月27日 27

図書館文学講座 テーマ：万葉集の名歌を楽しむⅢ
講師：万葉学会「美夫久志会」会員　三上達郎氏 一般 9月～翌1月

第1土曜　5回 232

本のリサイクル市 不用になって提供された本と図書館で除籍した雑誌を希望者
へ無料配布 一般 4/29～5/6

9/17～9/23
1,636
1,317

親子ふれあい広場

人形劇・腹話術・パネルシアター　他
出演：にんぎょうの会・磐田北高校、紙芝居の会
　としょかんおたのしみ会
　なつやすみおたのしみ会
　クリスマスおたのしみ会

親子
5/23
7/25
12/19

146
120
121

夏休み
子ども図書館クラブ

図書館業務の一日体験学習
館内の見学・本の装備・本の配架など

市内の
小学4･5･6年生 7/29・7/30・7/31 各10

読み聞かせ
ボランティア養成講座

大勢への読み聞かせの方法、本の選び方など　　　
講師：静岡県子ども読書アドバイザー　山中光枝氏 一般

6/4
6/11
6/18

45
42
42

映画会 視聴覚ライブラリーなどの映像作品を子ども向けと一般向け
に上映 子ども・一般 年間　主に第1土曜

子ども向け   計5回 95

第28回
子どもと読書講演会

演題：読む力が未来をひらく
講師：文学研究家　脇　明子氏 一般 11/28 133

お楽しみ袋 対象年齢ごとにおすすめの本３冊を福袋のように包み貸出
秋の読書週間に開催 ２歳～小学生 10/31 60

茶の間読書講演会 演題：親子読書で楽しい子育て
講師：元静岡大学教育学部　非常勤講師　滝井なみき氏 一般 6/12 76
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≪展示室運営≫
№ 事業名 主催 時期 人数
1 第 6 回磐田写心クラブ写真展 磐田写心クラブ 4/3 ～ 4/14 1,399

2 歴史文書館展「よみがえる“ 遠州の小江戸 ” ～掛
塚湊繁栄の軌跡」 市 文化財課歴史文書館 4/4 ～ 4/14 562

3 合併１０周年記念事業
松月堂伊藤虎三郎翁見付天神奉納書画展 見付天神社 4/18 ～ 4/26 391

4 本のリサイクル市 ( 春 ) 中央図書館 4/29 ～ 5/6 1,636

5 磐田写真の祭典 第 11 回 フォトアート合同写真展 磐田市写真連盟 5/9 ～ 5/24 1,321

6 第 14 回 LEMON の会絵画展 LEMONの会・旺玄展出品者磐田の会 5/30 ～ 6/14 1,516

7 “ともりあ ” 絵画・標語作品展示会 市 男女共同参画センター“ともりあ” 6/20 ～ 7/5 421

8 【公募】磐田絵の会作品展 磐田絵の会 6/20 ～ 7/5 1,441

9 広島・長崎被爆写真パネル展 市 総務課 7/10 ～ 7/19 （1,394）

10 【公募】磐田退福共カメラ同好会写真展及び文化展
( 絵・絵手紙・書他 ) 磐田退福共カメラ同好会 7/10 ～ 7/19 1,394

11 学習室 中央図書館 7/25 ～ 8/30 1,186

12 合併１０周年記念文化財課企画展「大磐田展 - 古
墳からのメッセージ -」　 市 文化財課 7/25 ～ 8/30 5,377

13 遠邇篆会篆刻展 遠邇篆会 9/3 ～ 9/8 470

14 硯友会書道展 書道研究硯友会 9/10 ～ 9/13 484

15 歴史文書館展「遠州報国隊と日本の近代～激動期
を生きた神官と幕臣～」 市 文化財課歴史文書館 9/5 ～ 9/13 326

16 本のリサイクル市 ( 秋 ) 中央図書館 9/17 ～ 9/23 1,317

17 白と黒の世界展 カットクラブ 9/26 ～ 10/11 1,191

18 2015 磐田市芸術祭（写真の部） 磐田市・磐田市文化協会 10/17 ～ 10/24 843

19 2015 磐田市芸術祭（工芸の部） 磐田市・磐田市文化協会 10/25 ～ 11/1 815

20 暮らしをいろどる民芸技能作品展 磐田市老人クラブ連合会 11/4 ～ 11/11 752

21 第 39 回磐田市書道連盟展 磐田市書道連盟 11/14 ～ 11/22 650

22 【公募】第 7 回水墨画習作展 水墨画倶楽部「磐田心墨会」 11/14 ～ 11/22 443

23 第 35 回磐田ふれあい作品展 市　福祉課 11/28 ～ 12/6 1,656

24 平成 27 年度人権書道・ポスターコンテスト作品展
示会、人権の花運動パネル展示会 磐田市人権擁護委員連絡協議会 12/12 ～ 12/24 1,431

25 太田川水系の水をきれいにする会「河川美化ポスター
展」

太田川水系の水をきれいにする会
市　環境課 12/12 ～ 12/24 （1,431）

26 【公募】いわた動物愛護展 いわた動物愛護協議会 1/8 ～ 1/17 777

27 【公募】彩色の会水彩画展 彩色の会 1/8 ～ 1/17 852

28 市子連磐田ブロックかべ新聞展示会 磐田市子ども会育成者連合会
磐田ブロック 1/23 ～ 1/31 600

29 磐田市明るい選挙啓発ポスター展 磐田市明るい選挙推進協議会
磐田市選挙管理委員会 1/23 ～ 1/31 435

30 【公募】新春大相撲展 相撲史跡研究会 2/10 ～ 2/23 1,287

31 第 10 回いわび協会展 磐田市美術協会 2/27 ～ 3/13 2,195

32 【公募】泉美会水彩画展 泉美会 3/17 ～ 3/30 1,192

33 【公募】第 4 回さんび会展 さんび会 3/17 ～ 3/30 1,038
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　(2) 福田図書館

　(3)　竜洋図書館

　(4)　豊田図書館

事業名 説　明 対象 時期・回数 等 人数

幼稚園おはなし会 近隣2つの幼稚園を対象としたお話し会図書館、または各園
へ出向いて実施 幼稚園児 11月末まで9回 園児

205

夏休みストーリーテリングお話会 夏休みにストーリーテリングの実施 ５歳～大人 7月25日 14

秋のストーリーテリングお話会 読書週間に合わせ、とわの会によるストーリーテリングの実施 ３歳～大人 10月31日 22

冬休みストーリーテリングお話会 冬休みにストーリーテリングの実施 ５歳～大人 12月19日 14

お楽しみ袋　 対象年齢ごとにおすすめの本３冊を福袋のように包み貸出
秋の読書週間に開催 ２歳～小学生 10月31日 35

本のリサイクル市 利用者から提供された本と図書館で除籍した雑誌等を希望
者へ無料配布 一般 12月5日 213

学習室の開放 会議室を学習スペースとして開放 一般 常設 －

事業名 説　明 対象 時期・回数 等 人数

幼稚園・保育園おはなし会 市内４箇所の幼稚園、保育園対象のおはなし会
なぎの木会館、又は各園へ出かけて実施

幼稚園児・
保育園児

3月末まで
30回 666

七夕まつり 館内の笹竹に七夕の飾りつけ 子ども 7/3～7/7 －

学習室の開放 会議室を学習スペースとして開放 一般 7/21～8/30 466

図書館おたのしみ会
①ストーリーテリング・おはなし会
②人形劇・おはなし会
③ストーリーテリング・おはなし会

①小学生
②未就学児
③小学生

①8/1
②12/12
③3/5

19
55
16

本のリサイクル市 利用者から提供された本と図書館で除籍した雑誌等を希望
者へ無料配布 一般 10/24～10/25 300

お楽しみ袋　 対象年齢ごとにおすすめの本３冊を福袋のように包み貸出　
秋の読書週間に開催 ２歳～小学生 10/31 50

事業名 説　明 対象 時期・回数 等 人数

ニッセの部屋おはなし会 乳幼児を対象としたおはなし会 乳幼児　
大人

3月末まで
12回 379

夏休み小学生向けおはなし会 ストーリーテリングや読み聞かせの実施 小学生 8月7日 22

冬の小学生向けおはなし会 ストーリーテリングや読み聞かせの実施 小学生 12月20日 8

かるたとり大会 かるたとり大会を実施 幼児
小学生 1月9日 28

学習室の開放 読書学習室を学習スペースとして開放 中学生以上 7/25～8/30 267

お楽しみ袋 対象年齢ごとにおすすめの本３冊を福袋のように包み貸出
一般書のお楽しみ袋

２歳～小学生
一般

10/31
10/31

70
30

本のリサイクル市 利用者から提供された本と図書館で除籍した図書等を希望
者へ無料配布 一般 11/3・11/4 421

天体観測　［定例］ 豊田図書館３階の天体観測室での観望と天体の説明 一般 3月末まで
23回 244

昼間の天体観測 金星の観測会を実施
月の観測会を実施 一般・子ども 9/22

11/15
38
55
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≪展示室運営≫
№ 事業名 主催 時期 人数

１ 豊田南絵画クラブ展 豊田南絵画クラブ 4/11～4/26 457

２ 熊野御前原画展 豊田図書館 5/2～5/24 415

３ 天体写真展　「星空浪漫」 遠州天体写真愛好会 5/30～6/14 1,032

４ まちの保健室 静岡看護協会中東遠地区支部 6/20・6/21 65

５ 長藤まつり写真展 長藤まつり実行委員会 7/11～7/26 520

６ 広島。長崎被爆写真パネル展 総務課 8/7～8/16 205

７ 本から生まれた手作り作品展 豊田図書館　 8/29～9/13 705

８ 女性アート展 女性アート 9/19～10/4 597

９ リサイクル市 豊田図書館 11/3・11/4 421

10 いわび小品展 磐田美術協会 11/7～11/22 935

11 景雲社「絆」書道展 景雲社 12/1～12/13 576

12 うさこちゃん60周年 豊田図書館 1/10～1/24 616

13 文化財展 文化財課 2/6～2/21 1,793

14 豊田南絵画クラブ展 豊田南絵画クラブ 3/5～3/20 544

　(5)　豊岡図書館

事業名 説　明 対象 時期・回数 等 人数

移動図書館 豊岡地区の小学校1校で毎月２回程度、昼休み時間に本を
貸出 豊岡南小学校 3月末まで　16回 713

本のリサイクル市 図書館所蔵資料のうち、保管期限が過ぎて除籍した雑誌等
を希望者へ無料配布 一般 11/7～8 48

お楽しみ袋 対象年齢ごとにおすすめの本３冊を福袋のように包み貸出　
秋の読書週間に開催 0歳～小学生 10/31 28

２歳８ヵ月児フッ素塗布で
のおはなし会　

２歳８ヵ月児フッ素塗布に集まった親子へ、待ち時間を利用し
てのおはなし会の実施

２歳８ヵ月児
親子 3月末まで　　8回 196

とよおか掘り出しぼん 状態の良い除籍本を一人一日1回３冊まで配布 一般 1/21～31 106
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施策４　　歴史遺産の整備・充実

　文化財の保存・活用
１　文化財の保存・整備

　市内には特別史跡に指定されている遠江国分寺跡を始めとして、国指定文化財８件・県
指定文化財 16 件などの豊富な文化財がある。これらの文化財のうち、史跡の場合は、公
有地化をすすめ、また史跡の理解が得られるよう史跡公園としての整備を検討していく。
　遠江国分寺跡は県内で 3 件しかない特別史跡の指定を受けており、昭和 40 年代に公園
整備が行われた。その老朽化に伴い、平成 17 年度より再整備事業を行っている。

 参考  磐田市所在の国 ･ 県指定文化財
　(1) 国指定文化財

No. 種別 名称 指定年月日 年代 所在地 文化財の概要

有
形
文
化
財

1 考古資料
静岡県明ヶ島古墳群
出土土製品
附土製品残決

平成25年
6月19日

古墳
時代 見付

・古墳の下部から4,000点以上の土製模造品
が見つかり、うち1,064点が本指定、残りも附
(つけたり)指定された。

・土製模造品は、人や動物・武器・装飾品・機織
（はたおり）具・楽器などを粘土で模して作った
もので、祭壇のような高まりを造り、神に祈ると
きの道具として使われたと考えられる。

記
念
物

2 特別史跡 遠江国分寺跡 昭和27年
3月29日

奈良
時代

見付
中泉

・遠江国分寺は金堂を中心に、北側に講堂が、
南側に中門が配置され、金堂と中門には回廊
が巡っていた。

・伽藍の範囲は東西東西172m、南北259mに
も及び、その周囲にも関連した施設が点在して
いたものと考えられる。七重塔の跡には礎石が
残っている。

・遠江国分寺は昭和26年に発掘調査がされ、
七重塔跡をはじめ主要な伽藍が発見された。

・平成18年度から26年度まで再整備事業に伴
う発掘調査を行った。

3 史跡 銚子塚古墳
附小銚子塚古墳

昭和31年
11月7日

古墳
時代 寺谷

・銚子塚古墳は全長108m、高さ8mを測る古墳
時代前期（1,600年前）に造られた前方後円
墳。

・明治時代に三角縁神獣鏡（さんかくぶちしん
じゅうきょう）が出土した。 古墳の周囲には濠
が巡っている。

・小銚子塚古墳は全長46mを測る前方後方
墳。

4 史跡 新豊院山古墳群 昭和62年
7月3日

古墳
時代

向笠
竹之内

・太田川の平野を望む鷲渓山新豊院の裏山に
造られた弥生～古墳時代の墳墓群。

・2号墳は全長34mの前方後円墳で、三角縁
神獣鏡（さんかくぶちしんじゅうきょう）や鉄・銅製
の鏃（やじり）などが発見された。
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　(2) 県指定文化財
No. 種別 名称 指定年月日 年代 所在地 文化財の概要

有
形
文
化
財

1 建造物 府八幡宮
楼門

昭和30年
2月25日

江戸
時代 中泉

・府八幡宮は、天平年間（729～748年）に遠
江国司であった桜井王が、 国府の守護として
勧請（かんじょう）したと伝えられている。

・境内の建物の多くが、江戸時代に建立された
もの。

・寛永12年（1635年）に建造された楼門（ろうも
ん）は静岡県の文化財に、中門・本殿・拝殿付
幣殿及び木造随身像２躯は市の文化財に指
定されている。

2 建造物 旧赤松家
門・塀

平成4年
3月17日

明治
時代 見付

・赤松則良は幕臣として咸臨丸で渡米、オラン
ダ留学を経て、明治政府のもと海軍の造船技
術者として功績をあげた。大政奉還後、徳川家
を慕って、見付に居を構え、その一族や代理人
の手によって磐田原の開拓が進められた。

・赤松則良は予備役となってから見付に戻り、屋
敷を建てた。残されている建物には門・塀・土蔵
がある。門や塀はレンガを巧みに積み上げたも
ので、明治の面影を残す建造物として、県や市
の文化財に指定されている。

No. 種別 名称 指定年月日 年代 所在地 文化財の概要

記
念
物

5 史跡 御厨古墳群 平成13年
3月26日

古墳
時代

新貝
鎌田

・新貝・鎌田地区にある、松林山（しょうりんざん）
古墳・高根山（たかねやま）古墳・御厨堂山（み
くりどうやま）古墳・稲荷山（いなりやま）古墳・
秋葉山（あきばやま）古墳の5基の古墳からな
る。

・松林山古墳は、神明中学校の北側にあり、全
長107mを測る前方後円墳である。昭和6年
の発掘調査で鏡や剣、貝製の腕輪などが見つ
かっている。

6 史跡 旧見付学校
附磐田文庫

昭和44年
4月12日

明治
時代 見付

・旧見付学校は明治8年に落成・開校した、現
存する日本最古の木造擬洋風小学校校舎。

・旧見付学校の北側には、総社の神官であった
大久保忠尚が元治元年（1864年）に創建し
た磐田文庫がある。旧見付学校とともに国の
史跡に指定されている。

7 天然記念物 熊野（ゆや）の長フジ 昭和7年
7月25日

樹 齢
800年 池田

・熊野の長フジとは、平安時代末期に池田宿に
生まれ育ち、当時の権力者平宗盛（たいらのむ
ねもり）に仕え、寵愛を受けた熊野御前にゆか
りのフジである。

・行興寺内の長フジのうち1本が国指定の天然
記念物に指定されている。

民
俗
文
化
財

8 重要無形
民俗文化財 見付天神裸祭 平成12年

12月27日 見付

・見付天神裸祭は、矢奈比賣（やなひめ）神社
の祭神が、遠江（とおとうみ）の総社である淡海

（おうみ）国玉神社へ渡御する神事を中心と
する祭で、旧暦の8月10日直前の土・日曜日に
行われる。

・神輿（みこし）の渡御（とぎょ）に先立ち、サラシ
と腰蓑（こしみの）を身に付けた裸姿の男達が
乱舞することから、「裸祭」と呼ばれている。
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No. 種別 名称 指定年月日 年代 所在地 文化財の概要

有
形
文
化
財

3 彫刻 木造地蔵菩薩坐像 昭和59年
11月30日

平安
時代 見付

・地蔵菩薩坐像は延命地蔵とも呼ばれ、永暦元
年（1160年）の銘が残っている。左足を下げ、
手には宝珠と錫杖を持っている。

4 彫刻 木造毘沙門天立像 昭和59年
11月30日

平安
時代 見付

・毘沙門天立像は邪鬼を足元に踏み、鎧の装飾
もみごとに表現されている。

5 絵画 絹本著色
釈迦十六善神画像

昭和57年
2月26日

鎌倉
時代

豊浜
中野

・豊浜中野の白山神社に所在。
・十六善神は般若経とそれをとなえる者を守護す

る神。
・画像には釈迦を初め、文殊・普賢菩薩、玄奘三

蔵法師、深沙大将などが描かれている。

6 工芸 鰐口 昭和31年
10月17日

南北朝
時代 大島

・豊浜（大島）の観音堂に所在。
・鰐口は寺院や神社の拝殿の軒先に吊りさげら

れ、参拝者が打ち鳴らすものである。
・銘が刻まれており、その中に南北朝時代の延

文5年（1360年）という年号が刻まれている。

7 工芸 太刀銘成高 平成26年
3月14日

鎌倉
時代 見付

・見付の旧家に代々伝わる。
・徳川家康の帰城の手助けをし、その功により

拝領したと伝わる。
・製作者である備前成高は源頼朝が見出した

名工で、県内に伝わることは希少である。

8 考古資料 三角縁四神四獣鏡 昭和33年
9月2日

古墳
時代 新貝

・明治時代の東海道線の工事中に、経塚（きょ
うづか）古墳から発見された鏡。

9 考古資料 堂山古墳
出土遺物

平成8年
3月12日

古墳
時代 見付

・5世紀に造られた県内最大規模を誇る全長
110mの前方後円墳からの出土遺物。

・墳丘の大半は学校用地造成のため土取りされ
た。墳丘には葺石（ふきいし）を並べ、埴輪（は
にわ）を巡らしていた。

・埴輪には筒形の円筒埴輪や、鶏、よろい、楯
（たて）、鞆（とも）などの形を模した形象埴輪
がある。

10 建造物 淡海国玉神社
本殿　付棟札5枚

平成28年
12月8日

明暦
3年
(1657)

見付

　本建造物は、明暦3年（1657）頃に建造され
た三間社流造り檜皮葺の建物である。三間社流
造り檜皮葺き建物としては、重要文化財に指定さ
れている袋井市富士浅間宮本殿（1590年）に次
ぐ古さであり、県内の三間社流造りの変遷を理解
するうえで欠くことのができない建造物である。ま
た、建築時の特徴をよく残す彫刻が随所に施され
るなど装飾性にも優れており、本県における江戸
時代前期の神社建築を代表するものの一つと位
置づけられる。



84

磐田の教育

No. 種別 名称 指定年月日 年代 所在地 文化財の概要

記
念
物

11 史跡 米塚古墳群 昭和49年
4月18日

古墳
時代

藤上原
寺谷

・直径40m、高さ6mを測る、古墳時代中期
（1,500年前）に造られた円墳。周辺部にも８
基の小円墳が現存する。

12 史跡 長者屋敷遺跡 昭和54年
11月19日

奈良
時代 寺谷

・東西100m、南北80mのほぼ長方形に巡る土
塁に囲まれた奈良時代の遺跡。

・発掘調査で土塁の内側に建物跡が発見され
た。

・土塁は高さ3mで、内側には濠が巡る。土塁の
南西隅は古墳の高まりが利用され、南側中央
と北東隅に出入口が造られた。奈良時代の役
所の施設、あるいは豪族の居館跡と考えられ
る。

13 史跡 土器塚（かわらけづか）
古墳

平成14年
12月10日

古墳
時代

中泉
国府台

・直径36m、高さ5mの円墳。
・周囲には幅7mほどの堀がめぐっていた。
・磐田市南西部の豪族（有力者）の墓と考えら

れている。

14 天然記念物 善導寺
大クス

昭和34年
4月14日

樹齢
700年
(推定)

中泉

・磐田駅前に生えるクスは樹齢推定700年、目
通り周囲9m、樹高18.3mを測る大樹。

・この場所にはかつて善導寺があり、その境内に
あったものである。

15 天然記念物 甲塚のクロガネモチ 昭和59年
3月23日

樹齢
不明 見付

・かぶと塚公園には県内最大のクロガネモチが
生育している。

16 天然記念物 熊野の長フジ 昭和47年
9月26日

樹齢
数百年 池田 ・県指定木は5本。

民
俗
文
化
財

17 無形民俗
文化財 掛塚祭屋台囃子 昭和45年

6月2日 掛塚
・貴船神社の祭典に曳き廻される屋台の中で大

太鼓・小太鼓・横笛などにより演奏される囃子。

２　公文書の適正な管理
　公文書館としての歴史文書館の使命である「歴史公文書の保存」を適正確実に行うた
めに、歴史公文書の意義を周知し、非現用文書の適正な移管の実現に努めるとともに、
移管後の公文書の選別にも細心の注意をもって臨む。
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 参考  市内の展示資料館

3　資料館の展示内容の充実
　市内には発掘調査によって遺跡から出土した埋蔵文化財や、市民の方々から寄贈され
た民俗文化財など、多くの歴史的資料がある。
　これらの文化財については、収蔵庫での適切な管理を行うとともに、市内に点在する
展示施設において公開を行っている。また、図書館を利用した展示会等を企画し、より
多くの市民に見学の機会が提供できるように努めていく。
　指定文化財のうち、市以外の法人や個人が所有している場合は、保存管理について必
要に応じて助言・指導を行い、修理事業に対する補助を行っている。

名称 所在地 施設概要 利用時間 休館日

旧見付学校附
磐田文庫

〒 438-0086
静岡県磐田市見付
2452

・明治8年（1875年）に落成、開校した
現存する日本最古の木造擬洋風小学
校校舎で、北側にある幕末の私設文
庫蔵・磐田文庫とともに国史跡に指定
されている。

・館内は明治期の教室や教員室等を再
現し、教育資料や郷土の歴史・民俗に
関する資料を展示している。

・毎年8月には小学生を対象として、カス
リの着物を着て明治・大正期の授業
や遊びを体験するイベントを開催して
いる。

【火曜から日曜】
午前9時から
午後4時30分

・月曜日（祝日または
振替休日にあたる
ときは開館）

・国民の祝日の翌日
（土・日・月曜日に
あたるときは開館）

・年末年始
　（12月29日から
　1月3日）

旧赤松家
記念館

〒 438-0086
静岡県磐田市見付
3884-10

・近代日本の造船技術の先駆者で、明
治期に磐田原台地に茶園を開拓した
海軍中将男爵赤松則良の邸宅跡で
明治20年代に建てられた。

・門・塀・土蔵は県・市の指定文化財。
・敷地内には庭園と旧赤松家記念館、

土蔵があり、記念館では旧赤松家ゆか
りの文化財や寄贈資料等を展示する
ほか、有料でいわた茶の一服も楽しめ
る。

【火曜から日曜】
午前9時から
午後4時30分

・月曜日（祝日または
振替休日にあたる
ときは開館）

・国民の祝日の翌日
（土・日・月曜日に
あたるときは開館）

・年末年始
　（12月29日から
　1月3日）

埋蔵文化財
センター

〒 438-0086
静岡県磐田市見付
3678-1

・市内の遺跡から発掘された土器や石
器など、さまざまな遺物の収蔵保管・調
査研究を行っている。

・1階には展示スペースを設け、市内の
代表的な遺跡や遺物の移り変わりが
時代ごとに追えるようになっている。申
し込みがあれば展示説明も行ってい
る。

・開発に伴う事前調査や文化財保護
法に関わる届出に関する相談・受付を
行っている他、民俗資料や天然記念
物なども含めた、文化財全般に関する
質問や問い合わせも受け付けている。

【月曜から金曜】
午前8時30分か
ら午後5時

・土・日曜日
・国民の祝日
・年末年始
　（12月29日から
　1月3日）
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4　地域史料の調査・収集と地域史編さん事業の推進　
　市町村史の編さん事業で収集調査した地域史料を引き継いで保存公開する他、地域に
保存されている地域史料の発掘に努め、史料調査・保存・公開を行う。

名称 所在地 施設概要 利用時間 休館日

竜洋郷土
資料館

〒 438-0204
静岡県磐田市岡
405-47

・木材等諸物資の回漕で繁栄した掛塚
湊、「遠州の小江戸」といわれるほど賑
わった掛塚の町の様子、天竜川と遠
州灘の恩恵を受けてきた磐田市域の
住民の暮らしなどがわかる歴史・民俗
資料を収蔵・展示している。

【火曜から日曜】
午前9時から
午後4時30分

・月曜日
・国民の祝日
・年末年始
　（12月29日から
　1月3日）

豊岡農村
民俗資料館

〒 438-0116
静岡県磐田市壱貫
地 180-7（豊岡総
合センター内）

・天竜川に育まれた豊かな郷土に伝わ
る歴史・民俗資料等を展示している。

【火曜から日曜】
午前9時から
午後4時

・月曜日（祝日または
振替休日にあたる
ときは開館して翌
日が休館）

・年末年始
　（12月29日から
　1月3日）

歴
れ き し

史文
もんじょかん

書館 〒 438-0292　
静岡県磐田市岡
729-1（磐田市竜
洋支所内）

・明治期以降の各町村役場文書、及び
旧５市町村役場文書、新磐田市の非
現用文書のうち歴史的に重要な公文
書などを保存している。また、古文書な
どの地域資料も収集・調査・保存する
とともに、調査の成果を企画展などで
公開している。

【月曜から金曜】
午前9時から
午後5時

・土・日曜日
・国民の祝日
・年末年始
　（12月29日から
　1月3日）
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方針別主要事業　方針３
　施策５　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備

施策５　　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備

　生涯学習出前講座の開催
（1）　目的

○市民の方の多様なニーズに応え、学習機会の充実を図り、市政への理解を深める。
○市の魅力を再発見することで、市に対する意識を高め、地域の活性化やまちづくり

につなげる。

（２）	 内容
○市が行っている仕事の中で、市民の方が「知りたい」「聞きたい」内容について、市

職員等が講師となり、地域へ出向いて講話、実演等を行う。
○ジャンルは 15 種類、講座数は 57 講座ある。メニューにないものについて学習した

い場合は、相談に応じて、特別メニューとして開催する。

（３）	 平成 27 年度実績
ジャンル 実施件数（215 件） 参加者数（9,747 人）

市税と情報発信 8 289

選挙と議会 0 0

まちづくり 4 151

環境 15 862

くらしと水 7 161

共生・人権 5 227

消費生活 3 83

健康 44 1,604

スポーツ 29 2,365

社会保険 1 14

子育て 1 17

福祉 50 1,634

防災・安全 15 499

国際理解 10 1,099

歴史・文化 19 601

特別メニュー 4 141
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　交流センター講座

１　交流センターにおける生涯学習の推進
　交流センター設置目的の１つとして、交流センターは生涯学習の推進を担っている。
交流センターで開催する講座は、個人的または趣味的な学習に留まらず、そこに集まっ
た人たちとの交流を通じて、その成果を地域に還元し、人材の発掘・育成、地域力の向
上につなげるような講座を積極的に企画していく。

２　テーマと具体例
テーマ 具体例

人材の発掘・育成
（ボランティア養成、地域デビューなど）

・ＡＥＤ「あなたも救急救命士」
・認知症サポーター養成講座　
・悪質商法撃退講座　等

子育て支援
（家庭教育、妊娠期、通学合宿・など）

・ベビーマッサージ＆アロマ教室
・ファミリーのやさしい心理学　
・夏休み「親子でエコに挑戦」講座 等

地域連携
（交流、協賛、相乗効果など）

・健康体操＆レモンのチカラ
・磐田市立総合病院出前講座
・６センター合同「磐田再発見講座」等

地域力の向上・地域づくり
（地域課題解決、地域資源活用など）

・海老芋料理教室
・親子環境学習「川」講座
・磐田市の地震対策 等

【参考データ】平成 27 年度講座実績（受講延人数：14,113 人）
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　磐田スポーツ部活の設立

１　趣旨
　昨今の中学生のスポーツ活動においては、専門的な指導者の不足や少子化、生徒のニー
ズの多様化により希望部活動がない、また、気軽にスポーツに触れる機会の減少という
問題が生じている。このような状況下で、学校だけで生徒のスポーツ活動を支えること
は困難である。　　　
　本市には、スポーツ活動が盛んな企業や大学が存在する。そこで、これらの資源の活
用を図りながら昨今のスポーツ活動の問題を解消していくため、学校部活動の枠を超え
た公設クラブ（磐田スポーツ部活）を設置する。

２　目的
　中学生のスポーツ活動の機会充実及び教職員の負担軽減

3　事業概要
　磐田市では、上記２の目的を達成するため、部活・スポーツ塾・体験教室の３つから
なる磐田スポーツ部活を設置する。

（１）　部活・スポーツ塾・体験教室の概要
№ 区分 概要

１ 部活 学校に希望する部活動がない生徒に対して、活動の場を提供す
るため、必要な合同部活を設置する。

２ スポーツ塾 一層の技術指導を希望する生徒に対して、学校部活に加えて、月
１回程度の専門的な指導を行う。

３ 体験教室 健康づくりや新たなスポーツの体験を希望する生徒に対して、学
校部活の他に、スポーツ教室等を開催する。

（２）　実施種目
・部活は、陸上競技部、ラグビー部の実施に向けて検討を進め、実施する。
・スポーツ塾、体験教室については、子どもたちへのアンケート等により、種目の検討を進める。

方針別主要事業　方針３
　施策５　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備
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（３）　事業計画
　平成 28 年度は、事務局を設け、合同部活の枠組みを検討しながら、試験的に、部活、
スポーツ塾、体験教室などを実施する予定である。

（4）　実施体制
　　ア　事務局

　市民活動推進課スポーツ振興室に事務局を置き、指導者の確保・調整・派遣、練習
会場の調整・確保、部員募集・登録、スポーツ塾、体験教室の企画・運営、事業計画、
事業報告の作成等、当該部活の設置及び運営に関する業務を行う。

　　イ　部活動指導者
　磐田スポーツ部活指導者は、指導計画作成、指導、指導記録作成・事務局への報告
業務を行う。
　

　　ウ　部活動指導員
　中学校に部活動指導員を置き、部活動のニーズに応じた指導の充実を図るとともに、指
導者の負担軽減や、磐田スポーツ部活との連携を図る。

4月～5月 5月～

10月～

・部活設置
・部員募集
・活動準備

・スポーツ塾（月１回程度）
・体験教室　（不定期）

・部活実施（週４回）
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方針別主要事業　方針３
　施策５　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備

　文化芸術活動の推進と支援

●ほんものを鑑賞・体験する機会の充実
　市民文化の向上及び振興を図るとともに、心豊かな市の創造に寄与することを目的と
して、「磐田文化振興会」を通して、公益的な文化振興事業等を実施している。

平成 27 年度　文化振興会自主事業

公演数 入場者数 A(人) 全座席数 B(人) 集客率 A/B(％)

22 17,142 21,627 79.26

●地域における文化芸術活動への支援
平成 27 年度磐田市芸術祭

事 業 名 実 施 日 会　　場 入場者数
舞台部門 音楽部門 7/19（日） 竜洋なぎの木会館 300 人

〃 舞台部門〔前期〕 9/6（日） アミューズ豊田 328 人

〃 舞台部門〔後期〕 11/1（日） 磐田市民文化会館 600 人

公募展 工芸の部 10/27(火)～11/1（土) 中央図書館 710 人

〃 写真の部 10/18（日）～10/24（土） 中央図書館 843 人

〃 絵画の部 10/6（火）～10/11（日） 文化振興センター 710 人

〃 書の部 10/6（火）～10/11（日） 文化振興センター 537 人

〃 短歌・俳句の部 10/6（火）～10/11（日） 文化振興センター 378 人

ジュニアアート展 11/15（日）～11/22（日） ギャラリー長藤 814 人

展示部門 いけばな展 10/30（金）～11/1（日） 文化振興センター 570 人

〃 菊花展 10/30（金）～11/1（日） 文化振興センター 647 人

文芸磐田
　磐田市民の創作意欲を高め、文芸活動の発表の場とするため、作品を募集・掲載して
います。
創　　刊：昭和 50 年
応募資格：磐田市内に在住 ･ 在勤 ･ 在学、または市内を拠点としたグループで活動して
　　　　　いる方で、文筆を生業としていない方（中学生以下を除く）

平成 27 年度　第 41 号応募状況
小説 随筆 詩 短歌 俳句 川柳 合計

延人数 8 21 16 40 54 21 160

作品数 8 21 16 187 266 101 599

（全11事業/計　6,437 人）
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●次代の文化芸術を担う青少年等の育成
○高校生演劇クリニック

　磐田南高、磐田西高、磐田東高の演劇部生徒を対象に、演劇・舞台装置・照明・音
響に関する講習会から公演の開催までを実施している。

○吹奏楽公開クリニック
　磐田吹奏楽連盟に加盟する中学校吹奏楽部の生徒がパートごと会場に集まり、中学
２年生対象に３回のパート別公開クリニックを実施している。

○器楽指導者派遣事業
　中学校の吹奏楽部と吹奏楽を実施している小学校２校（豊岡南小、磐田北小）に指導
者を派遣し、顧問の指導不足を補完する。

○こども３バンド

バンド名 活動場所
団員数（平成27年度）

３年 ４年 ５年 ６年 合計

なぎの木金管バンド なぎの木会館 － 22 26 21 69

アミューズJr.ブラス アミューズ豊田 － 10 19 14 43

豊岡Jr.マーチングバンド 豊岡南小学校 10 21 24 21 76

○磐田こどもミュージカル
　磐田市から全国へ向けての文化発信とこどもたちの人間育成を目的として、平成５年
に活動を開始した。オーディションにより入団してから約２年間の育成を経て、修了公
演において育成の成果を発表している。

団員内訳

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 合計
10期生 － 3 13 13 2 6 2 6 1 46
11期生 3 5 4 12 7 1 3 2 － 37

※ 10 期生は平成 27 年修了公演時、11 期生は平成 28 年５月現在

●香りの文化を発信
　磐田市香りの博物館は、香りに関する文化の振興を図り、文化の発展に寄与すること
を目的に設置された博物館法上の登録博物館であり、人々の創造性を豊かにし、心にゆ
とりや潤いを与える機能を担っている。

平成 27 年度　利用状況
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

開館日
（日） 26 28 25 27 31 27 27 25 24 21 24 27 312

利用者数
（人） 2,950 2,713 2,094 1,607 3,113 2,038 1,588 1,631 1,077 1,207 1,804 1,910 23,732
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方針別主要事業一覧＜方針 3 ＞
【方針 3】　市民が活動しやすい ｢学びの場｣ を整備します。

施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

施
策
１　

学
校
施
設
な
ど
の
安
全･

充
実

小中学校、幼稚園・こども園
の管理及び整備

　園児・児童・生徒の安全を守り、安心で豊
かな教育環境を整備するとともに地域住民
の安全と安心の確保に資することを目的と
して、園・学校施設の管理及び整備を進め
る。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 年間 教育総務課

幼稚園保育園課

小学校施設の管理及び整
備 小学校 年間 営繕工事　施設修繕

教育総務課
中学校施設の管理及び整
備 中学校 年間 営繕工事　施設修繕

幼稚園・こども園施設の管理
及び整備

幼稚園
こども園 年間 施設修繕 幼稚園保育園課

学校施設防災機能強化事
業

建築非構造部材（外壁、天井照明灯等）の
落下防止対策をする。

小学校
中学校 年間 小学校施設防災機能強化事業

中学校施設防災機能強化事業
教育総務課

学校環境整備事業
学校施設の外観美化による教育環境の改
善及び校舎内の施設改善を目的に汚れや
破損などを整備する。

小学校
中学校 年間 施設修繕

水質検査
園・小中学校の飲料水、プールの水質検査
を行い、園児、児童生徒の健康安全に資す
る。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 夏季 学校薬剤師等による検査 教育総務課

幼稚園保育園課

ＡＥＤの整備 自動体外式除細動機を各校に設置し、児
童・生徒の応急救護体制を整える。

小学校
中学校 年間 自動体外式除細動機の各校への

段階的な設置 教育総務課

小中学校コンピュータ整備
事業

学校の情報化推進のため、コンピュータ整
備を行う。

小学校
中学校 年間 コンピュータの更新、電子黒板、タブ

レットPCの導入等

学校教育課
磐田市立小・中学校通学区
域審議会 通学区域の適正化を図る

市議会、自治会代表者、ＰＴ
Ａ代表、小中学校長、学識
経験者を有する者、市の職
員

２回 適正化に向けての審議

学校施設緑のカーテン設置
事業

夏場の暑さ対策として緑のカーテンを設置
する。

幼稚園・こども園
小学校・中学校 夏季 小学校、中学校、幼稚園、こども園

の５２施設で緑のカーテンを設置 教育総務課

校庭芝生化事業
子どもの体力向上、安全に楽しくスポーツが
できる環境づくり、学校と地域との交流の
推進、砂じんの飛散防止など学校周辺の
環境整備などを目指す。

整備済維持管理19校 年間 既設校の維持管理
幼稚園・こども園各１園の新規施工

教育総務課
幼稚園保育園課

施
策
２　

就
園・就
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援

就学援助
経済的な理由から就学が困難となっている
児童生徒の保護者に対して、学用品費や
給食費等の経費を補助する。

小学校
中学校 年間 就学費用を就学援助費により支援

教育総務課

就学奨励
特別支援学級等へ就学する児童生徒がい
る保護者に対して、経済的負担を軽減する
ため、世帯の所得状況等により、学用品費
や給食費等の経費を補助する。

小学校
中学校 年間 就学費用を就学援助費により支援

幼稚園就園補助
私立幼稚園に入園している幼稚園児の保
護者に対して、幼稚園が所得の状況に応じ
て入園料、保育料を減免した場合に、幼稚
園の設置者に補助する。

私立幼稚園 年間 入園料、保育料の減免に対して補
助

幼稚園保育園課

私立幼稚園運営費補助
私立幼稚園に対して、国の補助金に加え
て市単独補助制度により運営費を助成す
る。

私立幼稚園 年間 市単独補助制度による補助

施
策
３　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

１６ミリ映写技術講習会
視聴覚教材（16ミリ映画）の利用促進を図
るため、16ミリ映写機の操作技術者を育成
する。

市内在住・在勤・在学の高校
生以上 1回 中央

講習・実技

中央図書館

映画会
視聴覚資料を利用して､すぐれた映像作品
を上映することにより、映画の楽しさを伝え
る。

幼児～一般 4回 中央

天体観測会 天体観測指導員の下、解説を交えてそれぞ
れの季節の天体観測を行う。 小学生～一般 毎週土曜

日 豊田

法律セミナー データベースの活用を図るため身近な事柄
を題材にしたセミナーの開催。 一般 9月 中央

文学講座
郷土にかかわる日本文学をテーマに、作品
が生まれた背景や作者の生い立ちなどにつ
いて学ぶ。

一般 4回 中央

図書館協議会 図書館の運営に関して館長の諮問に応じ
る機関 委員１０名 ２回 会議

本のリサイクル市
利用者から集められた不用な本と、図書館
で保存期間が過ぎた雑誌を、無償で提供す
る催しを開催する。

一般 ４月～５月
９月～１２月 中央館２回、他館１回

図書ボランティア養成講座
小学校などで読み聞かせをしようとする初心
者と本の配架・修理をしようとする方のため
に講座を開設する。

一般 ６月 中央

方針別主要事業　方針３
方針別主要事業一覧
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磐田の教育

施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

施
策
３　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

UD（ユニバーサルデザイン）
絵本講座

身体的・知的特性を超えて皆が一緒に楽し
むことができる絵本講座を開催する。 一般 11月1回 中央

中央図書館

点訳・音訳ボランティア活動
の充実 視覚障害者に対するサービス 視覚障害者 年間 中央

図書館資料の充実

市民の文化・教養の向上、調査研究などに
資するため、一般書・児童書・郷土資料・参
考図書・視聴覚資料を充実させ、利用者へ
の貸出・閲覧・コピーサービスにより、一般の
利用に供する。

一般 年間 資料の収集・貸出

課題解決支援のための情
報提供（子育て・ビジネス支
援等）とレファレンス（参考調
査）サービスの充実

参考調査業務を広く周知し医療、福祉、法
律、行政、郷土史関係等あらゆる分野の図
書資料等を収集・整理し、その情報や資料
の提供及び相談を行い、地域や市民の課
題解決を支援する。

一般 年間 中央

視聴覚教材・機材の利用促
進

視聴覚教材・機材の利用を促進し、 視聴
覚教育の振興を図る。

市内の社会教育団体・公共
施設等 年間 中央

団体貸出

点字図書、録音図書等の郵
送貸出

目の不自由な人への録音図書、点字図書
等の郵送サービスを行う。 視覚障害者 年間 郵送等による個人貸出

点字図書の製作
点訳ボランティアの協力を得て、パソコン及
び点字プリンターを使用し、点字図書を製
作するとともに、視覚障害者総合情報ネット
ワーク「サピエ」の活用を図る。

視覚障害者 年間 中央

対面朗読と録音図書の製作 音訳ボランティアの協力を得て、図書館内
での対面朗読と録音図書の製作を行う。 視覚障害者 年間 中央

トンボコーナーの充実 桶ヶ谷沼やトンボ関連の資料を収集し、コー
ナーの充実を図る。

一般
小学校低学年以上 年間 中央

サッカー・ラグビー関連図書
コーナーの充実

サッカー・ラグビー関連の図書・雑誌を収集
し、コーナーの充実を図るとともに、スポーツ
のまちづくりを推進する。

一般 年間 中央

ヤングアダルトサービスの
充実

中高生向けの図書を幅広い分野から選書
し、ヤングアダルトコーナーの充実を図る。ま
た、中高生向けのおすすめ本や新刊本を紹
介する「リブネット」を発行し、市内の中学校
と高等学校に配布する。

中学生・高校生 年間 「リブネット」年４回発行

磐田市の図書館（図書館概
要）の発行

図書館５館の統計、事業等をまとめた概要
を発行し、図書館活動を周知する。 関係者・一般 年間 ホームページで公開

展示会
文化・芸術にふれあうことができるよう市民
の絵画・書・写真などの作品や郷土にかか
わる優れた作品を紹介する。

一般 年間 中央・豊田

中東遠地域図書館との連携 中東遠地域5市１町の図書館が連携を深
め、圈域住民サービスの向上を図る。

磐田市・掛川市・菊川市・御
前崎市・袋井市・森町の各図
書館

年間

図書館資料の館内検索
だれでも図書館資料を検索・予約できるシ
ステムを館内に設置し、利用者の利便を図
る。

利用者 年間 開放端末

インターネット用パソコンの館
内開放

インターネット閲覧用パソコンを館内に設置
し、利用者に開放する。 利用者 年間 １回３０分以内

ホームページの充実 インターネット上に図書館のホームページを
設け、図書館の最新情報を提供する。 インターネット利用者 年間

インターネットによる図書館資
料の検索・予約

インターネットによる図書館資料の検索及
び予約を実施する。 インターネット利用者 年間

「国立国会図書館・図書館向
けデジタル化資料送信サー
ビス」の提供

インターネット閲覧用パソコンによる、国立
国会図書館がデジタル化した資料のうち絶
版等の理由で入手困難な約142万点の資
料（Ｈ28年1月現在）の閲覧・複写（有料）
サービスの提供をする。

図書館利用登録者 年間 中央(複写可）
地域館（閲覧のみ）

新聞記事・法情報のデータ
ベースの提供

インターネット閲覧用パソコンによる、「静岡
新聞データベースｐｌｕｓ日経テレコム」「第一
法規情報総合データベース」の提供をする。

利用者 年間 中央

持ち込みパソコン利用ブース LAN（インターネット）及びコンセントを提供
する。（1回2時間） 一般 年間 中央

巡回車による資料の物流
市内5館内の予約資料と返却資料を各館
に搬送するため、図書館間で巡回車による
配送業務を実施する。

一般 毎日 巡回車

図書館だより、こどもとしょか
んだよりの発行

図書館全体の広報、ＰＲのため、一般利用
者向け、子ども向けの２種類を発行し、子ど
も向けは小学生全員に配布する。

一般
児童

年間（月・季
刊）

交流センター図書室等との
連携

交流センター図書室等へ図書館の蔵書の
配本を実施する等連携を深める。

交流センター図書室他
一般市民 年間 中央

蔵書の配本等

静岡産業大学図書館との連
携

市民が大学図書館を直接利用でき互いに
補完できるよう、さまざまな連携を推進する。 一般 年間
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方針別主要事業　方針３
方針別主要事業一覧

施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

施
策
４　

歴
史
遺
産
の
整
備・充
実

企画展･講演会等の企画･
開催

文化財展（８月）、寄贈品・収蔵品展（２月）な
どを開催する。 一般市民

年間 中央図書館（講演会開催）

文化財課

２月 豊田図書館

歴史文書館企画展の開催 公文書や地域史料を活用して、企画展を
開催する。 一般市民 年間 竜洋支所

歴史学習会（講演会）の開
催

地域史料収集及び調査の成果を周知する
ため、講演会等を開催する。 一般市民 １回 竜洋支所

文化財説明板・案内板及び
パンフレットの整備

指定文化財等の説明板・案内板の改修及
び各種パンフレットの作成・改訂を行う。 一般市民 年間

旧見付学校・旧赤松家等資
料館事業

常設展示の充実や市民参加型のイベント
を開催する。 一般市民 年間

文化財だよりの発行 文化財全般の広報・PRのため、主に文化
財の紹介を行う。 一般市民 毎月 交流センター等へ配布

歴史文書館だよりの発行
文書館ＰＲ、町史編さんの状況や成果を周
知するため、業務や所蔵資料の紹介・解説
等を行う。

一般市民 各1回 交流センター等へ配布

市および市教育委員会の
ホームページ充実

行事の情報や見学等の状況をホームペー
ジに掲載する。 一般市民 年間

ボランティアスタッフの育成・
活用

来館者の案内や説明等にあたるボランティ
アスタッフを育成し、活用する。

旧見付学校
旧赤松家記念館 年間 研修会や反省会

事業企画参画・実施協力

審議会・委員会等

文化財保護審議会 市指定文化財の指定、文化財の保存･整
備・活用について調査審議･建議する。 委員１０名 ２回 文化財保護審議会による調査、審

議、建議

文化財保護審議会天然記
念物部会

指定天然記念物の樹勢を維持し衰退を防
ぐため、樹木調査を行い、管理方法につい
て建議する。

委員４名 ２回 文化財保護審議会及び天然記念
物部会による調査、審議、建議

旧見付学校協議会
国史跡・教育資料館としての旧見付学校
の保存･活用事業、管理･運営について協
議する。

委員８名 ２回 旧見付学校協議会による協議、意
見提言

遠江国分寺跡整備委員会 国特別史跡遠江国分寺跡の整備につい
て審議する。

委員１２名
整備専門委員6名

２回
１回

整備委員会・整備専門委員会によ
る審議

福田町史編さん委員会 福田町史の編さん方針、刊行計画等につ
いて審議する。 委員５名 １回 編さん委員会による審議

歴史文書館運営審議会 歴史文書館の運営及び文書収集・保存活
動等事業について審議する。 委員７名 ２回 審議会による審議

発掘調査及び整備

市内遺跡調査事業
（一般遺物整理等）

工事に伴う確認調査を国庫補助で行うとと
もに、報告書が未刊行の遺跡の整理作業
を行う。

市内各遺跡 年間

市内遺跡調査事業
（御殿・二之宮遺跡他）

久保川プロジェクトに伴い、工事対象地を
事前に発掘調査した成果の整理作業を行
う
市事業に伴う工事対象地の発掘調査を行
う。

御殿・二之宮遺跡
浜部遺跡
長江崎遺跡

年間

土地区画整理事業地内発
掘調査事業

鎌田第一土地区画整理事業に伴う遺跡
の整理作業を行う。

坊中遺跡
神明山遺跡 年間

谷田南古墳群発掘調査事
業

向笠地区の開発行為に伴う遺跡の整理作
業を行う。 谷田南古墳群 年間

遠州豊田PA南地区発掘調
査事業

遠州豊田PA南地区の開発に伴う遺跡の
本調査事業。 広野遺跡 年間

指定文化財

指定文化財管理
遠江国分寺跡ほか史跡等の樹木管理･除
草及び熊野の長フジほかの天然記念物の
養生管理を行う。

市内史跡等 年間 業者、自治会等に委託

指定文化財の保存･修理補
助

指定文化財の修理等を行う場合に費用の
一部を補助する。 指定文化財所有者・保持者 年間 補助金交付

史跡整備

遠江国分寺跡整備 発掘調査報告書を刊行し、史跡の再整備
のための基本計画の策定を進める。 遠江国分寺跡 年間

歴史文書館

歴史文書館管理運営事業
所蔵資料の公開を行うとともに、旧５市町
村及び新市の保存期限満了の公文書・写
真その他歴史資料の選別・保存・活用を進
める。

一般市民 年間
公文書・地域史料の分類・整理・保
存作業に伴う各種帳票等の整備
等
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施策 事　業　名 趣　　旨 対　象 時期 方　　法 主管課

策
５　

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
活
動
の
環
境
整
備

生涯学習イベント情報誌
「学びの庭」

交流センターで開催される講座・イベント・申
込方法を紹介する。 一般市民 ６回 情報誌の配布

市民活動推進課

生涯学習指導者情報誌
「学びの師」

市民の多様な学習に対応するための指導
者を紹介する。 一般市民 情報誌の配布

生涯学習イベント情報誌
「学びの友」

市内のスポーツ・文化・芸術などのグループ
やサークルを紹介する。 一般市民 情報誌の配布

インターネットによる情報提供 磐田市ホームページに生涯学習情報や交
流センターイベントを掲載する。 一般市民 年間

生涯大学いきいき学園 クラブ活動や合同学習会を通して、教養・
技能をみがきながら仲間づくりを行う。 ６０歳以上の一般市民

２回（合同）
１０回

（クラブ毎）
合同学習会・クラブ活動

おもと大学 豊岡地区の６０歳以上を対象にした学習会
を開催する。 豊岡地区在住の６０歳以上 年間

はつらつ学級 高齢者の生きがいづくりや健康増進を支援
する。 ６０歳以上の一般市民 年間

生涯学習出前講座 市民の要望に応えて市職員が講師となり、
地域で講演をする。 一般市民 年間 講話・演習等

学習交流センター 市民の憩い、ふれあい、学びの場を提供す
る学習交流センターを設置する。 一般市民 年間

交流センター講座 市民に多様な学習機会の場を提供するた
め、交流センターで各種講座を開催する。 一般市民 年間 講話・演習等

スポーツ教室の開催 生涯スポーツの推進を図るため各種スポー
ツ教室を開催する。 一般市民 年間 講習・実技

スポーツ振興室

学校体育施設の市民開放 学校体育施設を地域住民に開放し、体育
活動の振興を図る。 一般市民 年間

磐田スポーツ部活 中学生のスポーツ活動の機会充実と教職
員の負担軽減を図る。 中学生 年間 指導者の設置

総合型地域スポーツクラブへ
の支援

スポーツクラブ設立を希望するクラブに対し
て助言や事業協力を行う。 設立を希望する団体等 年間

磐田文化振興会への支援 磐田文化振興会への支援を行い、市民が
文化芸術に触れる機会の充実を図る。 磐田文化振興会 年間

文化振興課

市内文化芸術団体への支
援

市内の文化芸術団体への支援を行い文化
力向上を図る。 各文化芸術団体 年間

青少年の文化芸術活動育
成

青少年を対象とした各種文化芸術活動へ
の支援を行う。 青少年の文化芸術団体 年間

磐田市香りの博物館 企画展示や体験などを通して、香りに関す
る文化振興を図ります。 一般市民 毎日 指定管理者制度の活用



重要な課題への対応

Ⓒ磐田市
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磐田の教育

１　園・学校の台風・地震・津波等の防災対応基準

　台風等による暴風警報等発表時及び解除時等の対応基準

※「気象等に関する特別警報」

重要な課題への対応１
園・学校の台風・地震・津波等の防災対応基準

　　　　　　　　
　　　　　時刻

 情報

家庭 学校・園

登校前 午前 午後

注意報 ○登校 ○通常通り ○通常通り
・状況に応じて下校

警　報 ○自宅待機 ○残留
・状況に応じて下校

○残留
・状況に応じて下校

解　除 ○午前１０時前　　登校
○午前１０時以後  休校

　　　　　　　　
　　　　　時刻

 情報

家庭 学校・園

登校前 午前 午後

特別警報 ○自宅待機 ○残留 ○残留

解　除 ○自宅待機 ○安全が確認されたのち、下校又は保護者引き渡し

【留意点】
・特別警報は、警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害が起こるお

それが著しく大きい場合に発表される。
・その他の警報（暴風雪、大雨、大雪、洪水等）が発表され、この基準によりがたい場合には、児

童生徒等の安全を第一に考え、学校長・園長の判断により措置を講ずる。この場合、速やかに
教育総務課に報告する。

・保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の確
認をする。また、保護者への事前周知を徹底し、学校・園の対応を明確にする。

・自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校に関する家庭への連絡は「連絡網」や「いわ
たホッとライン」を利用する。

・気象状況によっては、教育委員会の判断により対応を「ファクシミリ」、「メール」、「いわたホッ
とライン」等で指示する場合がある。

・家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利用する。なお、「いわたホッとライン」
への登録を随時推進し、その充実を図っていく。

・外国籍児童生徒等の家庭には外国籍保護者同士のネットワークを利用するなど、確実に連絡が
伝達されるよう体制を整えておく。

【児童クラブについて】
・登校後、暴風警報が発表された時、児童クラブは開所する。状況により保護者に早い迎えを依

頼する。
・登校後、特別警報が発表された時、児童クラブは開所する。特別警報が解除され、安全が確認

された後、保護者に引き渡す。

○　警報の発表・解除の情報について、各家庭においてテレビやラジオ、インター 
　ネット等から情報を入手するよう事前に働きかけておく。

◎原則として学校長・園長が判断する
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【留意点】
・保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し、学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の

確認をする。また、保護者への事前周知を徹底し、学校・園の対応を明確にする。
・注意情報や予知情報発表時においては、学校待機の時間が長引くこともあるため、保護者と協

議の上、引き渡しをすすめていく。
・登下校時の避難（場所、方法等）について、各家庭でもしっかりと協議し、確認をするよう保

護者に依頼する。
・自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校や学校再開に関する家庭への連絡は、連絡網や
「いわたホッとライン」を利用する。なお、休校措置を登校前に決定したときは、速やかに教育
総務課に報告する。

・電話やメール等が使用できない場合の連絡方法について、職員間はもちろんのこと、保護者と
も確認しておく。

・情報によっては、教育委員会の判断により対応を指示する場合がある。
【児童クラブについて】

・注意情報・予知情報（警戒宣言）が発表された時、震度５弱以上の地震が発生した時、児童ク
ラブは開所しない。

《用語について》避難所…指定避難所（学校や交流センターなどの公共施設－市内４５か所）
　　　　　　　　 避難場所…自治会等で決めている一時的な避難場所

　東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時及び
　東海地震を含む大規模地震（震度５弱以上）発生時、その後の対応基準

調査情報 注意情報 予知情報（警戒宣言） 地震発生
登
校
前

防災対応
なし

○自宅待機　
　※必要に応じて休校措置

○休校 ○避難行動

登
校
中

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難場所へ

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①避難行動
・学校又は避難場所へ
②その後の対応　
《学校にいる場合》
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

在
校
中

①学校待機
②その後の対応
・保護者引き渡し

①学校待機
②その後の対応
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する

①避難行動
②学校待機
③その後の対応　
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し

下
校
中

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難場所へ

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①避難行動
・学校又は避難場所へ
②その後の対応　
《学校にいる場合》
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ
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重要な課題への対応１
園・学校の台風・地震・津波等の防災対応基準

【留意点】
・第４次地震被害想定で津波浸水地域を学区に持つ学校が対象であるが、想定地域外であっても

状況によっては同様の対応になる場合がある。また、遠隔地地震による津波情報が発表された
場合にも同様の対応とする。

・津波発生の有無に関わらず、上記の対応基準に沿うこととする。
・津波注意報であっても、災害の発生や突然の警報への変更があり得るため、情報には常に留意し、

危機感をもって対応する。なお、注意報でも避難所が開設される場合があるため、開設時の支
援が必要となる場合がある。

・登校中や在校中に警報が解除された場合、安全が確認できれば、通常の対応となることもある。
そうした場合の対応については、事前に周知徹底を図るとともに、連絡網や「いわたホッとラ
イン」を利用して各家庭に連絡する。

・別紙「東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時及び東海地震を
含む大規模地震（震度５弱以上）発生時の対応基準」【留意点】に準ずる。

【児童クラブについて】
・登校前に大津波警報・津波警報が発表された時、児童クラブは開所しないが、学校へ登校となっ

た場合は開所する。
《用語について》避難行動…学校又は高台、避難タワー等の避難場所への避難

　大津波警報・津波警報・津波注意報発表時及び解除時等の対応基準

大津波警報・津波警報 津波注意報発　　表 解　　除
登
校
前

○避難行動又は
　自宅待機

○午前10時前　　登校
○午前10時以後　休校 　津波の発生が、遠地近

地にかかわらず、津波（一
波・二波）が到着しても被
害が生じる高さではない
と学校が判断した場合、
登校前、登校中、在校中、
下校中、全て通常通りの
対応となる。
　ただし、海岸近くにい
る場合は、すぐにその場
から離れ避 難 行動をと
る。

※注意報から警報に変更
　された場合には速やかに
　警報の対応をとる。

登
校
中

○避難行動

○午前10時前　　通常通り
《学校にいる場合》…通常通り
※ただし、被害状況により保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》…登校後、通常通り
※ただし、登校後被害状況により保護者引き渡し
○午前10時以後　休校
《学校にいる場合》…保護者引き渡し又は下校

在
校
中

○学校待機又は
　避難行動

○通常通り
※ただし、被害状況により保護者引き渡し

下
校
中

○避難行動 《学校に避難してきた場合》…保護者引き渡し又は下校
《学校以外にいる場合》…自宅又は避難所等へ移動

◎原則として学校長・園長が判断する
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 参考  津波警報・注意報の種類
  気象庁は、地震が発生した時には地震の規模や位置をすぐに推定し、これらをもとに沿岸
で予想される津波の高さを求め、地震が発生してから約３分（一部の地震※については最
速２分程度）を目標に、大津波警報、津波警報または津波注意報を、津波予報区単位で発
表します。

（※日本近海で発生し、緊急地震速報の技術によって精度の良い震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震）

種類
発表基準

（予想される津波の高
さが高いところで）

発表される津波の高さ
想定される被害と

取るべき行動数値での発表
（津波の高さ予想の区分）

巨大地震の
場合の発表

大津波
警報 ３ｍを超える場合。

１０ｍ超
(10ｍ＜予想高さ)

巨大

木造家屋が全壊・流失し、人
は津波による流れに巻き込
まれます。ただちに海岸や川
沿いから離れ、高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難し
てください。

１０ｍ
(5ｍ＜予想高さ≦ 10ｍ)

５ｍ
(3ｍ＜予想高さ≦ 5ｍ)

津波
警報

１ｍを超え、３ｍ以
下の場合。

３ｍ
(1ｍ＜予想高さ≦ 3ｍ) 高い

標高の低いところでは津波
が襲い、浸水被害が発生し
ます。人は津波による流れに
巻き込まれます。ただちに海
岸や川沿いから離れ、高台
や避難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

津波
注意報

0.2ｍ以上、１ｍ以
下の場合であって、
津波による災害の
おそれがある場合。

１ｍ
(0.2ｍ≦予想高さ≦ 1ｍ)

（表記しない）

海の中では人は速い流れに
巻き込まれ、また、養殖いかだ
が流失し小型船舶が転覆し
ます。ただちに海から上がっ
て、海岸から離れてください。



101

重要な課題への対応２
子どもの安全安心を確保するために

　　命はかけがえのない尊いものであり、自他の生命や心の安心を守ることは最も大切な
ことです。しかし、交通事故、転落事故など、子どもの生命・身体の安全や心の安心が
損なわれるような事案が全国で発生しています。これらのことを深刻に受け止め、学校
や教育委員会、家庭、地域など関係者が一丸となって取り組むことが求められています。
子どもの生命・身体の安全や心の安心を確保するための重要な取組を示しました。

　○教育活動の様々な場で、子どもが命の大切さや人権について考える場や機会を大切にする。
　○社会全体で子どもを守り育てていくことができるよう家庭や地域と連携できる体制づ

　くりを進める。
　○学校と教育委員会や、警察、児童相談所などの関係機関との連携を促進する。

　○学校での防災教育の充実を図る。
　○幼小中連携による防災訓練や家庭・地域と連携した防災訓練など、これまでの想定にとら

　われず、様々な状況を想定した防災訓練の充実を図る。

　○交通安全教育の充実を図るとともに、通学路の安全確保に必要な対策等を進める。
　○安全管理の充実を図るとともに、施設設備の点検など生活上の安全に必要な対策等を進める。
　○防犯教育の充実を図るとともに、不審者情報の保護者・地域への提供など防犯対策を進める。

●　園児・児童・生徒が、発達段階に応じ、自分の大切さとともに他の人の大切さを認め
る態度を、様々な場面で育むようにする。

　　一人一人の園児・児童・生徒が、かけがえのない存在であることや、自分と同様に他
の人たちもかけがえのない存在であり大切にしなければならないことを理解し、態度や行
動に表れる人権感覚を身に付ける。

●　防災教育の充実を図り、様々な自然災害時に自らの命を守るだけでなく、進んで他の
人の命を守ることができるようにする。

　　園児・児童・生徒及び地域の実態に即した防災教育を、各教科、道徳、特別活動、総
合的な学習の時間等の中で実施するとともに、静岡県第４次地震被害想定を受けて学校防
災マニュアルの見直しを行う。

●　園児・児童・生徒が、安全に生活できる環境を整える。
　　事件・事故災害は、日常生活の様々な場面で起きており、通学路を含め多くの危険か

ら園児・児童・生徒の安全を守るための取組を進めていく。

取組１ 人権教育の充実を図り、自他の命や人権を大切にする態度を育みます。

取組 2 防災教育の充実を図り、災害時に自他の生命を守る実践力を育みます。

取組 3 安全教育の充実を図るとともに、安全管理を推進します。

２　子どもの安全安心を確保するために
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磐田の教育 重要な課題への対応３
保護者・地域社会から信頼される園・学校を目指して

　　近年、静岡県内においても、学校に対する保護者や地域社会の信頼を裏切る教職員による不祥事が発生
していることは大変遺憾なことです。各園・学校では、教職員による不祥事を根絶させ、保護者や地域社
会の方々からの信頼を回復する取組が必要です。このことは、たとえ自分たちの園・学校から不祥事を起
こしていない学校であっても、全県下の教職員が襟を正して取り組むべき課題であると考えます。磐田市
に勤務する全ての教職員が、教職に携わる者としての自覚と誇りをもち、謙虚に自らを振り返り、他に学
ぶ姿勢をもち続けることが大切だと考えます。

　○教職員へのきめ細かな指導を継続・徹底する。
　○教職員の指導や仕事内容、人間関係等を把握する。
　○あらゆるところから情報が入るネットワークづくりを行う。
　○確認と見届けを行う。
　○年間を通して計画的に校内コンプライアンス委員会や研修等を実施する。
　○モラル・ハラスメントを意識した職場環境づくりを行う。

　○職場内に孤立しがちな教職員をつくらない職員室文化を醸成する。
　○管理職や同僚と何でも話ができる、悩みを相談できる環境づくりを行う。
　○お互いに遠慮なくアドバイスしたり、苦言を呈したりすることができる人間関係づくりを行う。
　○各種研修会等を通じて、園・学校の枠を超えた仲間づくりを行う。
　○園児児童生徒への対応について、組織を生かした指導体制の充実を図る。

　○学校徴収金等取扱要領等に沿った入金・出金を行う。
　○複数体制での管理を行う。
　○管理者は定期的に会計簿及び通帳を点検する。

　○情報媒体等の持ち出しに関するルールを守る。
　○電子化された情報が管理上の不備により流失することがないよう留意する。

●　管理職は、教職員理解等を推進し、適切な指導ができるようにする。
　　管理職は、教職員へのきめ細かな指導の継続・徹底を行うとともに、教職員理解や情報収集を推

進し、確認や見届けを行う。また、計画的な研修を実施する。

●　園・学校内外の様々な場面で、教職員の仲間づくりを推進する。
　　職場内で孤立したり、一人で困難な課題を抱え込んだりすることがないよう、様々な場面で、教

職員のコミュニケーションを活性化し、教職員の仲間づくりを推進する。また、各種研修会等を通
して、園・学校の枠を超えた仲間づくりを推進する。

●　公金や校納金の取扱いは、学校徴収金等取扱要領等に沿って適正に行う。
　　公金や校納金の取扱いについては、学校事務職員だけでなく、全ての教職員が適切な取扱い方法

を理解し、学校徴収金等取扱要領等に沿った取扱いができるようにする。

●　個人情報の紛失、流失が起きないよう適正な管理を行う。
　　個人情報の取扱いについては、管理上の不備による紛失や流失が起きないよう、情報セキュリティ

ガイド等に沿って適正な取扱いを行う。

　※不祥事を起こさない、起こさせないために、各園・学校で必要な取組を示しました。

取組１ 管理職による不祥事根絶のための取組を推進します。

取組 2 教職員の仲間づくりを推進します。

取組 3 磐田市立学校徴収金等取扱要領等に沿った、公金や校納金の適正な取扱いを行います。

取組 4 個人情報の適正な管理を行います。

取組 5 人権尊重の教育を推進します。

３　保護者・地域社会から信頼される園・学校を目指して

　○ことばを大切にした教育を推進する。
　○体罰はもちろんのこと、園児児童生徒の人格を傷つけるような言動の根絶を図る。

●　教職員の人権感覚を醸成する。
　　教師は、子どもたちの人格形成に影響を与える立場にあることを自覚し、相手の気持ちを考え、

思いやる心を基本とする人権意識を手本として示す。
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重要な課題への対応４
学力向上に向け「確かな学力」を育成するために

　　全国学力 ･ 学習状況調査の目的は、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習
状況の改善等に役立てることであり、「確かな学力」の育成につながるものです。

　　したがって、学校は、学力の 3 要素 ( 基礎的 ･ 基本的な知識及び技能、思考力 ･ 判断
力 ･ 表現力その他の能力、主体的に学習に取り組む態度 ) を押さえて日々の授業実践に
取り組み、児童生徒に「確かな学力」を身に付けるよう努めなければいけません。

　○小学校では自作テストを実施し、「付けたい力」を教師が把握し、児童に身に付いて
　いるか確認する。　

　○バランス ( 話す､ 聞く､ 読む､ 書く ) のとれた授業を展開して、特に「読むこと ･ 書
　くこと」に力を入れる。

　　条件（文字数・時間・指定語句・内容等）を示し、書く力を育成する。
　○全教科において、図表やグラフを適切に読み取ることや目的に応じて複数の情報を関

　連付けて考えをまとめる力を育成する。
　○学習したことを各教科の学習や実生活とつなげて考えるような学習場面を設定する。

　○学力向上委員会及び教科等指導リーダー研修会では、講師を招聘して「付けたい力を
　明確にした授業づくりと校内研修」について指導を受け、研修会を充実させる。

　○若手教員の指導を通して、教科等指導リーダーの育成に努める。

　○全国学力 ･ 学習状況調査を実施し、結果を分析するとともに短期的 ･ 中長期的実践項
　目の具体的改善策を示す。 

　○全国学力 ･ 学習状況調査の結果を活用する。
　○ＰＤＣＡサイクルを生かして授業づくりを検証する。

　○メリハリのある家庭生活ができるよう学校 ･ 家庭が連携して取り組む。
　○毎日、集中して家庭学習を行うよう支援する。
　○宿題の出し方を工夫する。
　○「早寝、早起き、朝ご飯」の基本的生活習慣の定着を推進する。

○司書リーダーや学校図書支援員を巡回型で配置し、学校図書館の整備を行う。
○読書活動の推進を図る。

●　今まで行ってきた授業を振り返り、学習指導要領の目標や内容をより明確に押さえて授業を行う。

●　効果的な研修を実施し、校内研修の充実やリーダーの育成に努める。

●　国や県の結果・分析を受け、本市の成果や課題を分析した上で、具体的改善策を示す。

●　基本的生活習慣や子どもが進んで家庭学習に取り組む習慣を育てる。

●　質の高い読書の機会を提供したり、資料や新聞等を活用した学習がさらに充実するように環境を整えたりする。

取組１ 「付けたい力」を明確にした授業づくりを行います。

取組 2 教員の指導力向上に努めます。

取組 3 学力向上委員会を設置し、全国学力 ･ 学習状況調査の分析をし、学力向上のための改善に努めます。

取組 4 家庭生活 ･ 家庭学習の改善を推進します。

取組 5 子どもの学びを支える取組を支援します。

４　学力向上に向け「確かな学力」を育成するために
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磐田の教育 重要な課題への対応５
いじめ防止対策の推進

いじめの問題は、学校における重要課題の一つです。学校が一丸となり、組織で対応するとと
もに、家庭や地域、関係機関と連携し積極的に取り組むことが求められています。「いじめは決
して許さない」「いじめは卑怯な行為である」「いじめはどの子どもにも、どの学校にも起こりうる」
との意識をもち、いじめの未然防止に努めるととともに、いじめの早期発見・早期解決に向けて
努めていきます。また、認知したいじめについては、被害者の立場になって考え、初期段階から
組織的に取り組み、子どもたちが安心して学校生活を送ることができるようにします。

○「いじめ防止等対策推進条例」に基づき、「いじめ防止等のための基本的な方針」を定め、
いじめ防止のための対策を総合的に効果的に推進する。

○いじめ防止等の対策や推進を効果的に行うため、「いじめ問題対策連絡協議会」と「いじめ
防止等対策推進委員会」の組織を設置する。

○子ども自らがいじめについて考える場や機会を設定し、いじめをなくそうとする活動を大
切にする。

○児童生徒の豊かな情操と道徳心を養うため、全教育活動を通じた道徳教育や体験活動の充
実を図る。

○教職員が一人一人の子どもと積極的に関わり、子ども理解を深め信頼関係を築くとともに、
子ども同士も望ましい人間関係をつくり、いじめが起こりにくい集団をつくる。

○教職員に対し、いじめ防止等のための対策に関する研修を計画的に実施する。
○家庭や地域の理解と協力が得られるよう啓発活動を行う。
○関係機関と可能な限り情報を共有するとともに、状況に応じて連携した指導を行う。

○いじめのサインは、いじめを受けている子どもからも、いじめている子どもの側からも出
ている。子どもの出すサインに注意をはらう。

○定期的に教育相談やアンケートを実施したり、連絡ノート等による家庭連絡を通して保護
者からの情報を積極的に収集したりして、いじめの早期発見に努める。

○いじめを認知した時には、多方面から情報収集を行い、いじめの全体像を把握し、組織的
で問題解決まで取り組む。

○いじめの再発防止に向けて、保護者と連携しながら子どもへの経過観察を行い、必要に応
じて追加支援策を検討する。

○必要に応じて関係機関との連携を取り、適切な指導を行う。

取組１ いじめ防止のための施策に総合的に取り組みます。

取組 2 いじめを未然に防止するため、健やかでたくましい心を育みます。

取組 3 いじめの早期発見・早期解決を目指して組織的に取り組みます。

5　いじめ防止対策の推進

●　いじめを防止するために、「いじめの未然防止」「早期発見・早期解決」「関係機関等と
の連携」に積極的に取り組み、学校からいじめをなくしていく。

●　いじめを未然に防止するために、子どもを深く理解し、学校、家庭、地域のつながり
を大切にする。また、子ども一人一人が自分を大切に思う自尊感情を高めることで、よ
りよい自分を目指し健やかでたくましい心を育み、いじめのない学校にする。

●　子どもたちのわずかな変化を手がかりに、早期発見に全力を尽くす。いじめに対しては、
いじめ問題対策委員会を開き、いじめ早期解決に向けて的確・迅速に対応する。
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重要な課題への対応6
新時代の新たな学校づくり

磐田市の小中一貫教育も、本年度全中学校区において本格実施となり、コミュニティ
･ スクールも全校指定し取り組んでいます。これらの成果を今後さらに発展させ、少子
高齢化・情報化の進行、地域コミュニティの衰退等の社会状況に対応するために、子ど
ものつながりの深化・地域とのつながりの深化・教師のつながりの深化を目指した「新
時代の新たな学校づくり」に取り組みます。

○これからの時代に求められる子ども像や学校像について研究する。
○子ども像や学校像を踏まえ、「新たな学校」とはどんな学校であるか、多様な角度から検討

する。
○学府一体校の可能性や課題について研究する。
○学府一体校におけるカリキュラムや施設のあり方について研究する。

○自治会長、ＰＴＡ役員、学府協議会、教職員等を対象に説明会を開き、ながふじ学府一体
校の方向性について協議する。

○地域住民や専門家の意見を反映させるため、ながふじ学府新たな学校づくり協議会を設置
する。

○一体校建設に向けた学校の基本的な運営に関することや施設の規模、機能、場所等に関す
ることを内容とした基本構想を策定する。

○今後集中的に更新時期を迎える施設に対し、修繕、長寿命化改修（大規模改修）、施設更新（改
築）など、学府一体校を視野に入れ、地域の実情に合った老朽化対策を検討する。

取組１ 新たな学校づくり研究会にて研究を深めます。

取組 2 学府一体校の整備について検討していきます。

取組 3 新たな学校づくりを基本に教育施設の老朽化に的確に対応します。

６　新時代の新たな学校づくり

●　小中一貫教育、コミュニティスクールのさらなる推進や教育環境の充実を図り、未来
をひらく子どもを育むという考えのもと、新たな学校づくりについて研究します。

●　新時代の新たな学校づくりを具現化する学府一体校の実現に向け、ながふじ学府にお
いて、整備の検討を進めていきます。

●　将来にわたって、安全安心な教育環境の維持管理に努めます。
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１　教育委員会及び教育委員会所管組織

教育委員会

1　教育委員会所管組織

2　補助執行機関

磐田の教育

役　　職 氏　　　　名 任　　　　　　期
教育長 　村松　啓至（むらまつひろし） 　 平成27年4月  1日～平成30年3月31日
委　員 ( 教育長職務代理者 ) 　杉本　憲司（すぎもとけんじ） 　 平成25年5月27日～平成29年5月26日
委　員 　青島　美子（あおしまはるこ） 　 平成26年5月27日～平成30年5月26日
委　員 　田中さゆり（たなかさゆり） 　 平成25年5月27日～平成29年5月26日
委　員 　秋元　富敏　（あきもとふみとし） 　 平成28年5月27日～平成32年5月26日

教育委員会と事務局概要

（平成 28 年 4 月 1 日現在）

児童・総務グループ
0538-37-4821　　　　
0538-37-2773（放課後児童クラブ）
施設管理グループ
0538-37-4873

外国人児童生徒初期支援教室 
0538-36-3182

磐田市教育支援センター 
0538-33-5198

学校給食管理室 管理グループ

管理グループ

図書グループ

0538-37-4780

教職員グループ
0538-37-2760
指導グループ
0538-37-4921
教育支援グループ
0538-37-4923

大原学校給食センター 0538-58-2595
豊田学校給食センター 0538-31-0211
豊岡学校給食センター 0539-63-0043

福田図書館 0538-58-3300
竜洋図書館 0538-66-7788
豊田図書館 0538-36-1711
豊岡図書館 0539-62-3210

歴史文書館 0538-66-9112

旧見付学校
0538-32-4511

幼保運営グループ
0538-37-4858

生涯学習推進グループ
0538-37-4886

スポーツ振興グループ・施設グループ
0538-37-4832

文化振興グループ
0538-35-6861

旧赤松家記念館
0538-36-0340

0538-32-9699
文化財課

教育総務課

0538-32-5254
中央図書館

学府一体校推進室 0538-37-2115

文化振興課

幼稚園保育園課

学校教育課

教 育 部

こども部

管理グループ

調査グループ

生活支援グループ
0538-37-4814

福祉課健康福祉部

市民部 市民活動推進課

スポーツ振興室
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磐田の教育

２　平成 27 年度　教育委員会 ( 定例会 ･ 臨時会 )　議案等一覧

　（1） 議案

平成 27 年
開催日 番号 議案

平成27年４月１日臨時会 42 磐田市教育委員会事務局処務規則及び磐田市スポーツ推進委員規則の一部
を改正する規則について

43 磐田市スクールバスの運行に関する規則の制定について
平成27年４月24日定例会 44 学校体育施設利用運営協議会委員の委嘱について

45 学校体育施設利用管理指導員の委嘱について
46 磐田市スポーツ推進委員の委嘱について
47 磐田市公立幼稚園防火管理者の辞令発令について
48 教務主任等の辞令発令について
49 産業医の委嘱について
50 学校運営協議会委員の任命について
51 結核対策委員会委員の委嘱又は任命について

平成27年５月27日定例会 52 磐田市社会教育委員の委嘱について
53 磐田市竜洋体育センター条例の制定について
54 磐田市竜洋体育センター条例施行規則の制定について
55 平成 26 年度磐田市教育委員会の点検及び評価について
56 磐田市立学校給食運営委員会委員の委嘱又は任命について
57 平成 27 年度中学校スポーツ部活動外部指導者の委嘱について
58 磐田市立図書館協議会委員の委嘱について
59 磐田市文化財保護審議会委員の委嘱について
60 磐田市旧見付学校協議会委員の委嘱について

平成27年６月30日定例会 61 平成 27 年度磐田の教育について
平成27年７月10日臨時会 62 中学校用教科用図書の採択について
平成27年7月27日定例会 63 磐田市立幼稚園管理規則の一部を改正する規則について

64 磐田市学府一体校整備構想について
平成27年８月24日定例会 65 平成 26 年度磐田市一般会計歳入歳出決算（教育費関係）の認定について

66 平成 27 年度磐田市一般会計補正予算（教育費関係）の要求について
67 磐田市歴史文書館運営審議会委員の委嘱について

平成27年９月24日定例会 68 平成 27 年 10 月 1 日付け人事異動（教育委員会関係）について
平成27年10月27日定例会 69 平成 27 年度磐田市一般会計補正予算（教育費関係）の要求について

70 磐田市学習等供用施設竜洋会館条例の一部を改正する条例について
71 磐田市学習等供用施設竜洋会館条例施行規則の一部を改正する規則について
72 磐田市体育施設に関する条例の一部を改正する条例について
73 磐田市アミューズ豊田条例の一部を改正する条例について
74 磐田市豊岡総合センター条例の一部を改正する条例について
75 磐田市立学校の施設開放に関する条例の一部を改正する条例について

76 磐田市立学校の施設開放に関する条例施行規則の一部を改正する規則につ
いて

77 指定管理者（磐田市スポーツ交流の里ゆめりあ球技場他５施設）の指定に
ついて

78 指定管理者（磐田市竜洋昆虫自然観察公園他８施設）の指定について
79 磐田市民文化会館条例の一部を改正する条例について
80 磐田市文化振興センター条例の一部を改正する条例について
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開催日 番号 議案
平成27年10月27日定例会 81 磐田市熊野伝統芸能館条例の一部を改正する条例について

82 磐田市竜洋なぎの木会館条例の一部を改正する条例について
83 学校薬剤師の解職及び委嘱について

平成27年11月30日定例会 84 平成 28 年度磐田市立小学校及び中学校の給食費について
85 平成 28 年度磐田市立幼稚園及び認定こども園の給食費について

平成27年12月18日定例会 86 平成 28 年１月 1 日付け人事異動（教育委員会関係）について

平成 28 年
開催日 番号 議案

平成28年１月22日定例会 １ 平成 28 年度磐田市一般会計予算（教育費関係）の要求について
2 平成 27 年度磐田市一般会計補正予算（教育費関係）の要求について

３ 磐田市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額を定める条例の
一部を改正する条例について

４ 磐田市放課後児童クラブ条例施行規則の一部を改正する規則について

５ 磐田市少人数学級編制の実施及び小中一貫教育の推進に係る市費負担教員
の任用等に関する条例の一部を改正する条例について

６ 磐田市少人数学級編制の実施及び小中一貫教育の推進に係る市費負担教員
の任用等に関する条例施行規則の一部を改正する規則について

平成28年２月19日定例会 ７ 平成 28 年度磐田市の教育の概要について
８ 磐田市スクールバスの運行に関する規則の一部を改正する規則について
９ 磐田市文化財保護審議会臨時委員の委嘱について
10 平成 28 年３月１日付け人事異動（教育委員会関係）について

平成28年３月1日臨時会 11 平成 27 年度末県費負担教職員人事異動の内申について
平成28年３月25日定例会 12 磐田市スポーツ推進計画の策定について

13 磐田市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則について
14 行政不服審査法改正に伴う教育委員会規則の一部を改正する規則について
15 磐田市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則について
16 磐田市語学指導を行う外国青年就業規則の一部を改正する規則について
17 学校薬剤師の解職及び委嘱について
18 平成 28 年４月１日付け人事異動（教育委員会関係）について
19 磐田市指定有形文化財の解除（淡海国玉神社社殿）について
20 磐田市指定有形文化財の指定（淡海国玉神社弊殿・拝殿）について
21 磐田市指定有形文化財の指定（遠江秋鹿家関係資料）について
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　(2)　平成 27 年度　教育委員会制定規則一覧

平成 27 年
番号 制定年月日 規　則　名

12 平成27年４月１日 磐田市教育委員会事務局処務規則及び磐田市スポーツ推進委員規則の一部
を改正する規則

13 平成27年４月１日 磐田市スクールバスの運行に関する規則

14 平成27年４月１日 磐田市立幼稚園管理規則の一部を改正する規則

15 平成27年12月21日 磐田市学習等供用施設竜洋会館条例施行規則の一部を改正する規則

16 平成27年12月21日 磐田市立学校の施設開放に関する条例施行規則の一部を改正する規則

平成 28 年
番号 制定年月日 規　則　名

１ 平成28年３月24日 磐田市スクールバスの運行に関する規則の一部を改正する規則

２ 平成28年３月28日 磐田市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則

３ 平成28年３月28日 磐田市県費負担教職員の職務に専念する義務の免除に関する規則等の一部
を改正する規則

４ 平成28年３月28日 磐田市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則

５ 平成28年３月28日 磐田市語学指導を行う外国青年就業規則の一部を改正する規則

６ 平成28年３月28日 磐田市少人数学級編制の実施及び小中一貫教育の推進に係る市費負担教員
の任用等に関する条例施行規則の一部を改正する規則
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　(3)　平成 27 年度教育委員会告示一覧

平成 27 年
番号 告示年月日 項　目 委員会開催日等

10 平成27年４月20日 定例教育委員会招集 ４月24日開催

11 平成27年４月30日 福田図書館・豊岡図書館・竜洋図書館資料点検期間 ４月24日開催

12 平成27年５月20日 定例教育委員会招集 ５月27日開催

13 平成27年６月22日 定例教育委員会招集 ６月30日開催

14 平成27年６月22日 臨時教育委員会招集 ７月10日開催

15 平成27年７月17日 定例教育委員会招集 ７月27日開催

16 平成27年８月17日 定例教育委員会招集 ８月24日開催

17 平成27年８月25日 竜洋図書館・豊岡図書館・福田図書館休館日変更 ８月24日開催

18 平成27年９月24日 定例教育委員会招集 ９月30日開催

19 平成27年10月21日 定例教育委員会招集 10月27日開催

20 平成27年10月28日 磐田市新たな学校づくり研究会規程の制定 10月27日開催

21 平成27年11月20日 定例教育委員会招集 11月30日開催

22 平成27年12月1日 中央図書館、福田図書館、豊田図書館、竜洋図書館、豊
岡図書館の休館日変更 11月30日開催

23 平成27年12月11日 定例教育委員会招集 12月18日開催

24 平成27年12月21日 中央図書館、豊田図書館資料点検期間 12月18日開催

平成 28 年
番号 告示年月日 項　目 委員会開催日等

1 平成28年１月18日 定例教育委員会招集 １月22日開催

2 平成28年１月26日 磐田市費負担臨時的任用教員の勤務条件等に関する要綱
の一部改正 １月22日開催

3 平成28年２月10日 定例教育委員会招集 ２月19日開催

4 平成28年２月24日 臨時教育委員会招集 ３月１日開催

5 平成28年３月18日 定例教育委員会招集 ３月25日開催

6 平成28年３月24日 磐田市中学校スポーツ部活動外部指導者派遣事業実施要
綱の一部改正 ２月19日開催

7 平成28年３月28日 磐田市放課後子どもプラン推進事業運営委員会設置要綱
の一部改正 ３月25日開催

8 平成28年３月28日 磐田市小・中学校処務規程の一部改正 ３月25日開催

9 平成28年３月28日 磐田市指定有形文化財の解除（淡海国玉神社社殿） ３月25日開催

10 平成28年３月28日 磐田市指定有形文化財の指定（淡海国玉神社弊殿・拝殿） ３月25日開催

11 平成28年３月28日 磐田市指定有形文化財の指定（遠江秋鹿家関係資料） ３月25日開催
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３　附属機関等の委員

　教育委員会は､ 法律若しくはこれに基づく政令又は条例、要綱等の定めるところにより､
次のような委員会や審議会等を設置し､ 委員を委嘱又は任命している。

主管課 名称 設置目的(趣旨) 委員数 委員の構成 任期 関係法令等

教
育
総
務
課

磐田市放課後
子ども総合プ

ラン運営
委員会

放課後子供教室及び放課
後児童健全育成事業の運
営方法等を検討する。

15人
以内

小学校の代表者、
保護者の代表者、
放課後子供教室の
代表者、放課後児
童クラブの代表者、
関係行政機関の職
員、市の職員、市民
の代表者、その他市
長が必 要と認めた
者

2年
磐田市放課後子ども総
合プラン運営委員会設
置要綱

学
校
給
食
管
理
室

磐田市立学校
給食運営
委員会

学校給食施設が行う学校
給食の適正かつ円滑な運
営を図る。

15人
以内

学識経験を有する
者、学校医及び学校
薬剤師の代表者、Ｐ
ＴＡの代表者、所轄
保 健 所の職員、校
長及び園長の代表
者、その他教育委員
会が必要と認める
者

2年 磐田市学校給食条例

学
校
教
育
課

結核対策
委員会

地域における結核の発生
状況を把握し、学校教育
活動における配慮事項を
検討することや地域の児
童生徒の結核の発生状況
を把握し、結核感染が疑
われるものに対する精密
検査や経過観察等の指示
に関する専門的な検討な
ど、地域における学校の
結核対策の管理方針を検
討する。

8人

保 健 所長、結核の
専門家(２)、学校医
代表、医師会代表、
学 校長の代表、養
護教諭の代表(２)

1年 磐田市結核対策委員
会要綱

磐田市立小・
中学校通学
区域審議会

通学区域の適正化を図る
ため、通学区域の設定や
改廃に関する事項を審議
する。

12人

市 議 会議員、自治
会 代 表 、ＰＴＡ代
表、学校長代表、学
識経験者、市職員、
事務局職員

1年 磐田市立小・中学校通
学区域審議会条例

就学支援
委員会

障害のある幼児、児童及
び生徒の適正な就学支援
を推進する。

35人
以内

学校関係者
福祉行政関係者
医師２人以上等

1年 磐田市就学支援委員
会要綱
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主管課 名称 設置目的(趣旨) 委員数 委員の構成 任期 関係法令等

中
央
図
書
館

磐田市立
図書館協議会

図書館の運営に関し、館
長の諮問に応ずるととも
に、図書館の行う図書館
奉仕につき館長に対して
意見を述べる。

10人
以内

家庭教育活動関係
者、学識経験者、学
校教育関係者、社会
教育関係者

2年 図書館法第14条、
磐田市立図書館条例

文
化
財
課

磐田市文化財
保護審議会

文化財の保存及び活用に
関する事項について調査
審議し、教育委員会に建
議する。

10人
以内

文化財の保存及び
活用に関し学識経
験のある者、その他
適当と認められる者

2年
文化財保護法第190条､
磐田市文化財保護審議
会条例

磐田市旧見付
学校協議会

旧見付学校の運営・事業
について建議する。

8人
以内

市議 会議員、学 校
教育関係者、社会教
育関 係者、学識 経
験者

2年 磐田市旧見付学校条例

磐田市遠江
国分寺跡

整備委員会

遠江国分寺跡を歴史及び
文化のシンボルとして活用
する構想を策定する。

15人
以内

学識経験を有する
者、市議会議員、地
元代表者、文化財保
護審議会委員

2年 磐田市遠江国分寺跡整
備委員会設置要綱

磐田市
歴史文書館
運営審議会

(1)条例に規定する文書等
の収集、整理、管理、保存
及び利用の方針に関する
こと。
(2)その他磐田市歴史文書
館の運営に関し必要と認
める事項に関することを
調査審議する。

7人
以内

学識経験を有する
者、その他教育委員
会が必 要と認めた
者

2年 磐田市歴史文書館
条例
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区分 本年度
予算額

前年度
予算額

本年度予算額の財源内訳

特定財源
一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

議会費 329,965 352,571 0 0 0 10 329,955

総務費 9,365,162 9,220,024 398,404 463,649 618,300 1,185,784 6,699,025

民生費 18,317,829 17,248,874 5,072,811 2,370,688 0 1,468,538 9,405,792

衛生費 5,069,355 5,867,995 24,251 34,146 89,500 416,569 4,504,889

労働費 1,841,512 2,043,689 0 0 0 1,757,431 84,081

農林水産費 1,258,726 1,204,817 9,790 106,372 83,500 22,928 1,036,136

商工費 1,123,830 1,141,238 0 170,946 0 12,893 939,991

土木費 8,474,486 8,595,942 1,099,870 68,428 1,174,500 1,577,579 4,554,109

消防費 2,371,410 3,342,229 0 14,327 84,100 211,555 2,061,428

教育費 6,439,816 6,051,790 133,462 44,949 327,700 1,159,266 4,774,439

災害復旧費 5 2 0 0 0 0 5

公債費 7,017,904 7,150,829 0 0 0 250,067 6,767,837

予備費 50,000 50,000 0 0 0 0 50,000

歳出合計 61,660,000 62,270,000 6,738,588 3,273,505 2,377,600 8,062,620 41,207,687

４　教育予算

１　歳出予算額

労働費
4.0%

商工費
1.8%

衛生費
8.2%

農林水産業費
2.0%

教育費
10.4%

消防費
5.0%

予備費
0.1%災害復旧費

0.0%

教育費の財源内訳 区分別歳出予算比率

5.1%
地方債

議会費
0.5％

総務費
15.2%

民生費
29.4%土木費

13.7%

公債費
11.4%

74.1%
一般財源

0.7%1.3%

18.0%

国庫支出金 県支出金

その他

単位：千円

教育費の財源内訳　　　　　　　　　　　　　　　　  区分別歳出予算比率
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目的別歳出予算額 ( 教育委員会所管分）

872,552
千円

教育総務費
2,594,664千円

小学校費
1,066,744千円

中学校費
567,172千円

幼稚園費
1,338,684千円

社会教育費

2　目的別歳入歳出予算額

区分 ( 項 ) 区分 ( 目 ) 本年度
予算額

前年度
予算額 前年度比較

財源内訳

特定財源
一般財源国・県

支出金 地方債 その他

教育総務費

教育委員会費 2,735 2,678 57 0 0 0 2,735

事務局費 1,012,568 942,749 69,819 55,155 0 80,194 877,219

学校給食費 1,579,361 1,520,721 58,640 0 0 784,223 795,138

計 2,594,664 2,466,148 128,516 55,155 0 864,417 1,675,092

小学校費

学校管理費 881,165 783,790 97,375 32,580 190,300 6,156 652,129

教育振興費 185,579 224,900 △ 39,321 5,622 0 1,122 178,835

計 1,066,744 1,008,690 58,054 38,202 190,300 7,278 830,964

中学校費

学校管理費 411,011 421,268 △ 10,257 7,760 33,700 2,499 367,052

教育振興費 156,161 133,436 22,725 3,345 0 0 152,816

計 567,172 554,704 12,468 11,105 33,700 2,499 519,868

幼稚園費

幼稚園管理費 1,284,276 1,341,875 △ 57,599 33,984 103,700 273,242 873,350

教育振興費 54,408 55,792 △ 1,384 8,898 0 0 45,510

計 1,338,684 1,397,667 △ 58,983 42,882 103,700 273,242 918,860

社会教育費

図書館費 344,834 342,290 2,544 0 0 829 344,005

文化財保護費 527,718 282,291 245,427 31,067 0 11,001 485,650

計 872,552 624,581 247,971 31,067 0 11,830 829,655

教育委員会合計 6,439,816 6,051,790 388,026 178,411 327,700 1,159,266 4,774,439

単位：千円

目的別歳出予算額
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学校施設一覧

Ⓒ磐田市
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園名 建設年
園地面積（㎡） 園舎保有面積（㎡）

建物敷地 運動場 その他 借用 鉄筋 鉄骨 木造 計

磐田北幼稚園 S.42 1,642 4,496 0 379 249 1,086 0 1,335

磐田南幼稚園 S.49 1,922 3,634 0 0 0 927 0 927

向笠幼稚園 S.47 2,715 1,265 0 0 0 596 12 608

長野幼稚園 S.49 2,201 1,623 0 0 0 857 22 879

岩田幼稚園 S.57 1,122 1,495 0 0 0 413 0 413

田原幼稚園 S.55 1,388 704 0 0 640 186 0 826

東部幼稚園 S.46 2,453 5,815 0 0 0 685 53 738

磐田中部幼稚園 S.48 0 80 0 1,640 265 341 0 606

南御厨幼稚園 S.53 1,640 1,844 0 0 704 0 0 704

磐田西幼稚園 S.55 1,225 1,250 0 0 640 0 0 640

福田中幼稚園 S.58 3,160 2,868 0 0 1,269 38 0 1,307

竜洋幼稚園 S.54 1,956 1,660 0 0 729 270 0 999

豊田南幼稚園 S.58 2,677 1,313 0 0 800 460 0 1,260

豊田北部幼稚園 S.55 1,466 973 0 0 828 0 0 828

青城幼稚園 S.56 2,677 2,093 0 0 820 170 19 1,009

豊田東幼稚園 S.58 2,474 1,239 0 0 760 23 0 783

豊岡南幼稚園 S.51 1,088 1,924 0 0 516 489 0 1,005

福田こども園 H.26 3,001 2,025 0 0 3,001 0 0 3,001

大藤こども園 S.49 1,410 850 0 0 0 541 12 553

豊岡こども園 S.50 1,723 988 124 0 453 572 0 1,025

※施設台帳に基づく ( 平成 28 年 5 月 1 日現在 )

1　幼稚園・こども園
【幼稚園・こども園】　建設年度及び保有面積
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【幼稚園・こども園】所在地等一覧

園名 郵便番号
所在地 電話 FAX 園長名

（副園長） 主任名
メールアドレス

磐田北幼稚園 438-0086
見付２３６６－１ 32-3450 36-3547 平松なつ子 河合玲子　白澤奈美子
iwatakita-k@city.iwata.lg.jp

磐田南幼稚園 438-0057
千手堂１０７５ 32-4316 36-3597 大竹久美子 加藤むつみ　松下友美子
iwataminami-k@city.iwata.lg.jp

向笠幼稚園 438-0013
向笠竹之内３９７－１３ 38-0456 38-3615 鷲見美都江 藤原愛子
mukasa-k@city.iwata.lg.jp

長野幼稚園 438-0056
小島３６２－２ 34-5813 36-3490 原　暢美 鈴木知世
nagano-k@city.iwata.lg.jp

岩田幼稚園 438-0004
匂坂中９８７ 38-1454 38-3618 鈴木美代子 川合公仁江
iwata-k@city.iwata.lg.jp

田原幼稚園 438-0027
三ヶ野９３６－１ 35-3505 36-3571 杉本三智子 寺田厚子
tahara-k@city.iwata.lg.jp

東部幼稚園 438-0037
東貝塚２０５－１ 32-0718 36-3406 伊藤知子 日向奈美恵　夏目順子
tobu-k@city.iwata.lg.jp

磐田中部幼稚園 438-0078
中泉１８５３－１ 34-5815 36-3697 榛葉一恵 松下友美
iwatachubu-k@city.iwata.lg.jp

南御厨幼稚園 438-0035
東新屋３５１－５ 35-7811 36-3591 榑松美恵 川島千波
minamimikuri-k@city.iwata.lg.jp

磐田西幼稚園 438-0078
中泉２５２２－２ 35-5644 36-3513 山﨑敦子 塩崎規子
iwatanishi-k@city.iwata.lg.jp

福田中幼稚園 437-1203
福田１５５５－１ 55-4130 55-4182 鈴木公恵 袴田まり子
fukudenaka-k@city.iwata.lg.jp

竜洋幼稚園 438-0231
豊岡６６０５－３ 66-5333 66-8925 大場富恵 堀内恵理　山下智子
ryuyo-k@.city.iwata.lg.jp

豊田南幼稚園 438-0834
森下２８０ 35-5695 35-5766 伊藤裕子 縣　宏美
toyodaminami-k@city.iwata.lg.jp

豊田北部幼稚園 438-0804
加茂１０２７－２ 36-0757 36-0797 永井雅子 松下祐子
toyodahokubu-k@city.iwata.lg.jp

青城幼稚園 438-0815
中田６１０ 32-6739 32-6771 渡邊真巳 青山美和　鈴木美穂子
seijo-k@city.iwata.lg.jp

豊田東幼稚園 438-0801
高見丘６５ 32-5279 32-5321 鎌田直子 浅野仁和子

toyodahigashi-k@city.iwata.lg.jp

豊岡南幼稚園 438-0115
上神増１４１０ 0539-62-2544 0539-62-2509 鈴木もとこ 松尾真理
toyookaminami-k@city.iwata.lg.jp

大藤こども園 438-0002
大久保６４０－５ 38-0824 38-3612 鈴木邦子 松田明美　山本裕子
ofuji-c@city.iwata.lg.jp

豊岡こども園 438-0113
新開５４１ 0539-62-2545 0539-62-3390 齋藤喜代美 兼子永枝
toyooka-c@city.iwata.lg.jp

福田こども園 437-1202
福田中島５５ 55-2323 55-2256

左口和子
和田真由美
（副園長）

榑林万里子　松井みき
安井早智子

fukude-c@city.iwata.lg.j

※全園において､メールアドレスはありますが､ホームページを開設している園はありません。
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（平成 28 年 5 月 1 日現在）

磐
田
北
幼
稚
園

磐
田
南
幼
稚
園

向
笠
幼
稚
園

長
野
幼
稚
園

岩
田
幼
稚
園

田
原
幼
稚
園

東
部
幼
稚
園

磐
田
中
部
幼
稚
園

南
御
厨
幼
稚
園

磐
田
西
幼
稚
園

福
田
中
幼
稚
園

竜
洋
幼
稚
園

豊
田
南
幼
稚
園

豊
田
北
部
幼
稚
園

青
城
幼
稚
園

豊
田
東
幼
稚
園

豊
岡
南
幼
稚
園

大
藤
こ
ど
も
園

豊
岡
こ
ど
も
園

福
田
こ
ど
も
園

合

計

学
級
数

3 歳児 4 2 1 1 1 1 2 2 1 1 1 3 1 2 2 2 2 2 2 3 36 

4 歳児 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 3 29 

5 歳児 3 2 1 1 1 1 2 1 1 2 1 2 2 2 2 1 2 1 1 3 32 

園
児
数

３
歳
児

男 52 25 6 10 6 11 21 18 5 11 6 32 17 21 30 20 13 15 9 18 346 

女 34 18 14 10 3 8 29 24 5 14 3 34 7 12 21 12 27 13 14 26 328 

計 86 43 20 20 9 19 50 42 10 25 9 66 24 33 51 32 40 28 23 44 674 

４
歳
児

男 31 19 8 11 6 8 26 22 5 13 7 27 17 18 31 15 18 17 17 30 346 

女 31 34 9 21 8 12 31 13 5 18 10 40 20 24 21 18 16 12 13 25 381 

計 62 53 17 32 14 20 57 35 10 31 17 67 37 42 52 33 34 29 30 55 727 

５
歳
児

男 47 29 10 9 9 7 27 16 4 24 4 38 26 24 32 12 21 16 10 18 383 

女 42 27 10 14 11 5 23 19 4 23 8 32 20 20 19 17 24 16 15 21 370 

計 89 56 20 23 20 12 50 35 8 47 12 70 46 44 51 29 45 32 25 39 753 

園児数計 237 152 57 75 43 51 157 112 28 103 38 203 107 119 154 94 119 89 78 138 2,154 

教
職
員
数

園長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20 

副園長  1 1 

正規 7 8 2 3 2 2 6 4 2 4 2 6 5 5 6 3 5 4 5 11 92 

助教諭 　 1  1 2 

嘱託 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 6 30 

臨時 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 5 23 

小計
（内産育児休業等）

12 12 
（2）

5 6
（1） 

5 5 10
（1） 

7 5 6 5 10 7 8 9 7 8 9 8 24
（3） 

168
（7） 

臨時補助 9 6 3 3 2 2 6 5 1 4 2 9 5 5 6 3 5 4 6 3 89 

臨時事務 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

教職員数総数 22 19 8 9 8 7 17 12 6 11 7 20 13 14 15 10 14 14 15 28 269 

【幼稚園・こども園】園児数・学級数・教員数

学校施設一覧
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【幼稚園・こども園】園児数推移（平成 18 年～平成 28 年）

H.18 H.19 H.20 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 H.26 H.27 H.28
磐田北幼稚園 261 262 282 280 280 278 281 272 273 234 237
磐田南幼稚園 191 201 200 198 184 179 190 176 165 162 152
向笠幼稚園 71 62 57 49 54 57 60 49 49 51 57
長野幼稚園 147 139 137 130 118 118 102 102 87 84 75
岩田幼稚園 35 39 37 42 42 47 19 43 47 44 43
田原幼稚園 118 115 114 98 83 78 72 67 48 53 51
東部幼稚園 171 159 167 162 170 173 179 180 171 174 157
磐田中部幼稚園 100 109 101 96 97 101 104 115 118 116 112
南御厨幼稚園 55 53 47 45 42 37 39 41 36 32 28
磐田西幼稚園 103 93 85 97 101 103 103 115 132 125 103
大藤こども園 77 76 78 78 82 73 83 68 78 69 89
磐田地区計 1,329 1,308 1,305 1,275 1,253 1,244 1,232 1,228 1,204 1,144 1,104
福田中幼稚園 140 123 135 142 140 147 128 116 80 54 38
豊浜幼稚園 59 61 75 71 68 51 60 53 51 － －
福田西南幼稚園 56 55 47 42 49 45 36 28 25 － －
ひまわり幼稚園 62 64 57 50 52 55 60 65 73 － －
福田こども園 － － － － － － － － － 159 138
福田地区計 317 303 314 305 309 298 284 262 229 213 176
竜洋幼稚園 195 194 201 193 207 220 212 218 205 205 203
竜洋地区計 195 194 201 193 207 220 212 218 205 205 203
豊田南幼稚園 121 123 125 132 127 120 141 134 127 122 107
豊田北部幼稚園 102 105 110 101 114 116 119 144 140 141 119
青城幼稚園 161 169 170 161 155 154 147 145 144 150 154
豊田東幼稚園 68 64 67 71 69 81 85 101 96 111 94
豊田地区計 452 461 472 465 465 471 492 524 507 524 474
豊岡南幼稚園 134 140 146 138 142 138 140 130 124 117 119
豊岡東幼稚園 13 14 15 15 18 19 17 14 － － －
豊岡こども園 76 73 78 70 72 63 82 74 96 73 78
豊岡地区計 223 227 239 223 232 220 239 218 220 190 197
磐田市計 2,516 2,493 2,531 2,461 2,466 2,453 2,459 2,450 2,365 2,276 2,154

※こども園は、幼稚園部の人数です。
※各年５月１日現在

豊岡東幼稚園は平成25年度に閉園。									       
大藤こども園は、平成27年度に大藤幼稚園から認定こども園へ移行。						    
福田こども園は、平成27年度に開園。それに伴い、豊浜幼稚園、福田西南幼稚園、ひまわり幼稚園は閉園。		
豊岡こども園は、平成27年度に豊岡北幼稚園から認定こども園へ移行。					   
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２　小学校

【小学校】建設年度及び保有面積

学校名 建設年

校地面積（㎡） 校舎保有面積（㎡） 屋内運動場（㎡）
給食

室面積
（㎡）

建物
敷地

運動場 その他 借用 鉄筋 鉄骨 木造 計 鉄筋 鉄骨 木造 計

磐田北小学校 S.43 17,745 9,515 0 0 7,750 34 0 7,784 1,103 0 0 1,103 206

磐田中部小学校 S.47 10,027 10,748 0 2,280 7,072 32 0 7,104 992 40 0 1,032 161

磐田西小学校 S.53 7,059 11,706 0 0 4,227 10 0 4,237 0 852 0 852 165

磐田南小学校 S.50 10,158 7,440 0 0 5,106 29 0 5,135 0 833 0 833 153

東部小学校 S.53 13,158 16,420 0 0 6,138 6 38 6,182 0 721 0 721 184

大藤小学校 S.55 7,750 11,916 0 0 3,164 88 0 3,252 0 642 0 642 157

向笠小学校 S.58 12,559 8,429 578 0 2,842 259 0 3,101 0 602 0 602 480

長野小学校 S.33 7,831 5,445 0 0 4,627 10 18 4,655 0 825 0 825 153

岩田小学校 S.55 6,400 13,873 578 0 1,785 253 106 2,144 0 617 0 617 120

田原小学校 S.55 9,833 7,957 0 0 3,748 0 0 3,748 0 632 0 632 143

富士見小学校 S.55 10,607 10,689 3,155 0 4,075 188 13 4,276 0 825 0 825 197

福田小学校 S.44 15,629 16,450 0 0 6,731 184 23 6,938 1,322 0 0 1,322 0

豊浜小学校 S.46 5,181 8,320 0 0 3,196 62 0 3,258 0 971 0 971 0

竜洋東小学校 S.48 3,715 8,066 100 912 2,351 75 0 2,426 0 745 0 745 101

竜洋西小学校 S.51 7,516 11,398 0 0 4,471 167 0 4,638 0 949 0 949 170

竜洋北小学校 S.52 5,884 10,692 0 0 2,854 112 0 2,966 0 727 0 727 105

豊田南小学校 Ｈ.16 9,075 9,349 0 0 6,981 0 0 6,981 1,329 0 0 1,329 0

豊田北部小学校 S.35 10,587 9,332 0 0 5,118 73 0 5,191 1,033 0 0 1,033 0

青城小学校 S.54 11,544 11,379 0 1,546 5,021 66 0 5,087 1,049 0 0 1,049 0

豊田東小学校 S.58 11,759 10,282 0 0 4,102 0 0 4,102 1,084 0 0 1,084 0

豊岡南小学校 S.43 7,094 7,499 2,158 0 3,818 64 0 3,882 0 784 0 784 0

豊岡北小学校 S.41 4,998 7,381 138 0 2,942 106 0 3,048 0 576 0 576 0

※施設台帳に基づく(平成28年5月1日現在)
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【小学校】所在地等一覧

小学校名
郵便番号 所在地 電話 FAX 校長名 教頭名

メールアドレス ホームページアドレス

磐田北小学校
438-0086 見付 2352 32-6168 36-3254 廣田　茂 新貝重幸
iwatakita-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp	 http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/kita/

磐田中部小学校
438-0078 中泉 1203-2 32-5101 36-3464 兼子修美 柳澤春代
iwatachubu-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/chubu/

磐田西小学校
438-0078 中泉 2522-2 32-2275 36-3452 藤田圭二 寺田吉仁
iwatanishi-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/nishi/

磐田南小学校
438-0057 千手堂 1356-1 32-2553 36-3329 鈴木仁一 鈴木由佳子
iwataminami-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/minami/			

東部小学校
438-0037 東貝塚２０６ 32-2490 36-2979 中村忠裕 萩原直人
tobu-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/tobu/

大藤小学校 438-0002 大久保 282-1 38-0021 38-3630 三室康史 中澤千代子
ofuji-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/ofuji/			 

向笠小学校
438-0013 向笠竹之内 391-6 38-0390 38-3635 川合康智 久保田文康
mukasa-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/mukasa/			 

長野小学校
438-0056 小島７３６ 32-5437 36-3082 内野茂喜 飯田真也
nagano-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.bansyu-school.jp/iwata-nagano-e/

岩田小学校
438-0004 匂坂中 987 38-1854 38-3627 加藤友廣 山﨑佐知子
iwata-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/iwata/			 

田原小学校
438-0027 三ヶ野 1030-1 32-5445 36-2934 櫻井宗久 萩田三惠子
tahara-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/tahara/

富士見小学校
438-0083 富士見町四丁目 9-5 36-0770 36-2968 神谷比登美 天野　隆
fujimi-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/fujimi/

福田小学校
437-1205 下太 380 55-2129 55-2766 増田　晃 渡邊浩之
fukude-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/fukude/			

豊浜小学校 437-1202 豊浜９ 55-2570 55-2131 上野明彦 金澤光雪
toyohama-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyohama/

竜洋東小学校
438-0218 中平松 23 66-2034 66-7908 大石順子 川島　隆
ryuyohigashi-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/ryuyo-higashi/

竜洋西小学校
438-0232 川袋 1900 66-2134 66-2165 照澤一磨 吉村康宏
ryuyonishi-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/ryuyo-nishi/

竜洋北小学校
438-0205 堀之内 356 66-1190 66-6899 地福輝久 石川百合子
ryuyokita-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/ryuyo-kita/			 

豊田南小学校
438-0834 森下 300 32-5273 34-4736 石川理惠子 中村佳央
toyodaminami-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyoda-minami/

豊田北部小学校
438-0804 加茂 1026 32-3857 34-4739 荒川義則 神農 清志
toyodahokubu-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyoda-hokubu/

青城小学校
438-0815 中田 55 35-4128 35-4129 平松明子 袴田博秋
seijo-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/seijo/			 

豊田東小学校
438-0801 高見丘 57 37-0621 37-0622 寺田綾子 黒野行彦
toyodahigashi-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyoda-higashi/

豊岡南小学校
438-0115 上神増 1410 0539-62-2155 0539-62-5410 中村　稔 山本あけみ
toyookaminami-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyooka-minami/

豊岡北小学校
438-0112 下野部 158-1 0539-62-2036 0539-62-5967 寺井啓高 鶴田俊之
toyookakita-e@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyooka-kita/
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【小学校】学級数及び教職員数
(平成28年5月1日現在)

磐
田
北
小
学
校

磐
田
中
部
小
学
校

磐
田
西
小
学
校

磐
田
南
小
学
校

東
部
小
学
校

大
藤
小
学
校

向
笠
小
学
校

長
野
小
学
校

岩
田
小
学
校

田
原
小
学
校

富
士
見
小
学
校

福
田
小
学
校

豊
浜
小
学
校

竜
洋
東
小
学
校

竜
洋
西
小
学
校

竜
洋
北
小
学
校

豊
田
南
小
学
校

豊
田
北
部
小
学
校

青
城
小
学
校

豊
田
東
小
学
校

豊
岡
南
小
学
校

豊
岡
北
小
学
校

合 
 

 
 

 

計

通
常
学
級
数

1年 4 3 3 3 4 1 1 2 1 2 4 4 1 1 3 2 3 3 3 3 2 2 55
2年 5 3 3 3 4 2 1 2 1 2 3 3 1 1 3 1 2 3 3 2 2 2 52
3年 5 3 3 3 4 2 1 3 1 2 3 4 1 1 3 1 3 3 2 2 2 1 53
4年 5 3 2 3 4 2 1 2 1 2 3 4 1 1 3 2 3 2 3 2 2 2 53
5年 4 3 2 3 4 1 1 2 1 2 4 4 1 1 3 1 3 3 3 2 2 1 51
6年 4 3 2 3 4 2 1 2 1 2 3 5 1 1 3 2 3 2 3 2 2 2 53
計 27 18 15 18 24 10 6 13 6 12 20 24 6 6 18 9 17 16 17 13 12 10 317

特別支援学級 4 4 3 3 5 2 2 3 1 2 3 4 2 1 3 2 3 2 2 2 2 2 57
合計 31 22 18 21 29 12 8 16 7 14 23 28 8 7 21 11 20 18 19 15 14 12 374

教
員
数

校長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22
教頭 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22

主幹教諭 1 1 1 1 1 1 1 7
教諭 33 31 20 25 36 12 10 19 9 15 27 30 9 8 23 12 24 21 22 16 18 14 434
※ (３) (１) (１) (１) (2) (1) (２) (1) (1) (１) (１) (１) (１) (１) (２)

（教諭のうち市費負担） 1 1 1 1 1 1 6
養護教諭 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 24

※ (１) (１)
栄養教諭 1 1 1 1 1 5

※ (１)
臨時講師 5 1 3 1 3 3 3 3 3 5 1 1 3 1 3 1 3 2 45

計 43 36 26 31 44 18 14 25 12 21 35 40 13 13 30 15 28 27 26 22 23 17 559

職
員
数

事務職員(県) 3 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 26
※ (１)

栄養職員 1 1 1 1 1 5
※

事務職員（市） 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 24
学校司書リーダー 1 1 1 3

調理員 7 4 4 6 5 4 3 5 2 4 5 5 4 58
用務員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22

ことばの教室 3 3 6
計 12 11 7 9 11 7 6 9 5 7 8 5 3 3 10 7 6 4 3 3 3 5 144

県
費
負
担
非
常
勤

初任者研修後補充 1 2 1 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20
初任研特例校 1 1 1 1 1 1 1 1 8
小学校専科

(理科専科以外・理科専科） 1 1 1 3
主幹教諭後補充 1 1 1 1 1 1 1 7

小規模小学校支援 1 1 1 1 1 1 1 7
特別支援教育支援員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

学び方支援 1 1 1 1 1 1 1 1 8
学び方支援サポーター 1 1 1 1 1 5

免許状を要しない非常勤
（英会話・道徳） 1 1

計 5 4 1 5 5 2 2 0 2 2 4 4 2 2 4 4 3 3 2 4 4 4 68

市
費
負
担
非
常
勤

教育支援員 6 4 4 3 2 2 2 2 2 2 3 5 2 3 3 2 4 4 2 1 2 2 62
心の教室相談員 1 1 1 3

給食運搬員 1 1 1 3
特色ある学校づくり 0
学校司書リーダー 司書リーダー4名・支援員6名（各学府ごとに１名配置） (１０)
外国人支援員 5名（市内小中学校を巡回訪問） (５)
外国人相談員 6名（市内小中学校を巡回訪問） (６)
初期支援教室 1名（市内小中学校児童生徒を担当） (１)

外国語指導助手 18名（市内小中学校児童生徒を担当） (１８)
計 7 5 4 3 4 2 2 2 2 2 3 6 2 3 3 3 4 4 2 1 2 2 68

総計 67 56 38 48 64 29 24 36 21 32 50 55 20 21 47 29 41 38 33 30 32 28 839

※ （　）…産・育児休業者、海外日本人学校・大学院派遣者、等の人数。表内各人数は、左記（　）内人数を含めた数。
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【小学校】児童数一覧
( 平成 28 年５月１日現在 )

磐
田
北
小
学
校

磐
田
中
部
小
学
校

磐
田
西
小
学
校

磐
田
南
小
学
校

東
部
小
学
校

大
藤
小
学
校

向
笠
小
学
校

長
野
小
学
校

岩
田
小
学
校

田
原
小
学
校

富
士
見
小
学
校

福
田
小
学
校

豊
浜
小
学
校

竜
洋
東
小
学
校

竜
洋
西
小
学
校

竜
洋
北
小
学
校

豊
田
南
小
学
校

豊
田
北
部
小
学
校

青
城
小
学
校

豊
田
東
小
学
校

豊
岡
南
小
学
校

豊
岡
北
小
学
校

合

計

１　
　

年

通常学級 120 105 86 101 140 33 20 51 19 67 113 116 18 23 93 38 77 88 77 71 59 49 1,564 

特別支援学級 3 2 2 3 7 0 0 2 2 1 1 1 1 2 1 0 2 1 1 2 2 0 36 

計 123 107 88 104 147 33 20 53 21 68 114 117 19 25 94 38 79 89 78 73 61 49 1,600 

計の
内訳

男 61 51 48 50 78 19 10 28 10 29 54 55 7 13 42 17 43 42 27 44 32 28 788 

女 62 56 40 54 69 14 10 25 11 39 60 62 12 12 52 21 36 47 51 29 29 21 812 

２　
　

年

通常学級 150 100 79 93 137 41 20 54 18 44 96 88 29 26 70 34 70 78 80 61 56 47 1,471 

特別支援学級 8 2 0 2 7 0 1 0 2 1 2 4 0 0 1 1 4 1 1 0 0 2 39 

計 158 102 79 95 144 41 21 54 20 45 98 92 29 26 71 35 74 79 81 61 56 49 1,510 

計の
内訳

男 75 51 46 45 61 21 10 33 14 22 55 47 17 11 38 17 42 42 39 29 36 27 778 

女 83 51 33 50 83 20 11 21 6 23 43 45 12 15 33 18 32 37 42 32 20 22 732 

３　
　

年

通常学級 143 98 75 97 134 43 29 71 22 42 105 129 24 33 102 37 87 81 70 65 70 28 1,585 

特別支援学級 2 7 4 0 5 1 0 0 0 3 5 3 0 0 2 1 6 3 2 1 0 3 48 

計 145 105 79 97 139 44 29 71 22 45 110 132 24 33 104 38 93 84 72 66 70 31 1,633 

計の
内訳

男 70 58 41 44 56 20 13 44 9 25 63 73 12 16 45 18 45 45 33 34 41 21 826 

女 75 47 38 53 83 24 16 27 13 20 47 59 12 17 59 20 48 39 39 32 29 10 807 

４　
　

年

通常学級 151 98 67 96 116 41 30 65 19 52 104 118 23 34 81 46 87 67 79 52 64 47 1,537 

特別支援学級 1 3 3 2 5 0 2 1 0 1 2 2 0 1 1 3 1 1 3 1 2 0 35 

計 152 101 70 98 121 41 32 66 19 53 106 120 23 35 82 49 88 68 82 53 66 47 1,572 

計の
内訳

男 74 51 37 48 63 20 21 30 12 28 50 66 11 20 45 25 46 34 42 25 37 27 812 

女 78 50 33 50 58 21 11 36 7 25 56 54 12 15 37 24 42 34 40 28 29 20 760 

５　
　

年

通常学級 137 92 55 79 134 27 24 59 20 59 107 124 17 38 82 38 74 72 87 45 65 38 1,473 

特別支援学級 7 5 1 3 4 2 2 3 0 0 1 4 2 0 3 0 3 1 0 0 3 0 44 

計 144 97 56 82 138 29 26 62 20 59 108 128 19 38 85 38 77 73 87 45 68 38 1,517 

計の
内訳

男 70 46 26 38 68 17 10 26 9 25 55 58 11 23 48 17 36 42 49 27 44 17 762 

女 74 51 30 44 70 12 16 36 11 34 53 70 8 15 37 21 41 31 38 18 24 21 755 

６　
　

年

通常学級 134 83 65 96 128 39 28 64 18 53 101 142 34 33 102 39 81 65 86 54 66 40 1,551 

特別支援学級 4 5 3 4 4 2 0 6 0 2 3 7 1 0 7 0 1 1 1 2 1 3 57 

計 138 88 68 100 132 41 28 70 18 55 104 149 35 33 109 39 82 66 87 56 67 43 1,608 

計の
内訳

男 78 48 30 57 66 20 15 44 7 30 54 75 19 13 65 18 38 24 45 20 39 25 830 

女 60 40 38 43 66 21 13 26 11 25 50 74 16 20 44 21 44 42 42 36 28 18 778 

合
計

通常学級 835 576 427 562 789 224 151 364 116 317 626 717 145 187 530 232 476 451 479 348 380 249 9,181 

特別支援学級 25 24 13 14 32 5 5 12 4 8 14 21 4 3 15 5 17 8 8 6 8 8 259 

計 860 600 440 576 821 229 156 376 120 325 640 738 149 190 545 237 493 459 487 354 388 257 9,440 

計の
内訳

男 428 305 228 282 392 117 79 205 61 159 331 374 77 96 283 112 250 229 235 179 229 145 4,796 

女 432 295 212 294 429 112 77 171 59 166 309 364 72 94 262 125 243 230 252 175 159 112 4,644 
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【小学校】児童数推移（平成 18 年～平成 28 年）

H.18 H.19 H.20 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 H.26 H.27 H.28

磐田北小学校 963 910 904 907 887 845 825 840 850 878 860
磐田中部小学校 620 601 626 619 610 604 598 597 603 599 600
磐田西小学校 324 347 358 380 366 337 356 343 370 393 440
磐田南小学校 603 631 639 622 633 621 598 587 597 589 576
東部小学校 786 768 792 776 784 786 788 784 779 800 821
大藤小学校 251 259 258 259 249 239 225 226 235 235 229
向笠小学校 233 228 211 195 191 192 179 172 175 163 156
長野小学校 397 416 416 415 406 404 400 383 390 389 376
岩田小学校 119 112 109 104 107 105 112 111 113 114 120
田原小学校 185 211 252 289 302 318 323 339 318 306 325
富士見小学校 608 618 595 592 610 597 598 597 616 625 640
磐田地区計 5,089 5,101 5,160 5,158 5,145 5,048 5,002 4,979 5,046 5,091 5,143
福田小学校 956 961 955 934 892 917 877 832 802 739 738
豊浜小学校 211 190 167 181 174 188 163 159 160 155 149
福田地区計 1,167 1,151 1,122 1,115 1,066 1,105 1,040 991 962 894 887
竜洋東小学校 204 201 203 205 198 198 206 215 217 204 190
竜洋西小学校 595 604 591 588 575 582 575 543 565 529 545
竜洋北小学校 245 244 245 251 259 250 246 260 251 240 237
竜洋地区計 1,044 1,049 1,039 1,044 1,032 1,030 1,027 1,018 1,033 973 972
豊田南小学校 409 441 436 434 458 457 464 470 484 498 493
豊田北部小学校 426 412 416 423 415 422 427 434 437 441 459
青城小学校 504 499 485 495 499 507 512 509 495 485 487
豊田東小学校 278 286 282 289 286 295 297 309 323 335 354
豊田地区計 1,617 1,638 1,619 1,641 1,658 1,681 1,700 1,722 1,739 1,759 1,793
豊岡南小学校 313 331 334 345 370 378 396 394 405 390 388
豊岡東小学校 59 50 49 58 52 42 40 39 30 － －
豊岡北小学校 203 201 208 203 204 205 212 216 214 247 257
豊岡地区計 575 582 591 606 626 625 648 649 649 637 645

磐田市計 9,492 9,521 9,531 9,564 9,527 9,489 9,417 9,359 9,429 9,354 9,440

※豊岡東小学校は平成26年度に閉校
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３　中学校

【中学校】建設年度及び保有面積

学校名 建設年

校地面積（㎡） 校舎保有面積（㎡） 屋内運動場（㎡）
給食

室面積
（㎡）

建物
敷地

運動場 その他 借用 鉄筋 鉄骨 木造 計 鉄筋 鉄骨 木造 計

磐田第一中学校 S.41 11,510 15,438 0 0 5,610 15 42 5,667 0 1,427 0 1,427 0

城山中学校 S.48 15,128 22,787 0 0 7,074 91 0 7,165 0 1,222 0 1,222 0

向陽中学校 S.51 14,930 16,179 0 0 4,391 128 0 4,519 0 1,222 0 1,222 0

神明中学校 S.55 10,976 0 0 18,743 5,280 0 0 5,280 0 1,099 0 1,099 0

南部中学校 S.56 14,475 27,802 0 0 5,799 0 0 5,799 0 1,118 0 1,118 0

福田中学校 S.38 27,849 20,544 0 0 6,377 511 20 6,908 1,654 0 0 1,654 0

竜洋中学校 S.49 14,627 38,735 0 0 7,131 580 0 7,711 1,247 346 0 1,593 219

豊田中学校 S.41 14,601 18,622 0 0 5,837 767 0 6,604 1,396 0 0 1,396 0

豊田南中学校 S.60 18,814 16,283 0 0 8,718 39 0 8,757 1,487 0 0 1,487 0

豊岡中学校 S.37 12,250 24,021 0 0 4,799 164 0 4,963 150 1,311 0 1,461 0

※施設台帳に基づく（平成28年5月1日現在）
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【中学校】所在地等一覧

中学校名
郵便番号 所在地 電話 FAX 校長名 教頭名

メールアドレス ホームページアドレス

磐田第一中学校
438-0077 国府台 39-1 32-6101 36-2591 深田　勝 鈴木秀幸

iwatadaiichi-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/daiichi/

城山中学校
438-0086 見付 263-3 32-6108 36-2962 田中　潤 野口和英

鈴木　譲

shiroyama-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/shiroyama/

向陽中学校
438-0013 向笠竹之内 1162-2 38-0339 38-3632 平野邦孝 池谷　仁

koyo-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/koyo/

神明中学校
438-0038 鎌田 2262-74 32-4644 36-1859 鈴木英司 戸倉康夫

shinmei-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/shinmei/

南部中学校
438-0065 野箱 32 35-7575 36-1729 鈴木眞介 寺田容子

nambu-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/nanbu/

福田中学校
437-1204 福田中島 3753-1 55-2101 55-2107 中村和久 小嶋久典

fukude-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.bansyu-school.jp/fukude-jh/			 

竜洋中学校
438-0231 豊岡 4473-8 66-2324 66-7907 石橋宏之 織田芳史

ryuyo-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://iwata.server-queen.jp/ryuyo/			 

豊田中学校
438-0804 加茂 243 32-4637 32-8392 倉島茂見 廣住　諭

toyoda-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyoda-chu/

豊田南中学校
438-0821 立野 200 37-3451 37-3452 小川茂明 伊藤一司

toyodaminami-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.city.iwata.shizuoka.jp/school/toyoda-minamichu/

豊岡中学校
438-0114 合代島 943 0539-62-2085 0539-62-5962 沼野伸一 鈴木一啓

toyooka-j@sa.city.iwata.shizuoka.jp http://www.bansyu-school.jp/iwata-toyooka-jh/		
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(平成28年5月1日現在)
磐
田
第
一
中
学
校

城
山
中
学
校

向
陽
中
学
校

神
明
中
学
校

南
部
中
学
校

福
田
中
学
校

竜
洋
中
学
校

豊
田
中
学
校

豊
田
南
中
学
校

豊
岡
中
学
校

合

計

通
常
学
級
数

1年 5 8 2 4 5 5 5 4 5 3 46
2年 5 8 3 4 5 5 6 4 5 3 48
3年 5 8 2 4 5 5 5 4 4 3 45
計 15 24 7 12 15 15 16 12 14 9 139

特別支援学級 4 3 2 3 2 3 2 2 3 2 26
合計 19 27 9 15 17 18 18 14 17 11 165

教
員
数

校長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
教頭 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 11

主幹教諭 1 1
教諭 28 40 16 24 28 27 29 21 26 17 256
※ (2) (1)

（教諭のうち市費負担） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
養護教諭 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 11
栄養教諭 1 1 2
臨時講師 3 2 1 1 1 2 1 1 12

計 34 46 21 27 32 31 34 26 31 21 303

職
員
数

事務職員(県) 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 11
栄養職員 1 1 2

事務職員(市) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
学校司書リーダー 1 1

調理員 6 6
用務員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

計 3 4 3 4 4 3 9 3 3 4 40

県
費
負
担
非
常
勤

初任者研修後補充 1 1 1 1 4
初任者研修特例校 1 1 2
主幹教諭後補充 1 1

免外解消 2 1 3
特別支援教育支援員 2 1 1 4

学び方支援 1 1
計 3 1 3 2 2 1 1 1 0 1 15

市
費
負
担
非
常
勤

教育支援員 1 4 2 2 2 2 3 2 2 2 22
心の教室相談員 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

給食配膳員 1 1 2
学校司書リーダー 司書リーダー4名・支援員6名（各学府ごとに１名配置） (１０)
外国人支援員 5名（市内小中学校を巡回訪問） (５)
外国人相談員 6名（市内小中学校を巡回訪問） (６)
初期支援教室 1名（市内小中学校児童生徒を担当） (１)

外国語指導助手 18名（市内小中学校児童生徒を担当） (１８)
計 3 6 3 3 3 3 4 3 3 3 34

総計 43 57 30 36 41 38 48 33 37 29 392

【中学校】学級数及び教職員数

※ （　）…産・育児休業者、海外日本人学校・大学院派遣者、等の人数。
　　　　表内各人数は、上記（　）内人数を含めた数。
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【中学校】生徒数一覧

(平成28年５月１日現在)

磐
田
第
一
中
学
校

城

山

中

学

校

向

陽

中

学

校

神

明

中

学

校

南

部

中

学

校

福

田

中

学

校

竜

洋

中

学

校

豊

田

中

学

校

豊
田
南
中
学
校

豊

岡

中

学

校

 

合    

計

１　
　

年

通常学級 148 272 63 126 169 145 151 126 152 96 1,448 

特別支援学級 7 7 1 3 2 0 2 2 3 1 28 

計 155 279 64 129 171 145 153 128 155 97 1,476 

計の
内訳

男 72 142 41 69 86 77 71 55 74 53 740 

女 83 137 23 60 85 68 82 73 81 44 736 

２　
　

年

通常学級 148 262 80 120 151 160 183 124 143 100 1,471 

特別支援学級 8 5 2 6 1 6 2 2 5 2 39 

計 156 267 82 126 152 166 185 126 148 102 1,510 

計の
内訳

男 85 137 34 69 88 88 102 64 85 58 810 

女 71 130 48 57 64 78 83 62 63 44 700 

３　
　

年

通常学級 154 277 59 130 158 160 171 130 132 98 1,469 

特別支援学級 7 3 2 7 6 8 4 5 4 1 47 

計 161 280 61 137 164 168 175 135 136 99 1,516 

計の
内訳

男 71 150 35 73 92 78 78 65 54 55 751 

女 90 130 26 64 72 90 97 70 82 44 765 

合　

計

通常学級 450 811 202 376 478 465 505 380 427 294 4,388 

特別支援学級 22 15 5 16 9 14 8 9 12 4 114 

計 472 826 207 392 487 479 513 389 439 298 4,502 

計の
内訳

男 228 429 110 211 266 243 251 184 213 166 2,301 

女 244 397 97 181 221 236 262 205 226 132 2,201 



130

磐田の教育

【中学校】生徒数推移（平成 18 年～平成 28 年）

H.18 H.19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H.27 H.28

磐田第一中学校 462 463 457 443 417 447 466 485 488 491 472

城山中学校 846 880 855 853 803 840 858 864 838 813 826

向陽中学校 309 294 285 290 254 252 226 238 226 230 207

神明中学校 351 331 334 319 319 322 343 358 385 385 392

南部中学校 487 474 488 470 490 496 505 517 516 491 487

磐田地区計 2,455 2,442 2,419 2,375 2,283 2,357 2,398 2,462 2,453 2,410 2,384

福田中学校 609 600 608 590 587 547 538 513 515 493 479

福田地区計 609 600 608 590 587 547 538 513 515 493 479

竜洋中学校 555 542 538 527 489 489 472 507 498 530 513

竜洋地区計 555 542 538 527 489 489 472 507 498 530 513

豊田中学校 339 342 344 341 346 347 373 365 374 374 389

豊田南中学校 388 420 420 431 425 443 435 465 441 450 439

豊田地区計 727 762 764 772 771 790 808 830 815 824 828

豊岡中学校 331 304 300 281 270 284 273 285 279 299 298

豊岡地区計 331 304 300 281 270 284 273 285 279 299 298

磐田市計 4,677 4,650 4,629 4,545 4,400 4,467 4,489 4,597 4,560 4,556 4,502

－推移の状況－
　平成 28 年 5 月 1 日現在、公立幼稚園・こども園・小中学校に通う園児 ･ 児童 ･ 生徒総数は、
16,096 人であり、昨年度よりも 90 人減となっている。
　小学校児童は、10 年前と比較すると市全体で約 0.5％減であるが、福田地区が約 24.0%
減と大きな減少を見せている。竜洋地区は約 6.9％減少となっている。反対に増加は一部学
区が顕著であり、田原小では 75.7% と大きな増加が見られる。
　中学校生徒は、10 年前と比較すると市全体で約 3.7％減であるが、小学校児童と同様に
福田地区（約 21.3% 減）、竜洋地区（約 7.6％減）が大きな減少を見せている。また、小学
校児童とは違い、豊岡地区（約 10.0％減）も減少している。中学校生徒の大きな増加が見
られるのは、豊田地区（約 12.9％増）である。
　幼稚園 ･ こども園園児は、10 年前と比較すると市全体で約 14.4% 減となっている。こち
らも特に福田地区（約 44.5% 減）が大きな減少を見せている。磐田地区（約 16.9％減）や
豊岡地区（約 11.7% 減）も減少している。竜洋地区（約 4.1％増）、豊田地区（約 4.9％増）
が増加している。
　このようなことから、磐田市の公立幼稚園 ･ こども園 ･ 小中学校に通う園児 ･ 児童 ･ 生
徒総数は、微減傾向であるが、一方で増加している地区があり、地区による差が大きい。
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